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〈はじめに〉 

このだびはシャープボケットコンピュータ < PC — 1401/ PC — 1402〉をお買いあげい 

だだき、まことにありがとうございましだ。 

この計算機は、<り返し計算や複雑な計算処理に威力を発揮するプ□ブラム機能に加え 
て、電卓と同じよろに操作して計算をおこな*5ことができる関数電卓機能を持つたボケ 
ットコンピュータです。 

本機を正し<お使いいだだ<だめに、この取扱説明書をよ<お読み<ださい。 

なお、この取扱説明書は、「シャープサービス • お客様ご相談窓□一覧表」とともに、 
必ず保存して<ださい。 万一ご使用中にわからないことが生じだとき、きつとお役に立 
ちます。 


(ご注意） 

，この取扱説明書の内容は改良のため予告な<変更する場合があります。 

，本機は非常に複雑な機能および組合せを有する製品であり、出荷に際して取扱 
説明書を含め十分なチェックをして万全を期しておりますが、万一ご使用中ご 
不審な点.お気づきのことがありましだらもよりのシャープサービス • お客様 
ご相談窓□までご連絡 < ださい。 

なお運用しだ結果生じる影響については責任を負いかねますので、あらかじめ 
ご了承 < ださい。 

•本書に記載のブ□ブラムを使用しだことによる金銭上の損害および逸失利益ま 
だは第三者からのいかなる請求についても当社はその責任を負いませんのであ 
らかじめ、ご了承ください。 
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おねがい 





ズボンの後ポケットなどに 
入れないで <ださい。 
座ったときなどに大きな力 
が加わり、特にガラスでで 
きている液晶表示部が割れ 
ることがあります。 

窓をしめきっだ、日の当だ 
る自動車内に放置しだ 1 0、 
直射日光の当だる場所に置 
いだりしないで < ださい。 
高温により故障の原因にな 
ります。 


暖ぽラ器具の近<など高温 
になる場所に置かないで< 
ださい。 


落としたり、ぶつつけだり 
しないで < ださい。 


お手入れに揮発性の液体 
(シンナー、ペンジンなど) 
や、ぬれぞうきんなどは使 
用しないで、乾いだ柔らか 
い布をご使用 < ださい。 
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異常が発生した場合の処理について 

本機をご使用中に強度の外来ノイズや強いショックをうけだ場合などに、ご<まれに 
_キーや電源スイッチも含めた、すべてのキーの機能が働かな<なるなどの異常が 
発生することがあります。 

本機にこのような異常が発生した場合は、電源スイッチを〇 N 位置にして、次の操作の 
うち、どち5かをおこなつて<ださい。 

①任意のキーを押したまま計算機裏面のオールリセットスイッチを押します。 

この場合は、プ□ブラム、データなどは保持されます。 


オール 1 J セツトスイッチ 



ドールリセットスイッチを操作す1 
るときはボールペンなどで押して 
<ださい。しん先の出だシャーブ 
ペンシルなど、先の折れやすいも 
の、まだ、と<に針などの先のと 
がつだものは使用しないで<ださ 
、し'。 • / 


②キーを押さすに、オール U セツトスイツチのみを押します。 

この場合は、プ□ブラム、データなどはすべて消去されます。 

①の方法で異常状態を解除した後、再び異常が発生する場合は、②の方法で解除し、 
もう一度プロブラムを入力し直してください。 



オール 1 J セツトスイツチ 



















本機の主な特長 


★初心者にも親しみやすいブ□クラム言語 

本機は、プロブラム言語にハ°ーソナルコンピュータなどで広く使用されています BAS 
1 C (ベーシック）を用いています。 

BAS IC は世界でもっとも多<の人が使用しているといわれるプロブラム言語で、初 
めての人でも親しみやすく、少しの学習で容易にプ□ブラムを組むことができます。 

★ PC —1245、 PC —1250などで蓄積されだソフトが効率よく使えます。 

本機は、発売以来好評をいただいております PC — 1250/ PC — 1251、 PC — 1245で開 
発、蓄えられだプ□ブラムが使用できるように考慮されています。 

これらのプ□ブラムは表示に関連しだ部分などで、わずかな変更が必要なほかは、キー 
ボードから入力、あるいは CE —124、 CE — 126 P を介してテープか5読み込ませるだ 
けで、これまで蓄積したソフトが効率よく使えます。（くわしくは183ページをご参照 
ください。） 

★大きなメモ IJ 一容量、しかもメモ U —保護機能つき 

内部に40キロバイト ROM 、4.2 キ□バイト RAM ( PC -1402 は 10.2 キロバイト RAM ) 

を実装。 

RAM に記憶されだプ□ブラムやデータは、電源を切っても保護されていますので、使 
うだびに記憶させる必要がな<、いつでも、どこでもすぐに使用できます。 


ROM : Read Only Memory 読み出し専用メモリー 

RAM : Random Access Memory 読み書きができるメモリー 

バイト：メモ U —の大きさやブ□ヴラムの大きさを表わす場合などに用いる単位 


★マニュアル計算は関数電卓機能でスピーディーに/ 

プ□ブラムを組むほどでもない計算は、電卓と同じ感覚でキー操作をおこなえば、四則 
計算はもちろん、関数計算や統計計算までスピーディにおこなラことができます。 


5 


=ノ \ー ドカノ \一の使いかだ= 

ノ \ードカノ X —は衝撃に対して計算機を保護する役割を持っております。 

計算機を使用しないとき、まだ、カバンに入れて持ち運ぶときなどには、ハードカバー 
を計算機に取りつけてください。 

•ハードカバーの取り I 对しかた 



•計算機を使わないとき。 



•計算機を使うとき。 



•別売のカセツトインターフェイスやプリンタを使うとき。 
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第 1 早 

キーの操作と表示 


■も< じ ■ 

(ページ) 

1 . 各部のなまえ . 8 

2. スイツチ、キーの操作のしかだ . 9 

3. モードについて . 14 
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• 各部のなま 7 L 


電源スイッチ 


ッチ 表示部 


表示調整ボリューム¬ 



- _—_ 回 (U m CD q s ■ 
CD 因 (HCIICIlCDCOCIlI^jE] 


r^ t'T »r T *iEN GOTO t Oft ro STE 兑 NEXT i : バ 

cacucamsEimciMi ] 


CSAVt ClOAD 


acocuEacoEiEtii 


Q El ED E Ell ea 
— E 3| S | 
@ CZ ) LCD E][CD 

1 ■しーニム 

DUBES 

umum 


] mjDBBD [ p | 

罕 □ El B ■ B S 


■•アルフアベツトキー 
-モード指定キー 



エンターキー 
•写真は PC —1401です。 


オールリセツト- 
スイツチ(裏面） 
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r 2 . スイッチ、キーの操作のしかた^ 


本機の上面には1個のスイッチと76個のキーがあります。そして、各キーにはいろいろ 
な文字や数字、記号が書かれています。 

ここでは、これらの操作のしかたについて簡単に説明します。 


(1) 電源オン 

まず始めに、計算機の電源を入れましよラ。 

計算機の左端にある電源スイッチを〇 F F 位置から〇 N 
位置にしてください。電源が入って、次のような表示が 
出てきます。 



DEG 

0n 

_ 


CAL RUN PRO 1: 咖 >1 STAT PRINT 



IE 3 j [pa] I brk] HhI 


foi nn rn r#i 

input if then goto 

rri m m rri 

PRINT USING GOSUB RETURN 

rn qd El nn 


春オートパワーオフ （AUTO POWER OFF ) 

本機はキー入力が可能なときに、約10分間新たなキー操作をおこないませんと、 
電池の消耗を少な<するため、自動的に電源が切れます。 

この場合、^)キーを押せば電源が入ります。 （169 ページを参照） 


〈表示の調整〉 



コントラストボ 1 J ユー ム 

矢印の方向に回せば表示が濃<なり、 
逆方向に回せば薄くなります。 

表示が見やす<なるよ^に調整して< 
ださい。 
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(2) キー操作のしかだ 

電源スイッチを〇 N にして電源を入れだとき、この計算機は u 電卓〃として働くように 
なつています。 

電卓はこれまでに何回か使つたことがありますね。 

それでは簡単な計算をしてみましよう。次のようにキーを押して、表示を見て<ださい。 


r a b 

mmm 


Ox Sx x 

mmm 


Ox < 

r 6 ifxii 

t 

電卓として用いているので 
イコールキーを押します。 



ay 

[B 

3 -TC 

[S 


どうですか、計算できましだか。もし、正し<計算できない場合は、電源スイッチを 
〇 FF にし、あらためて〇 N にして計算をして<ださい。 


9 . 


_3 . 

(/9 = 3) 


それではつぎに 7 T の値を呼び出してみましよラ。 

7 T は_キーの上側に薄茶色で書かれています。 
このように薄茶色で書かれている機能は画团キー 
に続いて押したときに働 < 機能です。 

それでは dli と押してみてください。 


102 [VJ 


nrc»'^p sm-* tAn*' TAB 

I hyp | 「sinl |cos| | tan] |F«E| 

• :,[ ' ••へ O' r « r *rb 

卜 HEX| 卜 DEE| I In | | log| |l/JC| 

广 n *' ] •一 • 1 、 

Mexp|JQ3 旧 fTHrlTl 

/ S > O ' 1 n Ct , 

画 

____ 


I 3.141592654 

(/r =3.141592654) 

7 T の値が呼び出されましだね。 

こんどは10 4 を計算してみましよう。10 4 は彳〇"の機能で計算します。 
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この機能も薄茶色で書かれていますので HE 
キーに続いて押します。 



IhypJ | sinj |cos| |tanj |f-EJ IBB!! 

] 

，二 r« f ，/■•， WBBM 

S O B (Ell) ESI Q 

FpI m rn unjTTMTi 

> ぐ,、 n^ r C*' Zx Ex? 


圃__画 

_ 

(g 

向 [El 


C 、 E 、》 

爾 

け .” 



W が計算できまし芝か9 


10000 . 

( 10 ‘= 10000 ) 


それでは次にアルフアベットを入れてみましよろ。 

しかし、計算機を、、電卓〃として使つているときは、@など、表 
示部の下にあるキーのほとんどは働きません。これらのキーは BAS IC (ベーシック） 
の命令を入れだり、メッセージを入れたりするときに用いるキーです。''電卓"のとき 
は使用できません。 

それでは、これらのキーが働<よ〇にしましよろ。 


左から2列目にある® a キーを押して<だ 
さい。表示が次のよ*5に変わ 1 0ます。 



DEG 

CAL RUN PRO | ： LWI>j ST AT PRINT 


I- MOWr^Sn ON 

^1M1](brk] [de^ 


! 、科ノ 8 S 

I"T1 fwl Q] 


INPUT IF THEN GOTO 

m m m [〇 


PRINT USING GOSUB RETURN 

iti nn rli nn 


これでアルファぺットキーなどが働<よいになります。 
それでは V \ BCD " と入れてみましよう。 


INPUT _ DIM _ GOSUB THEN A n へへ 

rnmncirDn abcd_ 


このように表示部の左端から ABCD と入ります。 
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次に ^$% f / などの記号を入れてみましよう。これ5の記号は薄茶色で書かれていま 
すので、 [ Ml キーに続いて押します。 

國 CEESlCElMlCn ABCDit $%_ 


もちろん、数字や関数などを入れることもできます。たとえば 、、 S I N 30"と入れてみ 

よしよつ0 


sin * 1 

fsinl 

b r 

mroi 


A 巳 CD せ $%SIN 一 
A 巳 CD せ $%SIN 30_ 


BAS I C の命令も入れてみましよう。たとえば 、、PR | NT " を入れます。 


_d] r$96SIN 30 PR I NT 


いま 、 "PR I NT " を入れたときパツと表示が変わりましたね。 

表示を見ていただければ、先に入れた内容の中から 、' A BCD せ〃がな < なっているこ 
とに気がつかれだと思います。 

これは 、 "PR I N 丁〃 を表示しよラとすると、表示内容が16桁を越えてしまいますの 
で、先に入れた 、、 ABCD 社〃を表示の外に出して、あとから入れだ 、、PR I NT " を 
表示させているか5です。 

しかし、この 、、 ABCD ± t " は消えてしまっだわけではありません。 S キーを押せ 
ば呼びもどすことができます。では、呼びもどしてみましよ〇。 


S こ # $%SIN 30 PR I NT 

S 「A 巳 CD#$%SIN 30 PR 


このように S キーを押せば隠れていだ内容が呼び出されます。 

ここで、ちよつとキーを押さえだままにしてみて<ださい。 

しば5<すると表示部で、ついだり消えだりしている_マークが左端まで走つてい 
きます。 

左筛まできて動かなくなつだときは内容の一番先頭にきだことを示しています。 

ABCD#$%SiN 30 PR 


12 











つぎに [§ キーを押さえたままにしてみて<ださい。 

しばら<すると圏7—クガ右に走つていき、右端まで来だら、こんどは右に隠れて 
いる内容かつぎつぎに出て来家す。そして最後に_マークか消えて_マークか 
出ます。 


$%S IN 3 0 PR I NT 


このようにキーと @ キーで隠れている内容を見ることができます。 

なお、_マークと_マークは、カーソルといわれるもので、キーを押して入力 
される内容は、この力ーソルで示される位置に入ります。 

しだがって、もし、キーを押しまちがえて、違う文字や記号が入ってしまったときは、 
f ^ n キーでまちがっだ文字や記号の所にカーソルを移動させ、正しいキーを押せば訂 
正をすることができます。（くわしくは59ページで説明します。） 


=キーの 記載方法に ついて : 


:これ以降の説明では、キー操作及びキーの機能を示す際、次のように記載します。 


[ W 1 キーの 操作=|~ 


DEL 

S キーの 操作: 


m 

m 


キーの操作: 


fSHIFTl [Ejc2l 


まだ、数字キーは、キーのワクを省いています。 

□□ [X] I3D CZ] QD—12 3.4 

|なお、説明上必要な場合などには、これまで通りの方法で示している場合もありま 
:す〇 



sin 1 を指定します。 

5[ n ] sin を指定します。 

_ DEL (削除)を指定します。 

— S （ 力ーソル移動)を指定します。 

- >® g ) _ n ! (階乗)を指定します。 

― DU カツコを指定します。 


統計計算のとき衝 K 機能です。 
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3. モードについて 


この計算機には、大き<分けて3つのモード（状態）があります。 

1つは計算機を関数電卓のように使〇ことのできる u 電卓モード〃 （ CAL モード）で 
す。もう1つはプロブラムを実行しだり 、 BAS IC の命令などを使って手操作で計算 
を実行できる、、実行モード" （ RUN モード）です。そして最後はプ□ブラムを計算機 
に覚えさせたり、訂正、修正しだりできる”プ□ブラムモード" （ PR 〇モード）です。 


モードの切換えは_と_の2個！のモ 
ードキーでおこない、指定されているモード 
は、表示部左下に書かれている CAL 
RUN PRO の文字の上に-マーク 
をつけて示します。 


それでは一度電源スイッチを〇 F F 位置にし 
て、改めて〇 N 位置にしてください。このと 
きは w 電卓モード〃がいつも指定されます。 


電卓モードが指定されているときに （ M ) キ 
一を押せば”実行モード〃か指定されます。 

実行モードが指定されているときに國0キ 
一を押せば v ブ□ブラムモード"が指定され 
ます。 




あとは m \ キーを押せば交互に実行モードとプ□ブラムモードが指定されます。 
そして、_キーを押すと、 v 電卓モード〃にもどります。 


〈モードの切換え〉 


國 

を押す 


— 電卓モード （ CAL モード） 

厂実行モード （ RUN モード） 

|画] 

ープ□クラムモード （ PR 〇モード) 


巳 AS 丨 C モー■ド 


14 



























第 2 章 


関数電卓として使用する方法 


■もくじ ■ 
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5- 1) 三角関数 . 25 

5-2) 逆三角関数 . 26 

5-3) 双曲線関数 . 27 

5 — 4) 逆双曲線関数 . 27 

5-5) 対数関数 . 27 

5 — 6) 指数関数 . 28 
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モードの指定 



計算機を関数電卓として使用する場合は、計算機のモード（状態）を卓モード〃に 
しよ Q 〇 

電卓モードは、電源スイッチを〇 FF 位置から〇 N 位置にしだときに指定されるほか、 
_キーを押しだときに指定されます。 

そして、表示部左下の CAL と書かれているところに-マークが表示されます。 


CAL RUN PRO 


もし、-マークが RUN や PR 〇の位置に表示されているときは_キーを押し 
て < ださい。 
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計算に使用できるキーと機能 


電卓モードでは、右囹に示しますキー及び機 
能を用いて計算をおこなラ)ことができます。 
それでは始めに知つておいていただきだい機 
能を説明します。 


_クリア C •〇 E 

置数のすぐあとや、メモ 
の内容を呼び出した 
すぐあとでは、その数値 
のみをク U ア （)' 肖去）し 
ます。 

それ以外のときや、続け 
て2回押したときは、こ 
れまでの計算命令や数値 
をク 1 J アレます。 

だだし、メモ U — の内容 
などはクリアされません。 

まだ、 エラーの 解除もお 
こないます。 

►表示の切換え F-E 

計算結果が固定小数点方 
式（普通の方式）で表示 
されているとき、浮動小 
数点方式（指数方式）で 
見ることができます。 


123 GtJ 456 

foci] 
789 [=D 

6 rxn 2 rn 

[C«CEj 

6 CE 2 [+： 
5 C=] 




Ic*ceJ 


23 [S 1000 [=D 

iF^El 


函回因白蟲 _ 
Eli Eii e cii 尚 im 
ia QD CD 

' s> n> 1 n 

画__圃画 
圖國 
國_國國@ 
國圖 圓 


456 . 

0 . 

912. 

(123+789=912) 

12 . 

0 . 

3 . 

8 . 

エラー表示 一！ 

0 . E 

0 . 


23000 . 

2 . 3 E 04 

23000. 
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參小数部の桁数指定 TAB 

Ic*ce] 



数字キーと組み合わせて 
計算結果の小数部の桁数 
を指定します。 (40 ページ 
参照） 


5 m 8 1 =n 

TAB 

I SHIFT] IF^E] f 51 

TAB 

1SHIFTI |F#EM • I 



雄角度指定 DRG 

三角関数、逆三角関数、 
座標変換で、計算に使う 
角度の単位を指定します。 


DRG 
fSHIFTl LJ 


DRG 
fSHIFTl 「》 ] 


DRG 

[shift] rrn 



(デイグ U —(度)) 



DEG :ディヴ 1 J 一(度)〔°〕 
RAD :ラディアン 〔「 ad 〕 

GRAD :ヴラード 〔 g 〕 


•置数〇〜9 . EXP 十/一 


EXP :数値を指数方式 

Ic^cil 4 fEXPl 3 

4 . E 03 

で入力するとき 


(4 X 10 3 ) 

に使用します。 

[=] 

4000 . 

(表示では E 

になります。） 

sa 

-4000. ) 

十 / 一： 負数を入力する 

1.23ES ( 

-1.23 ) 

とぎに使用しま 

画 5i±a 

-1.23E - 05 

す〇(表示数値の 


C -1.23 X 10 5 ) 

符号を反転させ 

[=: 

-0 . 00001 23 ) 

ます。） 

Ea I 

0 . 00001 23 
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3. 表示の見かた 




つぎに、電卓モードで使用する表示の形やシンボルなどについて説明します。 


: 

SHIFT HYP DEG 

[ 234567898 B 

CAL STAT 

1 

J 

_ 

DEG ( ) □ 

!.« 234567398 E--99 

CAL STAT 


仮数部 指数部 


固定小数点表示 
(普通の表示） 


浮動小数点表示 
(指数表示） 


本機の表示部は16桁ありますが、電卓モードではこの表示部を左側12桁と右側4桁に分 
け、左側12桁で数値の符号と仮数部を表示し、右側4桁で指数部を表示します。 

計算結果などを表示する場合、通常は固定/」\数点表示方式で表示しますか、0 . 000000001 
より小さいときや9999999999より大きいときなどには、自動的に指数表示に切換えて表 
示します。（負数のときは一0.000000001より大きいときや一9999999999より小さいとき 

に指数表示になります。） 

〈表示シンボル〉 

つぎに表示シンボルや状態を示すマークについて説明します。 



電卓モードでは上囹に示しますシンボルやマークが用いられます。つぎにこれらの意味 
を述べます。 
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SHIFT :このシンボルは （ Ml キーを押したときに表示され、各キーの薄茶色で書か 
れている機能が指定されていることを示します。 

HYP :このシンボルは^キーを押したときに表示され、双曲線関数の機能が指 
定されていることを示します。 

なお 、 m ia と押したときは SHIFT HYP と表示され、逆双 
曲線関数の機能が指定されていることを示します。 

DEG RAD GRAD 

これらのシンボルは m S と押すことにより、切換えて表示され、 
三角関数、逆三角関数、座標変換をおこなうときに使用される角度の単位を 
ホします。 

DEG: ディグリー（度）〔°〕 

RAD : ラデイアン 〔 rad 〕 

GRAD :グラード 〔 g 〕 

(180°= TT ( rad ) =200 g ) 

() :このシンボルは3キーを押してカツコ計算をはじめだときに表示され、 
カツコが使用されていることを示します。 

H :このシンボルは電卓用メモリーに〇以外の数値を入れだときに表示され、メ 
モ U —が使用されている（数値が記憶されている）ことを示します。 

E :このシンボルは エラー が発生したときに表示されます。 

エラーは^)キーを押せば解除されます。 

: bh ® と押すことにより表示部下の STA 丁と書かれているところに 
■ マークを表示させることができます。（消すときも M @ と 
押します。） 

STAT ( Statistics ) は統計の意味で、この位置に_マークが表示さ 
れているときは、計算機が統計計算をおこな〇状態になつていることを示し 
ます。 

QAL : CAL と書かれているところに画マークか表示されているときは、計算 
機が電卓モードになつていることを示します。 
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. 基本計算 


ここでは本機を電卓として使用する場合の基本的な計算のしかだについて説明します。 
ただし、その前に計算機の状態を調えましよろ。 

まず、 m キーを押して u 電卓モード"にしてください。 

そして 、 s ^と押して、表示が次のようになつていることを確認してください。 


もし、このようになっていない場合は次の説明を読んで、指定の変更をおこなって<だ 
さし、 0 

① 0が2個以上表示されている。（例 0. 0) 

小数部の桁数指定がおこなわれています。 ( tS Q と押して指定を解除 
して <ださい。 

② STAT と書かれている位置に—マークが表示されている。 

統計計算をおこなう状態になっています。_运租と押して ■■ マークを消 
して < ださい。 

③ DEG のかわりに RAD や GRAD が表示されている。 

角度単位の指定です。三角関数、逆三角関数、座標変換をおこなろとき以外は、ど 
のシンボルが表示されていてもかまいませんが 、 IMS _の操作で切換えるこ 
とができます。 

④ H シンボルが表示されている。 

電卓用メモ I 」一に数値が記憶されています。このシンボルは新だにメモ ij 一を使っ 
た計算をおこなラとき以外は表示されていてもかまいませんか_ _の操作 
で消すことかできます。 

⑤ 表示部上側に表示されるシンボルのろちに、®、④で説明のシンボル以外は^) 
キーで消すことができます。（表示部下側に表示される ■ マークは、変りませ 
ん〇) 
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4-1) 加減乗除算 


〈例〉 28+42+54= 

〈操作〉 28m42[E54[X] 



124. 

〈例〉 49.6— 75.2+32= 

〈操作〉 49.6S75.2[T]32[=D 



6.4 


〈例〉 1400x3-68= 

〈操作〉 1400CX]3Q68C=D 



4132. 


〈例〉 45+285+3= 

〈操作〉 45S]285HD3C=] 



140 . 

45+(285+3)=140 

〈例〉 (45+285)+3= 

〈操作〉 1X345CB 285 CDCB3LZ] 



110. 

〈例〉 42 X (-5)+1 20= 

〈操作〉 42 团 5 巫] HD120CX] 



一 90 . 



♦負数を入力するときは「置数_」と押します。 


〈例〉 


18+6 




15 — 8 


〈操作〉 


mi5Q8d]C^] 

L 回 


3 . 428571 429 

キー直前の HD キーの操作は省略できます。 


〈例〉 2+3 X( - 4+5+C12 -4))= 

〈操作〉 2EE3SXD4 圈 m _ 

5CBmi2S4mm 回 一 8.125 


省略でさます。 


〈例〉 (5 X10 3 )+(4X10 3 )= 

<操作> 5國3115 D4 画3昭因 



1 2500 J 00 • 


く 例〉 12000X24500X230= 

〈操作〉12000 CS 24500 BD 230 C=D 



6. 762E 10 

(67620000000) 
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〈例〉1.2546+123000+42500= 


〈操作〉1.2546123000 [ T ] 42500 S 

2 .4 E —10 

(0.00000000024) 


• 計算結果が ±0. 000000001〜土 9999999999および0以外になれば指数方式で表示され 
ます。 


4-2) メモ 1 J 一計算 

電卓用メモ 1 J — を使つだ計算をおこないます。メモ 1 」一のキーは_、 E ® 、 

の3種類で、次のような®きになります。 

_ : メモ 1 J — 内の数値を消してから、表示されている数値をメモ 1 J 一に入れます。 

S [?^1と押せばメモ U — 内の数値が消されます。 
m : メモ 1 j 一内の数値を表示します。 

m :表示している数値、まだは計算をおこなつだあと、その結果をメモ 1 j _ に加 
算します。 


ただし計算機が統計計算をおこなう状態になつているときは、メモ 1 j 一を使ラことはで 
きません。 


〈例〉 23+45+78= 

一52—31+43= 

+) 64+73—12= 

(合計） 

〈操作〉 

0 . 


23 m 45 m 78_ 

146. 

□ ， 

52 raQ 31 CB 43 [MB 

一40 . 

□ ^ 

64 m 73 CED 12_ 

125. 

□ ^ 

_ 

231 . 

□' 


籲メモ 1 J 一に〇以外の数値が入つているときは13シンボルが表示されます。 
計算を始める前に、このシンボルか表示されているときは__と押して、 
メモ 1 j _ 内の数値を消して < ださい。 
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〈例〉 24X13= 

+) 56+ 7= 

-) 32X 4= 

(合計） 



〈操作〉画_ 

0 . 


24CS13 画 

312. 

□' 

561 t I7[M+J 

8 . 

□ ' 

32CS4COS 画 

_ 

-128. 

□ " 

192. 

□ ， 


♦ メモ 1 J — か 5 減算をおこなうときは、この例のように計算をおこなつだあと 、 [S 
キーで符号を反転させてから M キーを押して<ださい。 


〈例〉 14-7X3= 

24^(7X3)= 

(7X3)^5= 

〈操作〉 7SD3SS 

[ 21 . 

14 日 圓 [K] 

C □ ' 

-1 、 

24CE 圆回 

1 . 142857143 

圓 E5D5S 

[ 4.2 

• この例では 7x3 の結果をメモ 1 J— に言 

:己憶させ、それを定数として計算をおこなつて 

います。 

I-- 
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5. 関数計算 


♦三角関数、逆三角関数、座標変換をおこなろときは、_ _と押して計算に使 
用する角度の単位を指定して<ださい。 

ただし、角度単位を変更しない場合は、改めて指定する必要はありません。 

5-1) 三角関数 （ sin 、 cos 、tan) 


〈例〉 sin30°= 

〈操作 〉 （@S _ — DEG を表示させてください。） 


30 [ sin ] 

DEG 、 

0 . 5 

〈例〉 cos 胥 〔「 ad〕 = 



〈操作〉 （ @51_ — RAD を表示させて<ださい。) 


圃 mrrur^i 函 


0 . 707106781 

(fCrad) =45 〇 =50 9 ) 

〈例〉 tan150 9 = 



〈操作〉 （@21_-> GRAD を表示させて<ださい。) 


150 Ban] 


( GRAD "S 

一 1 • 

(150 s =135°=|，TCrad)) 

〈例〉 (1 一 cos(2x35))+2= 



〈操作〉 (|SHIF[j[DRG) — » D E G を表示させてください。) 


因 CD 1 ED CD 2 团 35 □□ 

[cosimm 2 11 =] 

0.328989928 


(sin 2 35° =) 
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5-2) 逆三角関数 (sin - 1 、 cos- 1 、tan-) 

鲁逆三角関数の結果は次の範囲で表示されます。 


^=sin 1 x N /9 =tan 1 x ^=cos _1 jc 

DEG : -90^6>^90 C ) DEG :0$“180〔°〕 

RAD :吾 〔「 ad 〕 RAD :0$“； r 〔「 acl 〕 

GRAD : -100^/9^100 ( g D GRAD : 0$“200〔 g 〕 

〈例〉 sin - 1 0.5= H 

〈操作 〉 （EiEHSgl — DEG を表示させて<ス 

.5 ESS 

i さい。) 

r DEG ' 

(30。） 

〈例〉 cos — 1 —1= 〔「 ad 〕 



〈操作〉 （[1 S ]_4 RAD を表示させてください。) 


1 rt^llSHIFTlicos^l 


3.141 592654 

(3.141592654 〔「 ad 〕 すなわち ; r 〔「 ad〕) 

〈例〉 tan - 1 】：〔 g 〕 



〈操作〉（圆 GRAD を表示させて<ださい。） 

I fSHlFTlttan^l 50 . 

(50 9 ) 

〈例〉 cos - l 0.53- sin - 1 (40^-54)= C °) 

〈操作〉 DEG を表示させてください。） 

• 53國 S EXD 40 HD 


54CI □ 晒 10. 19999158 


( 約 10.2 。 ） 
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5-3) 双曲線関数 （ sinh 、 cosh 、 tanh) 


く 例〉 cosh5 十 slnh5= 

〈操作〉 5 

148.4131591 

— 

〈例〉 1-ftanh 

〈操作〉 1L±JUJ10[B2LUI^I3^][X] 

1 • 999909204 



5-4) 逆双曲線関数 (sinh 一 1 、 cosh \ tanh- 1 ) 


〈例〉 sinh- 1 10= 

〈操作〉 io _ s _ 



2 . 99822295 

〈例〉 cosh (3+tanh = 

〈操作〉 Sm 3 H ： m 3 CB 4[ T ] 

[SHiFTl(^w|rtan1 

1 )lhypl[cos| 



26. 58007669 


5-5) 対数関数 (log 、 In) 

〈例〉 2xlog5= (logj：=loe 

〈操作〉 2CS5Qo9]C=] 

Lx :10 を底とする対数です。） 


1 . 397940009 

〈例〉 Inl.5+ln1.6= (lru=log e 

〈操作〉 i.5rrrT]nni,6rnnr^i 

x ! 

e を底とする対数です。） 


0 . 875468737 
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5-6) 指数(逆対数）関数 (10' が) 


〈例〉10 2 5 = 

〈操作〉 2.5 BSB 10 S 



316.227766 


〈例〉 2 _ 

e 3 +e 3 

〈操作〉 2 gXJ ]3 画 

ス阳酬 rPimr^n 



0 . 099327927 



5-7) 2乗計算（ズ 2 ) 

〈例〉3 2 +4 2 = 

〈操作 〉I 25. 

(3X3+4X4=) 


5-8) 平方根•立方根 、「ヽ 3 /~) 


〈例〉 M = 

〈操作〉 64 E 


(jcXx=64 = 8( あるいは 一 8)) 

8 . 

〈例〉 3 Jm = 

(jc X j X j =216 x =6) 

〈操作〉 216_IS 


6 . 

〈例〉 3 /250x3._ 


V 7rX4 


〈操作〉 |c^m250[S3[inCB 


m 闕 i 兀 n xiamr^i 

% 

[SHiFf1f3V=n 


3. 907963209 
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5-9) 逆数計算（1/ズ） 


〈例 〉 u 1 _ 

T +! - 

〈操作〉 4_ CE 8_[ X ] 

0.375 

- ; 


5-10) 階乗 U !) 

n! = n x(n -1)x(n -2).X2X1 


〈例 〉 5 != 

5 ! =5X4X3X2X1 

〈操作〉 5 國 SE 

120. 

〈例〉 p _ 8! _ 

8 ド 3 nr 

順列の総数 nP, = ( ~ n Jr) | 

〈操作〉 


酬圖 r^i 

336 . 
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5-11) 角度変換 (^DEGs - >D.MS) 

— DEG : 数値の整数部を度、小数点以下1、2桁を分、3、4桁を秒と見なして10進 
数度単位に変換します。 

— D.MS :数値を10進数度と見なして、度分秒に変換します。 

〇〇.〇〇〇〇〇〇… 

度 分秒端数 (10 進数） 


〈例〉 12 度 39 分 18 秒を 10 進数の度に変換します。 
〈操作〉12.3918 S 


12. 655 


(12. 655度） 


〈例〉 124.628 度を 60 進数の度分秒に変換します。 
〈操作〉124.628 MS 


1 24. 37408 


(124 度37分40秒 8) 


〈例〉 3 時間 30 分 45 秒 

+) 6 時間 45 分 36 秒 
(計） 


► 角度変換機能を利用しだ時間計算で 
す。 


〈操作〉3.3045 SEE 
6.4536 

國 S [ 10.1621 

(10 時間16分21秒) 
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5-12) べき乗•べき乗根（パ、 ) 


〈例 > 3 4 = 

〈操作〉 3[ S 4 C =] 

81 . 

〈例 〉 4 M = 

〈操作〉81國閱4因 

3 . 、 

〈例〉8_ 2 = /I 

w -) 

〈操作〉 8[ S 2[ S[=D 

0.015625 

〈例〉(12 3 > 1 = 〇/^=) 


〈操作〉 12[ S 3[ S 4 aZSC =] 

6 . 447419591 


5— 13) 座標変換 i — rd 、-^ xy ) 


直交座標を極座標に （ x ， y — r , 0に)、あるいは極座標を直交座標に （ r ， 6/— x ， ^/に）変換し 
ます。 


Y 



い x 、 y 、 

x = r cosd y — r sin/9 



Y 



( r ^ r > 6) 

r =/x 2 +y 2 6=tan 1 — 

參沒は次の範囲で得られます0 

DEG ： 0^1^1^180 
RAD : 04 剜 S;r 
GRAD : 0^1^200 


•計算をはじめる前に \m _の操作で、計算する角度の単位を指定して<ださい。 

注）ほかの計算の途中で座標変換をおこないますと、それまで実行した計算およびカツ 
コなどで保留されていだ計算は消去されます。 

また、統計モードが設定されているときは座標変換をおこなうことはできません。 
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く例〉直交座標において、 P 点の座標が 
(6, 4) の場合の極座標 （ r , 0) 

を求めます。 

〈操作 ） （HHEgS — DEG を表示させてください。) 


6 CE 4 


[SHiFflFre] 


7.211102551 


け与 7. 2) 

CE 


33 . 69006753 


(0 与 33.7° ) 


〈例〉ベクトル I =12+ノ_9において、そ 
の大きさと方向(位相)を求めます。 

〈操作〉（園 HES — DEG を表示させてください。) 

12 CE 9 


[shift] r* re] 


CT] 


DEG 

15. 

(大きさ =15) 

36 . 86989765 

(方向与 36.9° ) 


〈例〉極座標において、 P 点の座標が 
(14, | ) の場合の直交座標 
( x , y ) を求めます。 

〈操作〉（固 H — RAD を表示させてください。) 

fsiTinnm Rr^i 


cumm 

[SHiFflFxyl 

CE 


11. 32623792 


マ 11.3) 


8. 228993532 


(パ 8.2) 

，この例では | の値 （6> の値）が先に入れられています。 

したがって CTD 14と押しだときは r と没の値が逆に入っていることになります。このだめ、 
もう1回 CE 1 キーを 押して r と0の値を入れかえたあと、直交座標に変換しています。 
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5-14)10 進# 16 進変換、16進計算 

(—HEX 、 -DEC) 

10進=16進変換は、次のキーでおこないます。 

10進数を16進数に変換します。 

まだ、同時に16進モードにします。 （ HEX を表示させます。） 

[ sH ®： 16進数を10進数に変換します。 

まだ、同時に16進モードを解除します。 （ HEX 表示を消します。） 

16進法はコンピュータを扱^人びとの間でよ<用いられる表記法で、〇から9までの数 
字と、10進法の10から15までを表わす数字として A か 0> F をあてて表わします。 

(16 進数） （10 進数） 

A -^ 10 

F ->15 

この A から F は、^]キーを押して表示部 
に HEX を表示させたあと、0で示しますキ 
一を押せば入力することができます。 


aichyp 

|hyp| l^sinj IcosJ 

• DEC 

Ph 51 


臟劇 

ivxiim 



7C A ズ V7B 3*TC - 

E ^ xIiexpILSC ] ABC . HEX 


なお、 HEX の表示は、表示されている数値が16進数であることを示しているとともに、 
16進数の加減乗除算かできる状態 （16 進モード）になっていることを示します。 

10進数を入力するときや、ほかの計算をするときは_ _と押して HEX 表示を 
消してください。_キーでは消せません。 
















〔 10 進— 16 進変換〕 

〈例〉30を16進数に変換します。 


〈操作〉 30 

1 E . 

HEX 

〈例〉一 2 を 16 進数に変換します。 



〈操作〉（画圓画 HEX 表示を消します。） 


2 IS E^l 

FFFFFFFFFE. 

HEX 


參負数の10進数を16進数に変換した場合、計算機内ではの補数"計算がおこな 
われ、結果は16の補数表示でおこなわれます。 

注） HEX か表示されているとき、キーで正数と負数を反転させた場合、負 
数は補数表示になります。 

〈例〉 123.4 を 16 進数に変換します。 

〈操作〉（画51@… HEX 表示を消します。） 

123.4 Ehex) 7 巳 . HEX 

(123 のみが16進数に変換されます。） 

•10 進数の数値が小数部を持つている場合、小数部は切り捨てられて、整数部のみ 


が16進数に変換されます。 

〔 16 進— 10 進変換〕 

〈例〉 2 BC を彳〇進数に変換します。 


〈操作〉 函画 2 巳 C 

2BC. HEX 

ISHiFTl Foicl 

700 . 

〈例〉 FFFFFFFF1 2 を 10 進数に変換します。 

〈操作〉1^3 Eyix] FFFFFFFF 12 

FFFFFFFF12. HEX 

[SHiFTl Fdec] 

-238. 


拳 FFFFFFFFFF か 5 FDABF 41 C 01 までの16進数（補数）を10進数 
に変換しだ場合、その結果は負数 （10 進数）になります。 
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〔 16 進計算〕 

16 進数による計算は 16 進モードでおこないます。と押して、表示部に HEX 

rnmmm. 

〈例〉 A 4+ 巳 A = 

〈操作〉 A 4 CH BA [^] [ 15 E . HEX 

(10 進数では 350) 


〈例〉 8 X 3 = 

〈操作〉 8 SD 3 CZ ] 

〈例〉 (12+ D ) XB = 

〈操作〉网 mi 2 nnD mrin 巳间 

〈例〉 43 A — 3 〇巳 = 

+) A 38-2 FB = 一 

〈操作〉_ [£^ 

43 A Q 3 CB E ] 

A 38 Q 2 FB E ] 

圓 


_ 18. HEX 

(10 進数では 24) 


_ 155. _HEX 

(10 進数では 341) 


6 F . 

□ ^ 

HEX 


73 D . 

□ ^ 

HEX 


7 AC . 

□ ) 

HEX 


16進計算は通常の計算とは異りますので、次の点を留意して計算をおこなって<ださい。 
♦16 進計算では小数部を含む数値は扱いません。しだがって [ Z ： キーは入力しません。 
_連続的に計算をおこなラ場合、途中結果が小数部を含む値になるときはエラーになり 
ます。 

〈例〉巳！ 3 D 3 CS — エラー （ E シンボルを表示） 

ただし、最終結果が小数部を含む値になるときは、その小数部を切り捨てて整数部の 
みを表示します。 

〈例〉 3. HEX 
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浏靈 rra s なつてい 

るときは逆） 

〈例〉 A 巳昭— FFFFFFFF 55. HEX 
m - AB . HEX 

♦16 進モードでは、ほかの関数を使用することはできません。 

修統計モード （ STAT のところに ■ フークを表示しているとき）では 16 進計算、 
10 進 ㈠ 16 進変換をおこな^ことはできません。 


5-15) パ=セント計算 

〈例〉200 g の60バーセントは〒 

〈操作〉200 CS 60圆1 _ I 12 0. 

(120 g ) 


〈例〉120 g は500 g の何バーセント？ 


〈操作〉120 500画 H _ 

24 . 



(2496) 

5 一 16) 変化率計算 



〈例〉食塩250 g に食塩10 0 g を加えると、 
はじめの何バーセントになるでしよ 

ろか〒 

(式） 

■2 言 〇 25 °謂 = 

〈操作〉100 [+D 250 gHS 0%] 

1 40. 

〈例〉1秒間に25 g 流れている水が、32必 
に増えましだ。 

さて、何バーセント増えだでしよう。 

(式） 

(14096) 

3 ^ 25 X 100= 

〈操作> 32 CE ] 25 _ 圆 

28 . 


(2896) 
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6. 定数計算 


-1 


〈例〉12+42= 


35+42= 

加算は加数が定数になります。 

68+42= 


〈操作〉12 HD 42 


54 . ^ 

35 


77 . 

68 [=： 

N - v - - 


1 10 . 


-2式目以降は \3 J 42の操作が省略できます。 


〈例〉48^26= 
32^26= 
17-26= 


減算は減数が定数になります。 


〈操作〉48 Q 26 [=D 
32 S 

17 C =] 



L 2 式目以降は C 3 26の操作が省略できます。 


〈例〉 742 X 450= 


742 X 346= 

乗算は被乗数が定数になります。 

742 X 265= 


〈操作〉742 [S 450 S 

333900. 

346 C=3 

256732 . 

265因 

v --- / 

196630 . 


1 - 2式目以降は742 [ XD の操作が省略できます。 
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〈例〉 862 ± 8 = 

753+8= 

除算は除数が定数になります。 

452±8= 


〈操作〉862 8因 


107.75 

753 C =] 


94.125 

452 区） 


56.5 


し2式目以降は m 8の操作が省略できます。 


〈例〉12 4 = 

27 4 = 


y x (べき乗)はが定数になります。 

〈操作> 12 m 2 

\ 1 X 1 

20736 . 

27 

s -V- 

CE 1 

531441. 


L 2式目以降は [ H 4の操作が省略できます。 


〈例〉^4700= 
福： 


x /y (べき乗根）は jt が定数になります。 


〈操作 〉4700 rsHiFfi pvti 5 r=i 


3215 C =] 

し 2 式目以降は@515の操作が省略できます。 


5 . 425247701 
5 .028473844 


本機は、優先順位により計算が保留されます （41 ページ參照）ので、連続計算をおこな 
った場合は計算機内部で最後におこなわれだ計算と数値が、定数計算の計算命令と定数 


になります。 

a + b X c = 

a + b c 

+ b c 

(定数加算) 

a 6 X c = 

a 6 X c 

a b x 

(定数乗算) 

a X b-i-c = 

a b -i- c 

-r C 

(定数除算) 

a —b-rc = 

a 一 1 


(定数減算) 
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7 . カツコ計算 


563]23mE]2im _ 1 659.) 

B72HDCD6CE] 2 [=： f 118152. 

个 - 

② 

カツコシンボルはカツコ計算がおこなわれていることを示しています。 

[ XI キーや_キーの直前に<る m キーの操作はすべて省略することがで 
きます。 


カツコは/、み、 X 、+、+、一の固有の優先順位通りの計算では不都合な場合、計算 
の順序を規定するだめに使用します。つまり“（”はその前にある計算の強制的な保留 
をおこない、 （） 内を優先して計算をおこないます。 

〈例〉 72 X (((56+23) X 21) - 72+(6 -2))= © 

1 

〈操作〉 72 s : m[iam 0 .() 


①② 
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8. 小数部の桁指定のしかた 


本機は計算結果の/」\数部の桁数を〇〜9桁の範囲で指定することができます。 

小数部の桁数を指定することにより、小さ<てあまり意味を持たない数字を表示しない 
よラにしだり、計算結果の桁数をそろえたりすることができます。 

指定は SH の操作に続いて [3 □〜キーを押すことにより、それぞれの 

桁数が指定されます。 


また、桁数の指定を解除するときは_ CID と押します。 


[SHIFT] [TAB! |〇 | 

S 

fSHiFTl 画 [T] 

[shift] [tabi rn 


指定されだ 1 桁下位が 
四捨五入で®理されます。 


—小数部桁を〇桁に指定 
S 

4 小数部桁を 9 桁に指定 
-> 小数部の桁指定が解除されます。 

(上位桁から11桁目が四捨五入で;®理されます。) 


〈例〉 


[SHIFT] _ 「9 1 



.5 HD 9 C 1 D 

-0.055555556 

(小数点以下 10 桁目を 

四捨五入） 


- 5 . 555555556 E —02 

(仮数部の小数点以下 

10 桁目を四搭五入） 


fSHIFTl [ TAB ] [31 -► 


5 . 5 5 6 E — 0 2 (假数部の小数点以下 

4桁目を四捨五入） 


S - 0.056 


國國 [UJ — 0.055555555 


(小数点以下4桁目を 
四捨五入） 


(有効数値の11桁目を 
四捨五入） 


※計算機 内では浮動小数点方式（指数方式）で、 
5.55555555555X10- 2 
まで求め、仮数部11桁目を四捨五入して 
5.555555556 X10- 2 
とします。 

そして、このあと固定小数点方式に変換して表 
示しますが、この例の場合は前に0が2つ付き 
ますので、下位の桁は表示できません。しだが 
つて10桁目への切り上げがあつても、表示には 
表われていません。 
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9. 優先順位 


本機は計算の優先順位を判別する機能を備えていますので、基本的に数式通りのキー操 
作で計算をおこなろことができます。 


〈優先順位〉 

(1) siru、 jc 2 などの関数 

( 2 ) i/\VF 

(3) X、+ 

⑷+、一 丨同一優先順位どうしの場合は) 

⑸ = 、 M+s A% 1 順次計算が実行されます。/ 

なお、カツコが使用された場合はカツコ内の計算が優先されます。 
例 5+2 xsin30+24x5 ヒの計算のキー操作と計算順序 


5田2園〇5^：024团5[2]3回 



I 

I 

I 


I 

I 

I 


④ 


③ © 


⑥ 
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10. 計算の保留 


優先順位に従って計算を実行する場合や、カツコが使用されだ計算を実行する場合、す 
ぐに実行できない計算を保留しておく心要があります。 

本機では、計算(数値と計算命令)を最大8個まで保留してお<ことができます。 （8 個を 
越えた場合はエラーになります。） 

〈カツコを使用しない計算〉 

例@1 CB 2 数値と計算命令を1個保留 (1+ を保留） 

① 

◎ 1 CB 2 ra 3 数値と計算命令を2個保留(1+、 2 X を保留） 

① ® 

© 1 m 2 ra 3 CH 4数値と計算命令を3個保留を保留） 

①②③ 

㊁ 1 CB 2 SD 3 [S 4 CE 5 

〜①②③ [ B を押しだときは3個の計算が保留され 

② ていますが、 [3 D を押しだとき優先順位の 

高い V ”と、優先順位が同じの“ X ”の計算 
が実行されますので、 [3 D を押しだ時点で 
は2個の計算が保留されています。 

(1+、162+が保留されています。） 

か，、^■を除 < 関数はキー操作後ただちに計算が実行され、保留されることはありませ 
ん〇 

•カツコを使用しない計算においては、 3個を越えて計算が保留されることはありませ 
ん〇 


〈カツコを使用しだ計算〉 


例 @ 6 [B 5 ca 4 m cn 3 cb 
①②③ ④ 
◎ 6 m 5 团 m 

①② ③④ 


数値と計算命令を 4 個保留 

□□ 

m を押すとカツコ内の4一3+2 
の計算が実行されるだめ、 m を 
押しだ時点では2個の計算が保留さ 
れています。 


♦カツコは保留される計算が8個を越えない範囲で使用することができます。 

だだし、カツコ、、("を連続して使用する場合は15彳固まで使用することができます。 

例 a X ( ( (b-cX ( ( (d + e) Xf) + g. 

t _1 一ー カツコが、連続する場合は、それぞれ最大15個使用 

することができます。 
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11. 統計計算のしかた 


統計計算をおこなう場合は固 S _と押して、統計モードを設定して<ださい。 

〈統計計算で主に使用するキー〉 



t sinj Jcos] Jtanl 



•D.MS e> t 10»F 

pDHsi nn [Tog] 

- _ - ::ぐ'…' - 

wa J%or 

回 OD CD ODr 

y sy ny I v| n I cx Ex? 

画 __ 圖 _ 

f Si Ox " < . r> r>2 

画圃 __ 

豳__圈 


-_ _と押して、この位置に ■ マークを 

表示させて < ださい。 

統計モードを解除するときも固 H _と押します。 

なお、統計量のうち次のものは 、 BAS I C モードのメモ 1 」一（固定変数領域）に記憶 
されており、統計モードを解除しても保持されていますので 、 BAS IC モードで使用 
することができます。 


メモリー 

Z 

Y 

X 

W 

V 

U 

統計量 

n 

2-r 

2x 2 

Hxy 

2 が 

2V 


これらの統計量は、新だに統計モードを設定しだときに消去されます。 

しだがつて、新たに統計計算をおこなう場合は、統計モードを一度解除し、改めて設定 
してから計算をはじめて<ださい。 

そラしないと、前の統計量に新しい統計量が加わつてしまいます。 

春統計モードが設定されているときは、メモ iJ 一やカツコを使用することはできません。 
まだ、座標変換や、10進-16進変換、16進計算をおこなラこともできません。 
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11-1) 一変数統計計算 

一変数統計計算では次の統計量を求めます。 

① H サンプル数 

② サンプルの総和 

③ Ex 2 サンブルの2乗和 

④ モ サンプルの平均値 i 二 

⑤ Si 扭数を"一1としたときの標準偏差値 

S j = nx 2 

V ^-1 

扭集団より抽出されだサンブルデータから、 
集団の標準偏差を推定するときに使用します。) 

® Ox B 数を//としたときの標準偏差値 


0 x = /2. r 2 ~ nx 2 

〜 n 集団のすべてをサンプルデータとする場合、、 

あるいはサンブルを扭集団とみなして、その標 
、準偏差を求める場合に使用します。 

データ入力は次の操作でおこないます。 

① データを 1つずつ入力する場合は 
データ 网 

(統計では、 同じデータが何個かある場合は、 

ヽ度数〃といラ言葉を使います。だとえば 
同じ データが 3個ある場合は w 度数 3" の 
、ように表わします。 / 

〈例〉ある試験における点数を、ランダムに選び出しだ35人について見だ場合、次 
のよろになりましだ。 

これより、平均値、標準偏差などを求めます。 


と押します。 

②同じデータが複数個ある場合は 
データ E ] 個数_ 

と押します。 


Mo . 

点数 

人数 

瓜 

点数 

人数 

1 

30 

1 

5 

70 

8 

2 

40 

1 

6 

80 

9 

3 

50 

4 

7 

90 

5 

4 

60 

5 

8 

100 

2 
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〈操作〉函0 _ (統計モードを指定） 

30 @ 40 网 
50 CED 4画60团5回 
70 1311 8 [^1 80 CS 9 
90 CS 5网 1 M rin 2网 

國 [m (平均値り 

HH [ST] (サンフルの標準偏差 Si) 
_回 （©標準偏差の） 



( サンブル数を表示 ) 


35 . 疆 

71 . 42857143 
16 . 47508942 
16. 23802542 

( サンプルを © 集団とみなしたときの標準偏差 ) 


团 

( サンプル数"） 

35 . 

_ 

[&] 

( 総和ム） 

2500 . 

讎 

_ _ 

(2 乗和 Sx 2 ) 

187800 . 

_ j 


LSHffll^ATl ( 統計モードを解除） _ 0 . 

• 途中結果として平均値や標準偏差などの統計量を求めだのち、 データ を入力すれば引 
き続き統計計算をおこな*5ことができます。まだ、統計量を求める順番は任意です。 

〈データの訂正〉 

違つだデータを入力してしまつだ場合は dH _で訂正します。 

〈例〉 データ 35 が 4 個あるとき、まちがえて 25 CS 4 S と入力しだ場合 

25 CS 4 _ データを入れまちがえだときは 

25 SD 4 {Mi [ cd ] 同じデータを入れて画3_と押し、 

35 CS 4 _ そのあと、正しいデータを入力します。 

〈例〉データ40が5個あるとき、まちがえて40 CS 7 _と入力した場合 

40 CK ] 7 _ データの数を多<入れだ場合は、 

40 EK ] 2 dH ® _多い分を引きます。 



























11-2) 二変数統計計算 

二変数統計計算では次の統計量を求めます。 

①《、 1 U 、 Sx 2 v Sa Gx は一変数統計計算と同じ 
® Hy サンブル（2/)の総和 

③ 2 〆 サンプル（ガ)の2乗和 

④ 2邛サンブル Cr , ガ)の積和 

⑤ P サンプル(ガ)の平均値 y=^f 

® Sy サンプル〇/)より求める、®数を u - l ) としだときの標準偏差値 


⑧ a 
@ b 

⑩「 


叫 ㈣ 


⑦のサンプル0/)より求める、®数を〇)としだときの標準偏差値 


y^-ny 2 

一次回帰線 " = a + b jt の係数 
a=y—bx 

一次回帰線 ？/= a + bx の係数 


b 


一 Sxy 


Sxx 

相関係数 


_ Sxy 

ノ ^xx-Syy 


⑪/ 推定値(ガの値から Jr の値を推定） 




⑫/ 推定値 u の値から/ノの値を推定） 


y ' = a + b.r 


Sxx = TiX 2 - 

(2 x ) 2 

n 

Syy = Hy 2 - 

(2ガ) 2 

n 

Sxy = Hxy - 

S * r .2 か 

n 
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〈相関係数〉 


相関係数 （ r )\ txty の2種類のデータがあ 
るとき、だがいのつなかり（相関関係）を数 
量的に表わすもので、次の範囲で得られます。 

この場合、「が1または一1のときは、相関 
0上の点がすべて、ある直線上にあることを 
示します。 （01) 

r が1まだは一1に近い場合は相関0上の点 
が、ある直線のまわりに密集していることを 
示します。 (02) 

「が〇に近い場合は相関0上の点が各方向に 
散らばり、なんらかの傾向を示すことが少な 
いことを示します。 (03) 

すなわち、 r か1まだは 一 1に近いほど変量 
I、ガの間に相関があることを示し、〇に近 
いほど変量 JT、 ガの間に相関が少ないことを 
爪します0 


Y 



Y 



⑽ 2) 


なお r >〇の場合は正の相関（ズが大き<な 丫 

れば2/も大きくなる： 01) 関係を示し、 i, 

「<〇の場合は負の相関〇が大き<なれば 、 

y は小さくなる：112 ) 関係を示します。 t x 

二変数統計計算では、次のよろに JC と.?/のデ い ' 

—夕を対にして入力します。 x X 

X 

① 丁ータ （JT ) IlfS デー*夕（夕）[^] - 

② 同じデータが何個かある場合は （ _ 3 ) 

データ （ jt ) 区3データ（ガ） E 1 個数 
と押します。 


x 
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〈例〉直線回帰計算 

次の表はある地方の山桜の開花日 （4 月）と同地3月の平均気温の表です。 
これより一次回帰直線?/二 a + k の係数 a 、 b と相関係数「を求め、3月の平 
均気温が 9.1 度の場合の開花日、及び4月10日に開花しだ年の3月の平均気温 
を推定します。 


年 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

平均気温 (X 度） 

6.2 

7.0 

6.8 

8.7 

7.9 

6.5 

6.1 

8.2 

開花日（"日） 

13 

9 

11 

5 

7 

12 

15 

7 


〈操作〉@西_ (統計モードを設定） _0 • 

6.2 S 3 13 _ 7 ■ 9 _ 


6.8 巨11 _ 8.7 区3 5 _ 


7.9 涵7画 6.5 回12涵 


6.1 S 3 15网 8.2 關7 @ 

8 . 

ISHiFTiral 

34 . 44951017 ■ 

[wnm 

一3 . 42 5018839 画 

fsHiFTirn 

-0.969106837 

9.1 [SHlFTim 

3.281 838734 麵 

(推定： 4 月 3 日ごろ開花） 

10 國 团 

1 SHIFT 】 [STATj (統計モードを解除） 

7 . 13850385 麵 

(推定： 3 月の平均気温は約 7.1°) 
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〈例〉指数回帰計算 

次のテータより// = aw bv の係数 a 、 b および相関係数「を求め、ぶが12のと 
きの . v の値を推定し家す。 


No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

Xi 

2 

7 

9.2 

4.3 

5.1 

8 

Vi 

0.6 

4.02 

8.3 

1.21 

2.7 

5 . 1 ' 


計算のしかだ 

の両辺の対数を取りますと、 

In .(/ =ln a+bi. ① 

となります。ここで、 In v を丫とおき、 In a を A とおいて、①式を 

Y=A+bx. ② 

の形にして、計算をおこないます。 

なお、丫= In # になつていますので、丫を入力するときは！/の対数をとって入力 
します。 


〈操作〉画函 （統計モードを設定） 

2 函 0.6 rnrifp^i 
7 回 4.02 圍画 
9.2 8.3 QK] [^1 

4.3 函 1.21 間闹 
5.1 _ 2.7 On]® 

8 153 5.1 UK] [d^a] 

[SHiFTim [Mil \~ex] 

ISHiFTl I~b~l 

[SHiFTirTI 

12 dHCS 國 0 
_ _ (統計モードを解除) 


0 . ■ 


6 . ■ 


0 . 

307632838 

( a=^ A ) 

0 . 

361 87961 2 


0 . 

983506276 

_ 


23 

.65813575 

(推定 

: " は約 23.66) ( i /= e u +bJ) ) 
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= ご注意 = 

電卓 モードで求めた統計量のうち、次のものは BAS 丨 C モードのメモ 1 J 一 （ U 〜 Z ) 
に記憶されています。 


メモリー 

Z 

Y 

X 

W 

V 

U 

統計量 

n 


2jc 2 

Yxxy 

Yy 

2 ゾ 


これらの統計量を用いて計算をおこな〇場合は、実行モード （ RUN モード）でおこな 
つてください。 

だとえば、4個のデータ205,221,226,220を入力して、検定をおこなうときによく使用 
する偏差平方和を求める場合は次のように操作します。 

〈式〉偏差平方和 S 2 = 2 (. x-xY 

=2x 2 —rix 2 
= 2 x 2 —— (2 a :) 2 

• まず電卓モードでデータを入力します。 


[CAg [SHiFT] fSTAT] I 0 • 

205 @221國 

226國 220 國 I 4 . 

•そして実行モード （ RUN モード）で計算します。 

[Me] 

mr^nm ^imiTTirT] 

1 ENTER| 

このように、上記の統計量を用いて計算をおこなろ場合は、必らず巳 AS 丨 C モードで 
おこなつて < ださい。 
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12. 計算範囲 


加減乗除算 

被演算数、演算数、結果 

±1 X 1 Q -" 〜土9.999999999 XI 〇"および〇 


関数計算 


関数 

計算 範囲 

備 考 

sin ズ 

cos X 

tan .v 

DEG : U|<1X10 10 

RAD : UK^xiO 10 

GRAD :U|<^xio 10 

ただし tan において次の場合は除く 

DEG : Ul=90(2n-1) 

RAD : (2n-1) 

GRAD : U|=100(2n-1) 

(n は整数） 


sin 1 x 

cos 1 x 



tan 1 x 

Mcixio 100 


ln,r 

log: 

ixio^ 99 ^ j< 1X10 ,o ° 

in ズ =iog e x 


HX10 ,00 < x ^230.2585092 

e=2.718281828 

10 r 

一 1X10 100 < ズ <100 


VI 

UK1X10 100 


sinhx 
cosh x 
tanh x 

一 227.9559242 230.2585092 


sinh 1 x 

UKlxiO 50 


cosh 1 a ： 

1^^<lxio 50 


tanh 1 x 

UK1 


yj 

OS a*<1xio 100 


ぶ 2 

U|<ixio 50 


丄 

X 

UKixio 100 x^o 
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関数 

計算 範囲 

備 考 

7 l ! 

OSn$69 (〃 は整数） 


D.MS—DEG 

U |< ixio 100 


DEG->D.MS 

UI < lxio 100 


y x 

• 2 / >0 のとき 
-1Xl0 ,O0 <,vlogy<100 

• y =0 のとき 

x>0 

• y く 0 のとき 

x は整数まだは | が奇数 
だだし一 1X1(T° く : rlog|. v |<100 


汀 

• y > Q のとき 

— 1 xio 100 < ^ log y < 100 , ぶネ〇 

• y =0 のとき 

X >0 

♦ 2 / < 0 のとき 

X まだは 1 -は整数（ X 本〇) 

だだし一 lxi ( r°<+iog し |<1〇〇 

=10^ logi/ 

DEC 卜 HEX 

9999999999 

ズは整数 

HEX-DEC 1 

0$.r $2540 巳 E3FF 
FDABF41C01^x^FFFFFFFFFF 

.r は 16 進数での整数 

ズ， y -* r , 6 

(•r 2 +// 2 )<lXl0 100 

1<1X10 100 

X 

r =/ x 2 -\- y 2 
d =tan- J ^ 

X 

r , l 9 - ►x, y 

r<lXlO ,0 ° 

| rsln 没 |<1X10 100 
| 厂 cos 汐 |<1X10 100 

X — Y COS/9 

// = rsin^ 
e の範囲は sin j 、 

COS A ： の jf と同じ 


統計計算 


統計量 

計算 範囲 

備考 

DATA 

CD 

UI<1X10 5 ° ISJCIXIO 1 。。 

M<lxio 5 ° 2 ゲ <1 xio 1 。。 

|S^I<1xio ,0 ° |E^|<ixio 100 

2*r 2 <lXl0 1() ° UKIXIO 100 


T 

n i=0 



52 

























統計量 

計算 範囲 

備考 

S, 

n ^1 

V r 2 一 yi x 2 

OS— J <1X10 100 

n — \ 


Ox 

n 本 0 

y r 2 —y?y 2 

0^— —- <1X10 100 


V 

n 丰 Q 



« 本 1 

<ixio 100 


on 

71 幸 0 


r 

； 

け Q 

K|(2x 2 -«i 2 )*(2i/ 2 -ny 2 )|<lxlO ,00 
ガ-气む <1X10 100 

Sw -を^ 

" く ix^ 100 


ノ (2ノーほ 2 )ベル 2 — n デ) 

b 

y 

1 丰 Q 

<12 パーね 2 1 <1 

1 

2 抑一 2 ズ .2 か 

xio 100 

<lxio 100 

<lxio 100 


Hx 2 -nx 2 

a 

b と同一でかつ | P—b 句く 1XIO 100 


〆 

1 a + b；c | <1X10 100 


x' 


\ a <lxio 100 



計算の誤差は原則として、10桁目に±1の誤差となります。(指数表示の場合は仮数部表 
示の最下位桁に±1となります。） 

ただし、関数の特異点および変曲点の近傍では誤差が累計されて大きくなります。 

まだ、連続計算をおこなつだ場合はそれぞれの誤差が累積されて大き<なります。 
のように、計算機内で連続計算をおこなっている場合も同様です。）. 
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BAS I C に基づく計算 
(マニュアル 計算） 
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▽ニユアル計算とは 


プ□ブラムとして、計算の®理手順を計算機に記憶させて、自動的に計算させるのでは 
な<、1つ1つの計算を1回1回手操作によって計算することをマニュアル計算と呼び 
ます。もちろん、電卓モードでの計算はすべて手操作でおこないますので、マニュアル計 
算ですか、本書では BAS 丨 C モード（実行モード、プ□ブラムモード）でおこなう手 
操作による計算を▽ニュアル計算と呼びます。 

本章では、プ□ブラムを説明する前に巳 AS 丨 C に基づいだ計算のしかたや、機能につ 
いて説明します。 

プ□ブラムを作成する前に必5ず知っておいていだだきだい計算式の作りかたや関数、 
メモ 1 J — の使いかだ、入れまちがえだときの訂正のしかたなど、基本的でかつ重要な事 
項を説明していますので、よ<読んで覚えて<ださい。 
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r 2 . マニュアル計算のしかた 


7ニュアル計算は実行モード （ RUN モード）でおこないますので、_キーを押し 
て実行モードにして <ださい。 


1 - @3 キーを 押して、 RUN の 

上に_フークを表示させて 
ください。 

実行モードでは次の囡に示しますキー及び機能が働きます。これはブ□ブラムモードで 
も同じです。 



通常の数学では四則計算の記号として「+, 
一， X , +」を使いますが、 BAS I C では 
「 X 」や「+」は使わず、代りに「氺」と 
7」を使います。 

本機では_キーを押せば ''木"か入力さ 
れ、キーを押せば V "か入力されま 
す。また、計算結果は CU でな< 

キーで 求めます。 

この点に注意して < ださい。 
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〈例〉 2+3 x 4= 
〈操作〉2 m 33：4 


[ENTER I 


〈例〉 5 x ( — 6)+7= 
〈操作〉5 CSQ 6 H ：7 


[enter I 


參負符号はキーで入力します。この例のよラに、計算の記号や乂〃の直後にある 
、、一" 記号は減算命令ではなく、負符号と判断されます。 

〈例〉（6+5)+(4-1)= 

〈操作 

m4 日 1 □□ 

I enter] 


〈例〉 —5X10 3 + (4X10_ 3 ) = 

〈操作〉函 S 5 國 3 CZD 4 画 S 3 

[ENTER | 


参指数部を表わす E シンボルは m 本一でも入力できますが、混乱を避けるだめ、 
指数部記号は_キーで入力するようにしてください。 

〈例〉 520000 X 43200= _ 

〈操作〉520000 3 D 43200 [M I 2.2464 E 10 

(2.2464X10 10 ) 


一 5 E 3/4 E -3 

-1 250000 . 


( 6+5 ) / ( 4-1 ) 

3 . 666666667 


5氺 — 6 + 7 

-23 . 


2 + 3氺4 


14 . 


このように、マニュアル計算では、数式通りにキーを押して入力し、最後に 
キーを押せば計算が実行されて、答えが表示されます。 

なお、先にも述べましたか、巳 AS I C では計算の記号として「 X 」や「+」は使わ 
ず、「氺」と「/」を使います。これらを次にまとめます。 

加える（加算） + 

引く（減算） 一 

かける（乗算） 氺（アスタリスク） 

割る（除算） / (スラッシュ） 

符号 一まだは+ 

指数 E (EXP) 

計算の実行 
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キー 操作の訂正 


数式などを入れているとき、よ<違つだ数字や命令を入れだり、まだ抜かしてしまつだ 
りするちのです。 

このようなときは、あわてずに次の方法で訂正しましよう。 


(1) 誤りが多いときは、 

s キーを押して、今まで入れた内容をすべて消し、あらだめて最初から入れ直し 
よしよつ0 


(2) まちがってほかのキーを押しだときは、 

S キーを 押して カーソル％ を移動させ、まちがっている キーの シンボルのうえ 
で点滅させます。そして正しいキーを押します。 


〈例〉2+3木4を2+3/4と人力しだ場合 
〈操作〉 2 m 3 CZD 4 

3D 


2+3/4— _ 

L まちがつている 

2+3/4 _ 

1 -ここで力ーソルを点滅させます。 

2 + 3*4 

L そして正しいキーを押します。 

2 + 3*4 


※カーソル __ 

キー操作をおこなうとき_を表示したり、キー操作の訂正のときに | i マークが点滅したり 
しますが、これらの マークは カーソルと呼ばれるもので、次に操作した キーが この部分に入ること 
を示しています。 


注 ） BAS I C モードでは Snter ) キーの直前に<る CD を省略することはできませ 
ん。電卓モード （ CAL モード）では CiD キーの直前に<る m は省略するこ 
とができます。 
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(3) まちがつて余分なキーを押したときは、 

S キーで力ーソルを移動させ、余分なキーのシンボルの〇えで点滅させます。そ 
して®!] と押します。 

(DEL : DELETE (デ 1 」一卜)……削除を意味します。） 


〈例〉 2+3 氺 4 を 2+43*4 と人力しだ場合 


〈操作〉 2 H ：43[3]4 

2+43氺4_ 

L 余分なキー 


2+43*4 

しここでカーソルを 点滅させます。 

國 G^J 

2 + 3*4 

4が削除されます。 

I ENTER | 

14. 


⑷キーの操作が抜けだときは、 

S キーでカーソルを移動させ、抜けだキー操作部分の次のキーシンボルの〇えで 
点滅させます。そして_ B と押すとカーソルの部分に1文字分の空欄ができ 
ますので、抜けていだキーを押せば、その位置に入力されます。 

( INS : I NSERT (インサート)……挿入を意味します。） 


〈例〉 2+3木4 を 2+34 と入力しだ場合 


〈操作〉 2 m 34 


2 + 34_ 


し氺が抜けています。 



2 + 34 


1 •ここでカーソルを点滅させます。 

[ SHiFTll ► 1 


2 + 3:4 


1 -空欄をつ < ります。 

r*i 


2 + 3*4 


抜けていだ キーを 入れます。 

1 ENTER | 


14. 
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ブレイバック機能 


Snter ] キーで計算を実行しだのち、あるいは（^]キーを押すと実行しだ式 
が呼びもどされます。これは実行しだ式の確認や実行した式の一部を変更して再度実行 
しだいときに便利です。 

特に 1 enter ] で gf 算を実行した結果、エフーになったときにこのプレイバックを使い 
ますと、エラーを起こした場所をカーソルで示していますので、エラーの原因かわかり 
やす<大変便利です。 （> 記号（プ□ンプト記号）が表示されたときには、すでに内容が 
消されていますのでプレイバックできません。） 


〈例〉 36/1+2) [ enter ] と押してエラーになつだときのブレイバック 


361 / 11 m2n~1lENTERl 




ERROR 1 


エラー 表示 


36/1+2) 


カーソル表示 


春このあと、訂正をおこないます。この例の場合は 36/(1+2) が正しい式なので、 
、マ を挿入します。 


〈例〉 36/(1+2) ( enter ) と押しだときのプレイバック 
〈操作〉 36 EDIIDlffl 2 IIID ( lNT ^ 

E 

(ENTER I 

个 

カーソルが最後に表示されます。 


12 


3 6/ (1+2) 


カーソルが先頭に表示されます。 


12 


36/(1 +2) — 
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連続計算機能 



[^m キーを 押して計算をおこなつだあと、その結果に続けて計算をおこなうこと 
ができます。 

〈例〉 3 + 4 二の結果を求め、それを 5 倍します。 

〈操作〉 3 g ]4[ jNTER | 

CB 5 


[enter] 





本機は、数字のゼロ（0)を0と表示します。 | 

これは、アルファべットのオー(〇）と区別するだめで、本書においても、オー } 
とゼ□の区別がつきに<い場合はゼロを公と表わしています。 ! 
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6. ラストアンサー機能 


HS と押したあと、 [ T ] キーまだは CD キーを押してみてください。 

表示部に何かの数字が表示されましだでしよう。 

35. が表示されましだか？それとも別の数が表示されましだか〒 

じつは、この数値はすぐ前におこなつだ計算の結果なのです。 

本機は、マニュアル計算で [enter] キーを押して得られだ結果、あるいは76ページで 
説明のダイレクトアンサー機能によつて得られだ結果など（これらをラストアンサーと 
呼びます)を覚えておく機能があります。（この機能をラストアンサー機能と呼びます。) 
そして m キーまたは CE キーでラストアンサーを呼び出すことができます。 

先に説明しましだ連続計算機能では、直前におこなわれだ計算の結果を式の先頭に入れ 
て計算することができましたが、ラストアンサー機能により、直前におこなつた計算の 
結果を式のどの位置にでも入れることができるよ^になりました。 


〈例〉50+8=の結果 6. 25を使って 

12x5+6.25+24X3+6.25= を計算します。 


〈操作〉50 CZII 81 enter ] 

12 5 CZD CE 

CS 24 (3 D 3 CZ ] CE 

Tenter i 

[c^cii m 



ラストア 3 サー呼び出し 


6 . 25 + 24木3/6 • 2 5_ 


ラストアンサー呼び出し 


_ 2 1.12 

計算を実行しだことによりラストアンサーは 
入れ替わつています。 

21 . 12 _ 


この例のよ〇に、ラストアンサーは何回でも呼び出せますが、次に Enter ] キーを 押 
して計算を実行すれば書き替えられます。 

なお、ラストアンサーは_や_の操作などでは消去されません。 

鲁ラストアンサーは、実行モード （ RUN モード）以外のモードになつているときや、 
プ□ブラムガー時停止している状態のとき、まだ、トレースモードでは呼び出すこと 
ができません0 

❿ラストアンサーは、プ□ブラムの実行により、計算がおこなわれだときや、表示命令 
により数値か表示されだときにも書き替えられます。 
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7. 数式の長さ 


これまで、1つの数式の長さなど気にせすに計算してきましだか、無限に長<できるわ 
けではな<、やはり制限があります。 

本機では、1回の計算で入力することができる数式の長さ （ Enter ] キーを押す前ま 
での長さ）は79キー操作までです。 

80キー操作目を入れますと、そのシンボルのうえで力—ソル“ I ”が点滅をはじめ、 
80キー操作目の内容は無効になります。 



=キ_や巳 AS IC 命令などの記載方法について= 

これ以降の説明では、関数や BAS I C 命令、計算命令などを表わすとき、特に必 
要な場合以外は、キーワクなどは省き、計算機で表示されるときと同)じ形で表わし 
ます。 

まだ、® S キーなど、ほかのキーに続いて押しだとき入力される機能も、特に必 
要な場合以外は、圍 E 1 キーなどの記載を省略します。 

例圏 g] [tarr^l QII 5 CZII 8 CD 1 enter 1 —A T N (5/8) | ENTE y と記載 
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計算結果の表示方法 



数値を表わす方法として、通常用いられるのは、だとえば 

120000 や 0.00123 

のような方法ですが、大きな数値や小さな数値は、だとえば 

1.2 X 10 5 や 1.23 X 10 3 

のよラな形で表わすことがあります。 

数値をこのような形で表わす方法を浮動小数点方式（指数方式）と呼びます。 

そして、 1.2 X 10 5 の “1.2” や 1.23 X 10- 3 の“1.23” を仮数部と呼び、“1〇 5 ，，や“1〇- 3 ” 
を指数部と呼びます。 

なお、120000や0.00123のよろに表わす方法は固定小数点方式と呼びます。 

本機では、数値を浮動小数点方式で表示する場合は、指数部を示す記号として e を 
入れて 2. 5 E 1 2や1 .23 E —08のように表示します。 

1 .23E— 08 

仮数部 j L 指数部 （10 乃 


なお、キー入力において、指数部に3桁以上の数値を入れだ場合は、後2桁の数字が有 
効になります。 

〈例 > 5 EM) 1230CM-5. E 30 


エラー 表示 

マニュアル計算でエラーになりますと 

ERROR 1 や ERROR 2 

のようにエラー番号が表示されます。 

エラーは_キーで解除することができますが 、 S ^ E キーでも解除でき、 
このキーで解除すればエラーが発生しだ場所が呼び出されます。 

(プレイ/ \'ック機能の説明を参照） 

なお、エラー番号の意味は240ページにまとめて記載していますので参照してください。 
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9. メモ U —の使いかた 


BAS I C モードでは、た<さんのメモ 1 J 一を使ろことができますが、<わしい説明は 
108ページでおこな^ことにして、ここでは A 〜 Z ( A $〜 Z $) のメモ 1 J 一を用いて、 
基本的な説明をおこないます。 

それではまず、メモ ij — A に5を入れてみましよう。次のように操作して<ださい。 


A = R 1 enter | 

5 . 

メモ 1 」 一 A に 5 か入ったかどうか確認します。_キーで表示を消去してから次の操 

作をして <ださい。 


A (enter] 

5 . 

次にメモリー A の内容に 3 を加えて、その答をメモリー A に入れましよう。 

A = A + 3 1 ENTER | 

8 • 

次にメモ U — B に 4X6 の答を入れ、巳の内容から A の内容を引いて、その答をメモ 1 J 

一 C に入れます。 


巳 = 4木6 l ENTER l 

24 . 

〇 = 巳一 A 1 enter | 

16. 

終りましだら、それぞれのメモ 1 J 一の内容を確認してみましよう。 

A 「ENTER | 

8 . 

R 1 enter I 

24 . 

D 1 ENTER| 

16. 


こんどはメモ 1 J 一に文字や記号を入れてみましよう。 

文字や記号を入れる場合は、 A や B などのメモ 1 J 一の名前に$ (ドルマーク）を付けて 
用います。そして、文字や記号は前後を、、(クオーテーションマーク：引用符)でくくつ 

C ノ し cs : g 〇 

それではメモリー Z $ に " CODAMA " を入れ、丫$に、、1〇： 2 6 AM " を入れて 


みましよつ。 

Z$= ^CODAMA 77 [enter] 
丫 $= 、、1 0 : 2 6 AM ^ Snte ^ 


CODAMA 


10：26 AM 
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" で囲まれた中にある数字は、文字として扱われます。 








































次に X $ に z $ の内容を入れます。 


X$ = Z$ [enter] 


CODAMA 


それでは、それぞれのメモ 1 」一の内容を確認してみましよう。 


Z $ fENTERl 
丫 $ 1 ENTER 1 

X$ 1 enter [ 


CODAMA 


10 : 26 AM 


CODAMA 


このように、メモ U —に数値や文字を入れたり、呼び出したりすることができます。 
最後に x $ と丫$の内容を加えてみましよう。 


X$ + Y$ 1 enter 1 


CODAMA 10 ： 26 AM 


このように、文字が入っているメモ 1 J — どうしで足し算をしますと、前のメモ 1 J — の内 
容に後のメモ 1 」一の内容をくっつけます。 

ただし、足し算以外の計算はできません。 

また、数値が入っているメモ 1 J 一と文字が入っているメモ ij 一との間で計算をおこなラ 
ことはできません。 

ご 注 意== 

通常 u 〃 （引用符）で囲まれた内容は文字や記号として扱われますが、本機の各キー 
に定義されています関数命令や巳 AS IC 命令を呼び出して”〃内に入れだ場合、計 
算機は関数命令や BAS IC 命令が誤って文字として指定されだものと見なします。し 
たか'って [» キーを押しだときなどに ERROR 1を表示します。 

例 [vD 國 LRj C =] 圓 UQ Sn] Ca ] 國 QwJ 


V $ 二 、、 S 1 N A " 



ERROR 1 



もし、文字として u 〃 内に関数や巳 AS 丨 C 命令を入れる場合は、アルファべットキ 
一で1文字ずつ入れてください。 

例 团國 [RJ C=II 國 CwJ Csl CD USD 岡 QD 國 Cwj 


V $ = 

、'S 1 N A " 





SIN 

A 
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ータメモ 1 J — と変数 


これまで、メモ I 」一に数値や文字などのデータを入れだり、呼び出したりする方法を説 
明しましたが、このよラなデータを扱うメモ 1 」一をデータメモ 1 J 一と呼びます。 

さて今、だとえばデータメモ U _ A を使つて A +3 という式を作つだとします。 
この場合、 A の内容を5、10、17などのよラに変えても同じ式で計算できるわけです。 
このように、式の中などでデータメモ 1 」一の内容を変化させることができることから、 
データメモ U —のことを変数と呼びます。 

変数は、次のように分類されます。 


変数（データメモ 1 J 一) 


数値変数（数値メモ 1 J 一）：10、 500、5 E 12 など、数値を入 

れます。 

文字変数（文字メモ 1 J 一）： ABCs CODAMA など、文 

字列を入れます。 



10-1) 変数の名前 

変数の名前は A 〜 Z だけでな<、 AA 、 BC 、 A 5 などのように、文字•数字を 2 文字 
使用することができます。 

この場合は、最初の文字を必らず英文字にして<ださい。 

なお、変数の名前に NAMAE や KOTAE のように3文字以上を使用しだ場合でも、 
計算機は最初の2文字を変数名と判断します。 

したかって、たとえば変数名に KOTAE 1 と KOTAE 2 を使用しますと、計算機は 
区別できず、 K 〇といろ同じ変数と判断してしまいます。 

まだ、本機が持っている関数命令や BAS 丨 C 命令は変数名として使用できません。 
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変数へのデータの入れかだと、その大きさ 

①数値変数に数値を入れる方法 

変数に数値を入れる場合は次の形で指定します。 

数値変数=式（式とは、数値、数式、数値変数を指します。） 


〈例 〉 A = 3 IenterI …変数 A に3が入ります。 


B = A +2 HNTER ] …変数 A の内容に2を加えだ結果ガ変数巳に入ります。 

A A = 5 氺巳1 enter I … 5 と変数巳の内容との乗算結果が変数 A A に入ります。 


そして数値変数には伋数部10桁、指数部一99〜99までの数値を入れることができま 
す。 

②文字変数に文字を入れる方法 

変数に文字を入れる場合は次の形で指定します。 

文字変数=め文字〃 （変数名の後に$(ドルマーク）をつけることにより 

文字変数=文字変数 文字変数を表わします。） 

〈例〉 A $= '' SHARP " ^^] 〜 A $ に SHARP が入ります。 

AB $= NN COMPUTER ,/ [Inter] … AB $ に COMPUTER が入ります。 


そして、文字変数には次の文字数を入れることができます。 

•1 文字の変数…最大7文字まで入れることができます。 

• 2文字の変数…最大16文字まで入れることができます。 

注）変数のうち、数値変数 A 〜 Z と文字変数 A $〜 Z $ は同じメモ 1 J 一が使用されます。 
だとえば、数値変数 A と文字変数 A $ は同じ場所を使用します。しだがって変数 A 
と変数 A $ が同時に存在することはありません。 


〈例〉 A= 12 3 1 ENTER j 

A $=、、 ABO 〃 f ^ i 1 

A $ 1 enter 1 
A 「 enter! 


—変数 A に 12 3 を入れます。 

— 変数 A を消去し、 A $ に A 巳 C を入れます。 
— ABC 表示 
— ェラー 

("計算機は文字変数が数値変数の形で指^! 
定されたちのとしてエラー表示します 
、 (ERROR 9) > 


なお、2文字変数の場合、たとえば AA と AA $ は同時に用いることができます。 
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11. 関数計算 


本機は 、 BAS I C モードで使える基本関数が多<あります。 

これらの基本関数を次に示しますが、 BASIC では基本的に、数式を入力して [1^13 
キーで 実行します。しだがって、関数命令が表示されますが、通常の数学などとは表現 
のしかたが異つていますので、ご注意<ださい。 


項 目 

一般の表現 

本機の表現 

入力方法 

備 考 


sin 

SIN 

1 sin'l 


三角関数 

cos 

COS 

[cos] 



tan 

TAN 

[tan) 



sin 1 

ASN 

[SHiFTl [sirr^l 


逆三角関数 

cos 1 

ACS 

[SHiFTHcos^l 



tan 1 

ATN 

[SHiFflltan^l 



sinh 

HSN 

1 hyp 11 sin 1 


双曲線関数 

cosh 

HCS 

|hyp]|cosl 



tanh 

HTN 

1 hypl ftan] 



sinh -1 

AHS 

1 SHIFT] KH 1 sin 1 


逆双曲線関数 

cosh 丨 

tanh 1 

AHC 

AHT 

1 SHIFT) [cos) 

[SHiFTl ド H HarTI 






In 

LN 

fTnl 

, /e を底とする） 

iog e x 

V 対数 ノ 

/10 を底とする） 

logiox 

1 対数 ノ 

対数関数 

log 

LOG 

画 

指数関数 

e r 

10. r 

EXP 

TEN 

[SHiFTl 

[SHiFTlRO^I 

e =2.718281828 

逆 数 

1 

X 

RCP 

画 


2 乗 

x 2 

S 〇 U 



平方根 

厂 

/"あるいは 

SQR 



立方根 

v~ 

CUR 

fSHlFflfav^ 


階 乗 

n ! 

FACT 

[SHiFT](7m 


円周率 

n 

7T あるいは 

PI 

[SHiFTl nn 

n =3.141592654 
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項 目 

一般の表現 

本機の表現 

入力方法 

備 考 

60 進数(度分秒) —10 進数(度)変換 

DEG 



10 進数(度)— 60 進数(度分秒)変換 

DMS 

I SHIFT 1 ho-Msl 

ベぎ 乗 

y ェ 

八 

[SHiFT] PH 

まだは [ffl 

夕八 JC においてガェ 

べき乗根 

VY 

ROT 

fSHIFTl^n 

"ROTx において f/F 

10 進- >16 進変換 

HEX 

Fhex] 

74 ページ参照 

16 進— 10 進変換 

DEC 1 

あるいは& 

(SHIFfl [^DKl 

fsipfi r&n 

74 ページ参照 

直交座標- > 極座標変換 

POL 

[SHiFTl [^re] 

POL(j, 夕）におぃ 

て r ， 6 を求めます 0 

極座標—直交座標変換 

REC 

[SHIFT] Fxy \ 

REC ( r , 0) におい 

て I ， かを求めます。 

整数化 

(インテジャー） 


1 NT 

rnrNim 

1 NT(*r) において、 

•T 以下でかつもっとも 

大きい整数を求めます。 

絶対値 

(アフソ U ユー ト） 

\ x \ 

A 巳 S 

csce cm 

A 巳 S(jr) において、 

a •の絶対値を求めます。 

符号関数 

(シグナム） 


SGN 

cejcsiin] 

SGN(jt) において、 

•T >0のとき 1 、 

■r<0 のとき 一 1 、 

•r = 0 のとき0 

が得られます。 


これらの関数のうち 、 I NT、ABSs SGN はアルファベットキーで入力しますが、 
そのほかの関数も、アルファぺットで表現されるものはアルファベットキーで入力する 
ことができます。 

だとえば sin30 を入力するときは®] 30 と操作することも CE CD m 30 と操 
作することもできます。 

なお、三角関数、逆三角関数および座標変換の計算では、取り扱う角度の単位を正し< 
指定してお <必要があります。/ 

マニュアル計算では、電卓モードのときと同じよ^に画21_の操作で指定するこ 
とができますが、次の命令で指定することもできます。 
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角度串位 

op TI 

表示シンボル 

備 考 

度 

ラデイアン 

ヴラード 

DEGREE 

RAD 丨 AN 

GRAD 

DEG 

RAD 

GRAD 

直角を 90 で表わす単位〔°〕 

直角を|で表わす単位 〔「 ad 〕 

直角を100で表わす単位 〔 g 〕 


プロブラム中では、この命令で指定しますので、練習のため、次の計算例ではこの命令 
により角度単位を指定して<ださい。 

注）計算例で特に記載しませんが、関数計算の式を入力するとき、^)キーで以前の 
計算結果などを消去してか5、新し<式を入力するよ〇にして<ださい。 

計算結果などが表示されているときに関数キーを押しますと、76ページで説明しま 
すダイレクトアンサー機能が働いて、計算例通りの結果が得られない場合がありま 
す0 


〈例〉 sin 30°= 

〈操作〉 DEGREE (角度単位を“度”に指定） 

S I N 30 1 enter | 0.5 


〈例〉 tan f = 

〈操作 〉 RADI AN(M (角度単位を“ラディアン”に指定) 

TAN(tt/4) 1 enter I 


〈例〉 cos- 1 (— 0.5) 

〈操作 〉 DEGREE [M (角度単位を“度” 


ACS — 0.5 1 enter ) 


〈例〉 log 5+« n 5= _ 

〈操作〉 L 〇 G 5+ LN 5[^3 f 2 . 308407917 


に指定） 

120 

(120。） 


〈例〉 e 2+3 = _ 

〈操作〉 EXP (2+3) [enter] f 148.4131591 


〈例〉グ4 3 +5 3 = __ 

〈操作〉 CUFK 4 A 3+5 へ 3) 5^] 「 5 . 738793548 
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〈例〉 60 進数の 30 度 30 分は 10 進数の何度？ 

〈操作〉 DEG30.30 M I 30.5 

(30. 5度） 

〈例〉 10 進数の 30.755 度は 60 進数の何度何分何秒？ 

〈操作〉 DMS 30.755 [» 30.451 8 

(30 度45分18秒） 

〈例〉直交座標—極座標変換 

直交座標で点 P の座標が (3, 8) の 
場合の極座標（し 6) を求めます。 

〈操作〉 DEGREE 1 enter] (角度単位を“度”に指定） 


POL(3,8) 1 enter | 

( r ) 

8. 544003745 



( r =8.5) 

Z [ENTER | 


69. 44395478 


(〇 与69。） 


の値は変数 Z に収められています。また、 r の値は変数丫に収められています。 

〈例〉極座標—直交座標変換 

極座標で点 P の座標が (12, | tt ) の 
場合の直交座標 （ x , を求めます0 

〈操作 〉 RADIAN [ Inter ] (角度単位を“ラディアン”に指定） 


REC (12.(4/5 氺 7r )) 1 ENTER| 

( x ) 

-9. 708203933 



U 与— 9.7) 

/ f~ENTER | 

( y ) 

7.053423028 


(㈣ .1) 

•"の値は変数 Z に収められています。まだ、 A ： の値は変数丫に収められています。 

注）座標変換では、計算結果を変数 Z と丫に入れますので、それまで Z 、 丫（あるいは 
z $、 丫$)に入つていだ内容は消されます。 
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〈例〉10進—16進変換 

1250を16進数に変換します。 

〈操作 〉 HEX 1250 「 4 E 2 . 


BAS I C モードでは 10 進— 16 進変換 

画 S _ ( HEX 命令）を使用した連続計算はで 

きません。 

10進->16進変換をおこなつだ後は必らず 
fSHiFTl fCAl と押してから、次の計算を 
おこなつて < ださい。 


10+ HEX 20 


30 . 


• HE X 命令を式の中に入れて実行した 
場合、1度16進数に変換されだ値は、 
再度10進数にちどされ、10進数で計算 
ガおこなわれます。 


HEX 1.25 1 enter 1 


ERROR 1 


*16 進数に変換しようとする数値は整数 
でなければな 1 0ません。 

小数部を含んでいる場合はエラーにな 
ります。 


〈例〉16進—10進変換 

16進数 C F 8を10進数に変換します。 


〈操作〉 DEC I CF 8 [Inter ] まだは 
& C F 8 I enter | 


3320 . 


*16 進数字 （0 〜9、 A 〜 F ) の A 〜 F 

はアルフアベットキーで入力して<だ 
さい。（電卓モードとは異なります。） 


DEC I 1.25 ERROR 1 


♦16 進数は整数のみ扱います。 

しだがって小数部を含む数値を変換し 
よろとするとエラーになります。 
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= 参考= 

論理演算子(=、>、く、>二、<=、く>)を用いて構成されだ式（論理式）は、それ 
ぞれ次の値をとります。 

I 、ダは数値を示します0 


※ 

= " のとき：1 
x キ y のとき：0 

> = 

ェ 2 ガのとき：1 
x<y のとき：0 

> 

x> ./ ノのとき：1 

•r のとき：0 

< = 

ェ$ガのとき：1 

1>ガのとき：0 

< 

• r <^ のとき：1 
x^y のとき：0 

<> 

4 ガのとき：1 

•r 二"のとき：0 1 と同思味1 


※二を用いる論理式を例えば A 二数値、 B = 式のような形にしますと、計算機は論理式 
と判断せず、変数への入力(代入文)と判断しますので、このような場合は数値二 A 、 
式二巳のよ*5な形にする、あるいはカツコで<<る、などして<ださい。だだし、 

IF 文における条件式の場合はこの限りではありません。 
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12. ダイレクトアンサー機能 


これまでのマニュアル計算では「式の入力 [M . の操作で計算を実行しましだが、こ 
の計算機では、 BAS I C モードでも電卓モードと同じ<、置数のあとや計算のあと、 
数値が表示されているときに関数キーを押せば、直接関数計算を実行することができま 
す0 

ただし、この機能は、べき乗やべき乗根、座標変換のように2つの数値が必要な関数 (2 
項関数）では働きません。 

〈例〉 sin 30° と8!を計算します。 

〈操作〉 DEGREEM) 

因30 

I sin 1 


㈣8 

fsHiFTinm 

〈例〉 tan - 1 ^ において g の結果を確認し 
だあと、 tarr 1 を求めます。 



〈操作 〉 DEGREES 

5/12 I enter I 


I SHIFT] (Tan-^l 


4.1 66666667 E - 01 
22.61 986495 


このダ'イレクトアンサー機能は、式の入力途中などでは働きません。 
〈例〉 ^ D 5 氺4 — 5氺4_ 

關 ->5 木 4LOG __ 


•ダイレクト計算をおこなつだ場合はキー、：^キーを押してもプレイバック 
機能は働かず、カーソルのみが表示されます。 
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13. 計算の優先順位 


BAS IC モードではカツコ、関数も含めて 数式通りのキー操作で 計算をおこなラこと 
ができます。計算の優先順位の判断や途中結果の®理はすべて計算機が自動的に処理し 
て<れます。計算の優先順位は次の通りです。 


1 . 7 T や変数の呼び出し 

2. 関数 （S 丨 N 、 COS など） 

3. ぺき乗（へ）、べき乗根 （ ROT ) 

4 .符号（+、一） 

5. 乗除算（木、/) 

6. 加減算 （+、 -) 

7. 大小比較（>、>=、<、<=、<>、 =) 

8. AND 、 〇 R 

注）♦カツコが使用されている場合はカツコ内の計算が最優先されます。 

籲複合関数 （sin cos - 1 0.6 など）は右から左の順で計算されます。 

だだし、 HEX、DECI (あるいは &) は関数の中でも優先順位が高くなり、こ 
れ5が複合した場合は HEX、DEC I (あるいは &) の計算から実行されます。 

例） DE 〇丨 SQU 5 [1〇«1 - ERROR 1 

このような場合はカツコでくくつてください。 

DEC I (SQU 5) 「 enterI 37. 

•べき乗、べき乗根の連算（3 42 すなわち3へ4へ2など)は右から左の順で計算され 
ます。 

♦上記3.と4.では後に出てきだほラが優先順位が高 < なります。 

例）一2へ4は 一(2 4 )となります。 

3へ一2は3_ 2 となります。 
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= 参考二 

本機では数式通りの計算をおこないますか、数式通りの計算をするためには、すぐに® 
理できなし\命令やデータ(数値)を一時記憶してお< 場所が必要になります。 

この一時記憶の場所をバッファといい、本機ではファンクシヨン用バッファを16段、デ 
ータ用バッファを8段持つています。 

〈例〉1+2木 SIN (3 + 4 氺5八 (4 一2)) _ R ] と押しだときの計算順序と、 
バッファの使用状況 

1 + 2木 S I N (3 + 4氺5八 （4 一2)) 

! ! ! i !: —— 

i i i ! ! :? 

| ! ! j !② 

| ! ! • ③ 

! | ④ 

■ I I_ 

! | © 

I ^ 

! © 

I _ 一_ 一 

⑦ 


データ パッファ 

ファンクシヨンバッファ 

1段 

2段 

3 段 

4 段 

5 段 

6 段 


1 段 

2段 

3 段 

4 段 

5 段 

6 段 

7 段 

暇 

9 段 


4 

5 

4 

3 

2 

1 


一 

( 

八 

氺 

+ 

( 

SIN 

氺 

+ 



例では①—⑦の順で計算か実行されますが、①の計算をおこなラだめに、©以降の計算 
を上囵のように保存します。 

そして、1段目から、計算用のメモ 1 j 一に呼び出して計算を進めます。 

上例のようにカッコもファンクションバッファに記憶されます。 

なお、カッコは最高15段までなら、ファンクションバッファを越えない範囲で深みを持 
だせることができます。（電卓モードの場合とは少し異なります。） 
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ブログラ厶 • その1 



プ□ブラムとは、計算機に計算などをおこなラだめの手順を指令する命令書のようなも 
のです。 

この指令を計算機が理解できるよ〇に書き表わしだり、計算機に覚えさせたりすること 
をプ□ブラミングとか、プ□ブラムを組むなどと言います。 

ここでは、プ□ブラムの構成、入れかだ、編集方法など、プ□ブラミンブの基本につい 
て説明します。 

1-1) プログラムの形 

ここでは、プ□ブラムの基本的な形について説明します。まず、次のプ□ブラムを見て 
<ださい。 

〈フ□グラム1> 

10 INPUT R 
20 S = tt 氺 R 氺 R 
30 PRINT S 
40 END 


このブ□ブラムは、半径を入力して円の面積を求めるプ□ブラムです。 

巳 AS 丨 C をまつだく知£>ない人でもこのブ□ブラムが計算機に何を伝えているのか想 
像がつ<と思います。これは次のよラな指示をするプロブラムなのです。 


10 INPUT R 

20 S = ；r 氺 R 氺 R 

30 PRINT S 
40 END 


—データを読み込み、 R に入れなさい。 

<-7 T に R の値を2回掛けなさい。そして、その結果を S に 
入れなさい。 

— S の値を表示しなさい。 

—これでプ□ブラムは終りです。 


これをフ□ーチヤート（流れ図）で表わしますと、次のよラになります。 
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(フ□ーチヤート) 



「を読み込み、 R に入れる（データの入力) 


TTr 2 を計算して S に入れる（データ®理) 


S を表示（結果を出力) 


フローチャート（流れ囡）を見ていだだければ、おわかりのように、プロブラムの大部 
分は 

① データを 読み込み、 

② データを®理して、 

③ 結果を出力する。 

といラ形になつています。 

どんなに長いプロブラムであつても、基本的には上記①〜③のくり返し、あるいは①、 
©、③それぞれを何回かくり返す、という形になつています。 

しだがって、プ□ブラムはこの形が基本になります。 
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1-2) プ□ク'ラムの構成 

さて、ここでプ□ブラムの構成について述べます。 
先ほどのプ□ブラムを見てみましよう。 

ライン(行） 


■>10 

INPUT R . 

•…10ライン (10 行) 

+20 

S = 木 R 氺 R . 

•…20ライン (20 行) 

+3 0 

PRINT S . 

••••30ライン (30 行) 

>4 

0 

END . 

… -40 ライン (40 行） 



ステートメント(文） 



ラインナンバー(行番号） 

このように BAS 丨 C のプ□ブラムは、いくつかのライン、ラインナンバー、ステート 
メントで構成されています。 

これらについて、次に<わし<述べます。 

(1) ライン（行） 

上のプ□ブラムで、横一行の並びをライン（行）と呼びます。 

1つのラインは、1つのラインナンバーと、い<つかのステートメントからなります。 
そして、ラインの終りはキーで指定されます。 


___ [enter I 

ラインナンバー ステートメント 


なお、1つのラインの長さは M ] キーも含めて、最大80キー命令（あるいは最大 
80バイト）までの長さにすることができます。 

(2) ラインナンバー（行番号） 

ラインナン/ \一には1〜65279までの整数を使用することができます。 

ブ□ブラムの実行は若いラインナン/ V - から順次実行されますので、実行させだい順番 
に若いラインナンバーをつけます。だだし、あとからプロブラムの途中にラインを追加 
したい場合も出てきますので、そういつだことを配慮して、1〇、20、30……のように10 
番おきにラインナン/ V - をつけるのが最も一般的です。 























(3) ステートメント（文） 

1つの意味を持つだ®理式や命令をステートメントといいます。 

1つのラインは1つ以上のステートメントからなり、2つ以上のステ--トメント（マル 
チステートメント）になる場合は、ステートメントとステートメントの間に：（コロン) 
を入れて区別します。 


--1ー ステートメントとステートメントの間には 

コロンを入れます。 

_ : _ [enter] 

ラインナンバー ステートメント ステートメント ステートメント 

1 一 3) プロク'ラムの入れかだ 

81ページのプロブラムを計算機に書き込み、覚えさせてみましよラ。 

プロブラムを計算機に書き込むときは、次の手順でおこないます。 

①まず、電源スイッチを〇 N 位置にして電源を入れ、圓3キーでプロブラムモード 
( PR 〇モード）にしてください。 


CAL RUN PRCTQJSS 

-この位置に™マークを表示 

させます。 


② 次に NEW と押してください。 

これで、先に記憶されていだ（かもしれない）プロブラムやデータがすべて消され 
ます。 

③ 続いてプ□ブラムを1ラインすつ入れて<ださい。 

だとえば、10ラインを入れるときは次のように押します。 


mronfsHiFTirAirRn 


[enter I 


まだは 



I enter] 
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このとき、注意していただきだいことは、1ライン入れ終るごとに [ enter ] キー 
を押すことです。 

キーは、ラインの終りに“このラインは終りました”という意味で必ら 
ず必要ですので、忘れないでプ□ブラムを入れて<ださい。 

〈書き込み操作例〉 

PR 〇モード指定 

NEW [ENTER I 


101 NPUTRdNTER] 


20S = ^r 氺 R 氺 R [ enter | 


30PR I NTS l enter i 


4QEND[enter| 


input はまだは mm mrunrn と押して入力します。 
pr I nt は racs まだは cacBmmm と押して入力します。 
end は画 SEE ] まだは mrmron と押して入力します。 

プ□ブラムを入れていだだければ、おわかりと思いますか、各ラインを入れて [ ENTER ] 
キーを押しますと、ラインナンバーの後に自動的に：（コロン）が入ります。 

まだ、 I NPUT や PR I NT を 1 文字ずつ入れだときは、これらの命令の後はつまつ 
ていますが 、 [m キーを押すと、自動的に1桁あけられます。（これらの命令がラ 
インの先頭ではな<、途中にある場合は、その前の命令や変数、記号などの間も1桁分 
あけられる場合があります。） 

10 ： INPUT R 

“ 丫 

1 -自動的に1桁あきます。 

——自動的に：が入ります。 

このことにより、計算機が最初の数字をラインナンバーとして受け取り、アルファべツ 
卜を 1 つの命令（丨 N PUT という命令）として受け取り、覚えだことを示します。 
ただし 、 dH m と押して入力した命令の後は、入力しだときからあけられて いま 
す0 


10： INPUT R 


20: S = ；r 氺 R 氺 R 


30： PR I NT S 


40： END 
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1-4) プ□グラムの修正 • 編集 

プ□ブラムを作成する場合、一度で正し<は、なかなか書けないものです。キー操作の 
ミスや勘違いでまちがえることもあります。このような場合の処理方法について次に説 
明します。 

(1) プ□ク'ラムの確認 

プロブラムを計算機に書き込んだあと、まちがいがないか確認してください。 

確認は dD キー及び[ XI キーの操作、 L 丨 ST ( U スト）命令によりおこなうこと 
かできます。 

① CE キーの 働き 

このキーを1回押すごとに現在表示しているラインの次のラインを表示します。ま 
た、このキーを押し続けますと、順次、次のラインを表示します。 
m SB などにより計算機がクリアされているときは、 m キーで先頭のラ 
インを表示します。 


② m キーの働き 

このキーを1回押すごとに現在表示しているラインの前のラインを表示します。ま 
だ、このキーを押し続けますと、順次前のラインを表示します。 
m eb などにより計算機がク u アされているときは、 ce キーで最後のラ 


インを表示します。 


©LIST (リスト）命令の働き 

LIST 命令は指定したプ□ブラムラインを呼び出す命令で、プ□ブラムモードで 

L I ST 1 ENTER 1 

と押せば、最も若いラインを表示します。まだ、 

L I ST _ _ IenjerJ 

ラインナンバー 

の形で実行すれば、指定したラインを表示します。 

〈例〉 L I ST 201 enter 1 20 : S = ^ •氺 R * R _ 

もし、指定しだナンバーのラインがない場合は、それよりも大き<、かつ一番近い 
ラインが表示されます。 

なお、 L 丨 ST 命令はプ□ブラムモード （ PR 〇モ—ド）でのみ働きます。 

籲表示部には最大16桁表示することができますが、1ラインに長いプロブラムを書きま 
すと、その一部は表示できなくなります。このような隠れだ部分を見るときは@ 
キーを 押し続けて<ださい。そろすればカーソルが右端まで行き、そののち表示が左 
に送られて隠れている部分か出てきます。左に隠れだ部分を見るときは s キーを 
押します。 
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(2) 現在表示されているライン内の修正は 

表示されているライン内の訂正や追加、削除は59ページのフニユアル計算での説明と同 
じように g ] まだは g キーでカーソル讎させ、_堂]や_ g 
を使つておこないます。 


〈例〉 20 S=tt 氺 R 氺 R を 

20 77 ■氺 R 氺 R = s 1 ENTER I と押しだ場合の訂正 


〈操作 > 20 tt 氺 R 木 R = S 1 ENTER I 

20 

:tt 氺 R 木 R = S 

B まだは （^1 を操作 



20 

7T 氺 R 氺 R = s 

m e を操作 


L カーソルをここで点滅させます。 

20 

ニニ 7 T 木 R 氺 R = s 



T - 必要な桁数分をあけます。 

团同 

20 

S = 氺 R 冰 R 二 S 



し追加します。 

B を操作 

2 0 

S — 7T 氺 R 木 R^S 

DEL DEL 

fSHIFTI 1 SHIFT ] r 


个 

力ーソルをここで点滅させます。 

: 20 

S -― 7r 木 R 氺 R _ 



厂 

不要な内容を削除します。 

| ENTER| 

2 0 : S = 7t -氺 R 氺 R 
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(3) ラインの追加、変更、削除は 

①ブ□ブラムを入力するとき、1ライン抜かしてしまったときや、新しいラインを追 
加しだいときは、次の方法で追加して<ださい。 

〈例〉プ□ブラム1に、次のように PR I NT R を追加しだい場合 
10 INPUT R 

2 0 S = 77 ■木 R 氺 R 

^ —この間に PRINT R を追加したい。 

30 PRINT S 
40 END 

20ラインと30ラインの間に追加する場合は、この間のラインナンパー （21 〜29 
のいずれか）を使ってプロブラムを書きます。だとえば 

25 PR I NTR »] 

と操作します。 

そうすればプ□ブラムは次のようになります。 （ an キー及び ce キーで確 
認して < ださい〇) 

10 INPUT R 

20 S=tt 氺 R 氺 R 

25 PRINT R 
30 PR I NT S 
40 END 


この例でおわかりのように、プ□ブラムは若いラインナンバーから書く必要はな<、計 
算機が自動的に若いラインナンバーから順に並べてかえて<れます。 

②不要になつだラインを削除しだいときは次の方法でおこなつてください。 

〈例〉先に追加しだ25ラインを削除します。_ 

<操作〉25 f ^ R ] | > 

m キー 及び cn キーで ブ□ブラムを確認してください。 

このように1ラインすべてを削除するときは、ラインナンバーと押します。 
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③ラインナンバーを変更するときは次の方法でおこなって<ださい。 

〈例〉ブ□グラム彳の30ライン、40ラインをそれぞれ40ライン、50ラインに書き替え 
ます。 


〈操作 〉 L I ST 40 [ Inter ] 

S を操作 

5 [ enter ] 

LI ST ^01 enter ] 

s を操作 

4[ enter ] 

30 [ Inter ] 

(不要になつだ 30 ラインを削除します。） 



カーソルをここで点滅させます。 


40： PR I NT S — 

40ラインが書き込まれます。 
(以前の40ラインは削除されます。) 


• この例のよラに、すでに書き込まれているラインのラインナン/ \一を変えて書き込ん 
だ場合、変える前のラインはそのまま残つていますので、不要な場合は削除する必要 
があります。 



































1 一 5) プ□グラ Zj の実行 ( RUN ) 

プ□ブラムを入れ、確認や修正が終りましだらプロブラムを実行してみましよラ。 
プ□ブラムの実行は、実行モード （ RUN モード）でおこないますので國 S キ 
一で指定して < ださい。 


CAL RUN PRO istfSHS 



この位置に 
させます。 


—フークを表示 


そして、次の命令で実行を開始します。 

RUN (最も若いラインナンバーより実行を開始) 

RUN _ (指定したラインナンバーより実行を開始) 

ラインナンバー 



それでは、プロブラム1 (81 ページ）を実行してみましよう。 

〈例〉①半径が 5 cm の円の面積は？ 

②半径が1 0 cm の円の面積は？ 

〈操作 〉 RUN Snter ) (実行開始） | ? 

1 -データの 入力待ちレ の 値は？） 


5 (データ入力) 

(実行再開） 

(実行再開） 


5 一 _ 

(5 を入力） 

_78 .53981 634 

結果を表示 （ S は約 78.5 cnf ) 


プ□クラムの実行終了 

























RUN (実行開始) 


(データ入力） 


(実行再開） 31 4.1 592654 

結果の表示 (S は約 314.2 cnf ) 

(実行再開） I > 

1 プロクラムの実行終了 

このように、プ□ブラムの実行を開始すると I NPUT 命令により、？を表示して実行を 
いつたん停止します。 

このとき、データを入力して gNTlR ] キーを押せば、実行が再開され、計算がおこな 
われて、その結果が PR 丨 N 丁命令により、表示されます。 

このときも、プ□ブラムの実行がいつだん停止しますので、 [ ENTER ) キーで再開させます。 
そして、プ□ブラムの実行が終了しますと、計算機は〉シンボル（プロンプト記号）を 
表ボします0 


10 


I ENTER | 


[ enter ] 


? 

1 •データの入力待ち 


11 _ 

(10 を入力) 


1 -6) エラー表示と処理方法 

プ□ブラムを実行したとき、プ□ブラムに誤りがあつだり、データが不適当な場合など 
にエラーが発生することがあります。 

エラーが発生しますと、次のよ^なエラーメッセージが表示されます。 


ERROR 9 IN 20 

エラー番号」 L ラインナンバ_ 

このエラーメッセージは、エラーの種類と、エラーが発生したラインを示しています。 

もし、エラーが発生しだ場合は、240ページの表をご覧し\だだしヽてエラー内容を確認し、 
次のようにエラー処理をおこなつて<ださい。 

① _ キーでエラーを 解除してください。 

(エラーメッセージが表示されているとき m キーを押せば、押している間だ、 

I けエラーが発生しだプ□ブラムラインを表示します。 J 

② m \ キーでプロブラムモード （ pr 〇モード）を指定して<ださい。 

③ m キー まだは m キーを 押して<ださい。エラーが発生しだ位置が カーソル 
で示されています。 

④ エラーが発生しだ原因を探して、プロブラムを修正してください。 
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1-7) プ□ク'ラム作成の手順 

これまで、プ□ブラムの構成や編業、プ□ブラムの入れかたや実行方法などについて説 
明しました。 

ここで、プロブラムを作成する場合の手順について述べておきます。 

プ□ブラムは、大体次の手順で作つていきます。 

① まず、目的を決めます。 

だとえば、「三角形の面積を求める」といろように何をするか決めます。 

② そして、目的（問題）を分析します。 

だとえば、三角形の面積を求めるだめに、どのデータが得られるか、得られだデー 
夕から、どの式で計算することかできるか、などを分析します。 

③ 次に、目的を達成するだめの手順をフローチヤート（流れ囡）などに表わします。 

④ 手順にしだがつて 、 BAS I C 命令でプ□ブラムを紙に書いていきます。 

© プロブラムを計算機に入れ、実行しながら誤りや不都合な点がないかチェックし、 
修正などをおこないます。 

以上の手順でプ□ブラムを作成します。 


それでは「三角形の面積を求める」という目的で、プ□ブラムを作成してみましよう。 

① 三角形の面積を求める。 

② 右の囡において、面積を求める場合どの 
角や S の値が得られるかによって、いろ 
いろな式で計算することができます。 

だとえば a と h が得られれば 

S = |a h 

で計算できます。 

しだがって、どれがデータとして得られるか、まだ、得られだデータから、どの式 
を使って計算できるかなどを分析します。 

ここでは、 fflc 、 a と角 B の値が得られるものとして、計算式は、 

S —2" ^ ^ sinB 

を用いるものとします。（角度巳は v 度"の単位とします。） 
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変数 C に C を入れる 
•変数 A に a を入れる 
変数巳に B を入れる 

^十算実行 

結果を変数 S に入れる 


…結果 (S) を表示 


(END ) 

面積を表示 


••角度を指定 DEGREE …角度指定 


③次に計算をおこなろ手順を考えます。 

この手順はフ□ーチヤート（流れ 0) で表わします。 


(フ□ーチヤート 2) 


始め 


•フローチヤート2はフローチヤート1をよりプ□ブラムに近い形にしだものです。 
手順が複雑になればなるほど、何段階かにわけて書いだほ^が、わかりやす<なり 
ます。 

④このようにフローチヤートを書けば、あとは手順通りにプ□ブラムを書いていきま 


す。 



10 

DEGREE 

20 

1 NPUT 

C 

30 

1 NPUT 

A 

40 

1 NPUT 

巳 

50 

S = ( C 木 A 氺 S I N 巳）/ 2 

60 

PRINT 

S 

70 

END 



© プ□ブラムを計算機に入れ、誤りがないかチェックし、誤りや不都合な点があれば 
修正して、ブ□ブラムの作成を終了します。 




(フ□ーチヤ ー ト 1) 


(^ 

め ） 



u 度"単位指定 



p 入力 C 






r 入力巳 



S=-^casinB 



を表示 ^) 



〔終 

つ ) 



力 

入 

を 

直 

の 


力 

入 

を 

直 

©< 


力 

入 

を 

直 

§ 

B 


算 

計 

を 

S 
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©フローチャート（流れ図）記号 

フ□ーチャートに用いられる記号で一般的によ<使われるものの意味を次に示します。 


記 号 

呼びかだ 

意 味 

() 

端 子 

開始、終りなどを示します。 

[ 

一 ^一 

入 力 

主に手操作による入力を示します。 



処 理 

計算や変数の入れ替えなど、あらゆる種類の処理を示 
します。 



定義済み処理 

サブルーチンなどで定義されている命令やブ□グラム 
による処理を示します。 

0 

判 断 

指定しだ条件にしだがつて、ブ□グラムの実行を変え 
る判断記号です。 

/ / 

入出力 

入力あるいは出力を示します。 

C ) 

表 示 

表示出力を示します。 
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プログラ厶 • その2 



この項では、ブ□ブラムの中で特によく使われ、基本になる命令を重点的に説明します。 


2-1) 入力命令 （I NPUT ) 

INPUT 命令は、プロブラムの実行を一時止め、マニュアル操作により数値や文字の 
入力をおこなうだめの命令です。 

この命令は次の (1 )〜(3)の形で用いることができます。 

(1 )I NPUT 変数，変数…… 

I NPUT A 変数 A に数値を入れなさい 

INPUT C $ 変数 C $ に文字を入れなさい 

INPUT D , E $, F 複数の入力の指定 

m 10 INPUT A 
20 I NPUT 巳， C $ 

書計算機に書き込んで実行してみて <ださい。 

実行モード （ RUN ) 

RUN I enter 1 

10 

I ENTE^j 

25 

「ENTER | 

ABC 

[enter 1 
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(2) INPUT 、、文字〃，変数，、、文字〃，変数 . 

I NPUT 、、八二 〃， A 

I NPUT 、、 NAMAE = "，巳 $， 、、TOS 丨二 "， C 

データ待ちのとき、入カガイダンス（入力案内）を表示させる方法です。 

〈例〉10 INPUT 、'八二 〃， A 

20 INPUT 、、NAMAE ゴ，巳$， 

、、丁〇 S 丨 =〃， C 


実行モード （ RUN ) 
RUN I enter 1 

12 

[enter I 

MAR I 

I ENTER | 

18 


A = 



このように、入力かイタ''ンスを表示させますと、計算機が何のデータを要求してい 
るか、まだ、どのデータを入力すればよいかがわかりやす<なり、だいへん便利で 
す。 

なお、この形 （ 、、文字〃と変数の間を，（コンマ）で区切つた形）では、データを 
入れれば入カガイダンスは消えます。 
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(3) INPUT ヾ文字〃；変数，ヾ文字〃：変数 … 

INPUT 、 'A = 〃： A 

I NPUT 、、 NAMAE ゴ： B$, 叮〇 S 丨ゴ ： C 

この形 （ u 文字〃と変数の間を；（セミコロン）で区切つだ形）では、データを入 
れだとき入カガイタ''ンスは消えずに、その後に続けて入力した内容が表示されます。 

〈例〉 （2 の例で書き込んだフ□グラムを次のように変更して実行してみてください。 

10 I NPUT 、、八ゴ ； A 

t _ 

20丨 NPUT 、、 NAMAE 二"；巳$，—| この部分を，（コンマ)から； 

、、丁〇 S 丨 .c T -(セミコロン)に変えています。 

t _ 

実行モード （ RUN) 



I NPUT 、、八ゴ； A , 巳， 、、 C ゴ ， C 

= INPUT 命令に続<ステートメントのスキップ= 

フ□ブラムが INPUT 命令によるデータ入力待ちになつているとき、データなどの 
入力をおこなわずに 5 nter ) キーを押しますと、いま実行しているところより後に 
書かれている命令などをスキップして（飛ばして）次のラインへ実行が移ります。 
だとえば、次のような場合 

40 I NPUT B , C : D=C 氺100 
50 

いま、 B への入力待ちになつている場合、データを入力せずにキーだけを押 
しますと、巳への入力命令も含めて、それ以降の命令 （ B，C : D = C 氺10 0) をスキッ 
プして50ラインへ実行が移ります。 

同様に、 C への入力待ちになつているときは C 以降の命令 （C : D 二 C 氺10 0) かスキッ 
プされます。（ただし、変数はそれ以前のまま、内容が保持されています。） 








































2-2) 出力命令 （ PR 丨 NT ) 

PR | NT 命令は、計算などの®理結果やメッセージなど、指定されだ内容を表示部に 
表示させる命令です。 

この命令は次の (1) 〜 (3) の形で用いることができます。 

' 式 

(1) PRINT - 、、文字〃 

.文字変数， 

この形では、式の値は表示部の6側にツメて表示し、文字および文字変数の内容は 
表示部の左側にツメて表示します。 

PRINT 3 3.を右ツメで表示します。 

PRINT A +5 A +5 の結果を右ツメで表示します。 

PRINT 、、八巳 C " ABC を左ツメで表示します。 

PRINT 巳$ 巳$の内容を左ツメで表示します。 


〈例> 10 A = 8 :巳$= 、、 SHARP " 

20 PR I NT 12 

30 PR I NT A 氺 6 

40 PR I NT 巳 $ 

50 PR I NT 、、 EL -8" 

実行モード （ RUN ) 

RUNlEHTERj 


I enter ] 


I enter ] 


I ENTER ] 




式 


式 、 

(2) PRINT 

“文字” 


“文字” 


、文字変数 


、文字変数. 


16 桁の表示部を左右 8 桁に分けて，の左右の内容を表示させます。このときも、 8 
桁の範囲内で数値は古ゾメ、文字は左ヴメにします。 

PRINT C , D C の値を左8桁内に、 D の値を右8桁内にそれぞれ右ヴ 

乂で表示します。 

A = を左8桁内に左ヴ乂で、 A の値を右8桁内に右ヴメ 
で表示します。 


PRINT 、、八ゴ ， A 























なお、表示内容が8桁を超える場合、文字は頭か58文字のみを表示し、数値は下 
位桁を切捨てて表示します。 

ただし、数値が一10 6 以下または10 6 以上のときは浮動小数点方式（指数方式）で表 
示され、1より小さ <一1より大きい数値は浮動小数点方式と固定小数点方式が自動 
的に選択され、表示されます。 



式 


式 


^式 ' 

(3) PR 丨 N 卜 

“文字” 

へ 

“文字” 

こ…！ ， 

“文字，， 


、文字変数, 


、文字変数, 


文字変数, 


PR I NT XN S = // : S 左側に S = を表示し、それに続けて S の内容を表示します。 


〈例〉10 INPUT 

20巳=八氺八 

30 PRINT 
40 PR I NT 
50 END 


、、SUUT I 


v wa yV :a 


NV KOTAE = // , B 

、、八 =〃；A ; \_/ A 氺 A ="; 巳 


-本機ではスペースを意味 
しています。 

計算機に入れるときは 
\ spc \ キーを 操作してくだ 
さい0 


実行モード （ RUN ) 


RUN 「ENTER | 

SUUT 1 

WA ? 

80 1 ENTER| 

KOTAE = 

= 6400 . 

| ENTER| 

A = 80 . 

A 氺 A = 6 4 00 . 
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2-3) 代入文 （ LET ) 


代入文は、変数に数値や文字を代入するだめの命令で、 LET (レツト)に続いて代入式 
を書きます。 

LET 数値変数=式 

LET 文字変数=ヽ文字〃（あるいは文字変数） 

なお、代入文は通常 LET を省略して使用できます。だだし、あとで説明します丨 F 文 
に続いて書く場合は、 LET の省略はできません。 

代入式は一般の数学とは違い、右の数値あるいは文字を左の変数に入れる（代入） 
することを意味します。しだがつて左 ffl は変数に限ります。 

A=A + 2 ( A の内容に2を加えて A に入れなさい） 

巳 $=、、 KOTAE " (巳$に KOTA E という文字を入れなさい） 


2-4) 終了文 （ END ) 


END (エンド）はプ□クラムの実行を終了させる命令です。 

プ□ブラムの終りには“これでブロブラムは終了です./”という意味で END 文を書き 
ます。 

2-5) ジャンプ命令 （ GOT 〇） 

ジャンプは、、飛ぶ〃とい〇ことで、プ□ブラムの実行を指定しだラインへ飛ばすことで 
す0 

通常ブロブラムは若いラインから順次実行されますが 、 GOTO (ゴードゥー）命令を 
実行しますと、 GOT 〇に続いて書かれているラインへジャンプして、ジャンプしだラ 
インか5実行します。 

この命令は次の形で用いることができます。 


式 

GOTO 文字〃 
、文字変数 


40ラインへジャンブしなさい。 

60ラインへジャンプしなさい。 

A の内容で示すラインへジャンプしなさい。 
( A の内容が50ならば50ラインへジヤンブ) 


GOTO 40 
GOTO 12氺5 
GOTO A 


QOJO 、、PR 丁"ラベル 、、 PRT " のついているラインへジャンプしなさい。 
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〈例 1> 

10 I NPUT 、、HANKE 丨二 〃； R ^ 
20 S=；r 氺 R 氺 FI 

30 PR I NT 、'MENSEK 丨ゴ ； S 
40 GOTO 10 


40 ラインから 10 ラインへ 
ジャンプします。 


〈例2〉 

10 、、八〃：丨 NPUT、、HANKE 丨= 


; R 

20 S = ^ ■木 R 氺 R 

30 PRINT、、MENSEK 丨 =〃； S 
40 GOTO XX A 〃 


40 ラインからラベル \卞 _，ベジ 
ヤンプします。 

このよろなジャンブをラベルジ 
ヤンプといいます。 


ラベル：ラインの先頭につけだ名前のことで、 GOT 〇命令などでラベルジャンプが指 
定されていますと、実行の際、そのラベルを探してそのラインにジャンプしま 
す。ラベルジャンプの場合、ブロブラムの訂正などでラインナンバーをつけか 
えても、プ□ブラムは変更する必要がないので便利です。 

なお、同じラベルが2彳固以上書かれているときは、ラインナンバーの小さいほ 
うへジャンプします。 

注）〈例1〉〈例2> のプ□ブラムは10ラインから40ラインまでをくり返し、実行が終 
了しません。このようなブ□ブラムにおいて実行を終了させるときは网 
と押して < ださい。 


4 
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平坨値を求める 


これまで説明しました命令を使って平均値を求めるプ□ブラムを作つてみました。 


10 

20 


30 

40 

50 

60 

70 



〔説明〕 

10ラインは使用する変数の最初の状態を決めています。20ラインは、データの入力と、データの 
累計、データ数のカウントをしています。 

入力するデータがある間は、「データ入力」の操作で<り返し20ラインを実行し、デ 
—夕がなくなれば^^1キーのみを押して、20ラインを抜けます。 （97 ページのステ—トメン 
卜のスキップを参照） 

そして30ラインで平均値を計算し、40〜60ラインでデ_夕の合計、データ数、平均値を表ホさせ 
ています.。 
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2-6) 判断 （I F … THEN 〜） 

I F … THEN 〜（イフ…ゼン〜）は u もし…ならば〜〃という意味で、いろいろな判 
断をおこなろ命令です。だとえば 

IF A >=10 THEN PR I NT A 

としだ場合、 A の値が 10 以上 （ I F 文が成立）ならば I F 文の後に続 <PR 丨 NT 命令 
を実行し、10未満（丨 F 文か不成立）ならば次のラインに実行が移ります。 

I F 文は通常、次の形で用います。 

IF 条件式 THEN 実行文 

だだし、 THEN を省略して 
IF 条件式実行文 

といろ形でも用いることができます。 

IF A >1 0 THEN 50 

注 2) 

IF 巳<=5 LET 巳=巳+1: GOT 〇 50 

巳が5より小さいか等しいと 
き、巳に1を加えて、50ライン 
ぺジャンプ。巳が5よりも大 
きいときは次のラインを実行 

注 1) … THEN 50 は…丁 HEN GOTO 50 の形から GOT 〇を省略しだもので 
す0 

THEN を省略する場合は、 GOT 〇を省略することはできません。 

注 2) I F 文に続いて代入文を書く場合は、必£>ず LET 命令が必要です。 




A が10より大きいときは50ラ 
インへジャンプ。 

10よりも小さいか、等しいと 
きは次のラインを実行 
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I F に続く A >10 などの式を条件式といいます。条件式は通常次のよラな形で書きます。 


条件式 

判断内容 

〇〇 = xx 

〇〇 > XX 

〇〇 >=xx 

〇〇 < XX 
〇〇 <=xx 

〇〇 <>xx 

等しいかど〇か判断 （〇〇は XX に等しいか？） 

大きいかどラか判断 （〇〇は XX より大きいか？） 

以上かどろか判断 （〇〇は X X 以上か？） 

小さいかどろか判断 （〇〇は XX より小さいか？） 

以下かど^か判断 （〇〇は X X 以下か T ) 

等し<ないかどラか判断（〇〇と XX は等し<ないか 7) 


(注)〇〇および XX は式、変数を表わします。 (5 氺4、 A 、 8など) 


なお、条件式を A や B +4 のように変数や、通常の式のみにすることもできます。 

IF 巳+4 THEN 60 
IF A THEN 60 

この場合は、変数や式の値が正 （I F 文が成立）ならば丨 F 文の後に続く内容を実行し、 
J 0 および負 （ 丨 F 文が不成立）な5ば次のラインを実行します。 

2 — 7) <り返し （ FOR … T 〇… STEP , NEXT ) 

同じ計算や®理を何回も<り返しておこなうような場合は、 FOR — NEXT (フオー、 
ネクスト）文が便利です。 

FOR-NEXT 文は次の形で用いられます。 

FOR 数値変数=初期値 TO 最終値 STEP きざみ値 

NEXT 数値変数 

数値変数が初期値から始まって、指定されだきざみ値分ずつ増加（あるいは減少）して 
いき、最終値よりも大きく（あるいは小さく）なるまで FOR と NEXT の間をくり返 
し実行します。（この<り返し部分を FOR—NEXT ループと呼びます〇) 

FOR A = 0 TO 1 0 STEP 2 A が 0 から始まって、1回 FOR と NEXT 

間を実行するごとに A に2を加えながら、 A 
S の値が10を越えるまで、 FQR と NEXT の間 

NEXT A を実行します。 

なお、きざみ値が 1 のときは STEP 1 を省略することができます。 
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〈例 > 1 0 B=0 

20 FOR A=1 TO 100 
30 B=B+A 


FOR-NEXT 

ループ 


40 NEXT A 

50 PR I NT 、'1+2+ •• +100=〃 ； B 
60 END 

• このプ□ブラムは 1 から100までの数値を累計するプ□グラムです。20〜40ラ 
インが<り返しループであり、 A を1から100まで変化させ、それを B に加わ 
えていきます。 



® FOR — NEXT ループの 注意事項 ^ 

FOR — NEXT ループを使う場合に注意すべきことがい<つかありますので、次 
に説明します。 

① FOR と NEX 丁は必ず対にして使い、 FOR の後の数値変数と NEXT の後の数 
値変数は同一でなければなりません。 

FOR 巳 =1 TO 5 



NEXT B 

②初期値、最終値、きざみ値（ステップ数）は次の範囲内で指定できます。 

一9 • 999999999 E 99-9. 999999999 E 99 

(一9 . 999999999 x 1〇 99 〜9 • 999999999 X 1〇 99 ) 

ただし、次のように初期値にきざみ値を加えると、最終値から離れていってしまう 
場合は、ループ内を1回だけ実行してループを抜けます。 

FOR A =1 TO 5 STEP 一 2 
5 

NEXT A 

なお、きざみ値を 0 に指定しますと、永遠にループ内の実行をくり返す プログラム 
になつてしまいます。 
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ループの 外から ループ 内に飛び込むこ 
とはできません 。 （ERROR 5) 


40 GOTO 80 
60 FOR H=1 TO 10- 
80 A 二 C 木 C+10 ^ — 


40 FOR D=1 TO 12-i 


90 NEXT C 


ル 


② 


ループ ①と ループ ②が交差しています 
のでこの 使い方は誤り （ERROR 5) 


③ FOR — NEX 丁ループの中に、別の F 〇 R — NEX 丁ループを入れることができ 
ます。 

ただし、中に入る FOR — NEXT ループは外の FOR — NEXT ループ内に完全 
に入っていなければなりません。この条件でループを 5 段まで重ねて使う（深みを 
もだせる）ことかできます。 


(例1 ) 
110 


FOR C=1 TO 12- 


140 FOR D=1 TO10 


190 FOR E = 2 TO 5 — 


210 NEXT E 


それぞれ、中の ループが 外の 
ループの 中に完全に入つてい 
ますので、この使い方は正し 

个ぃ。 

I このような形でループ©まで 
作ることができます。 


110 NEXT D 」 

③外から FOR — NEXT ルーブ内に飛び込むことはできません。 
(例） 


240 NEXT D 

270 NEXT C 
(例 2) 

10 FOR C=1 TO10 


飛び込み 


ル—プ① 


ル—フ① 
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100 NEXT H 

















注） FOR — NEX 丁ループか 5 外に抜け出すようなプ □ グラムでは、 FOR-NEX 
T ループが終了しだことにならず、 FOR 文が何回か実行される〇ちにエラー （E 
RROR 5) になり家す。 

したがつて、 FOR — NEXT ループを途中で抜ける場合は、カウント用の数値変 
数に最終的を代入しだうえで、 NEX 丁文の書かれているラインを実行させること 
により、 FOR — NEXT ループを終了させてください。 

㈣: 


100 

FOR A=0 TO 

30 

巳が 50 になつだら FO 

150 

IF 巳 =50 LET 

A=30：GOTO 

200 R - NEXT ルーフの 




実行を中止します。 

200 

NEXT A 




九九の練習 

それでは、 FOR — NEX 丁を使つて九九の練習をおこなうだめのプ□ブラムを作ってみまし 


よう0 


10 FOR A =2 TO 9 
2 0 FOR B =1 TO 9 
30 C = A 氺巳 

4 0 PRINT 、' ww 一〃 ； A ; U 
巳； 、、= w " 

5 Q PRINT 、' ww 一〃 ； A :、、XJ 
巳： 、'= w " ;C 
60 NEXT 巳 
70 NEXT A 
80 END 


〔始 め) 


FOR—NEXT ループ 


FOR — NEXT ルーフ 


計算を実行 
C = A 氺巳 


問題を表示 


〈 B を1〜9に〉 


\を2〜9に〉 


1： 


解答を表示 


〔終 


このプ□ブラムは、 [enterI を押してい<ことにより、問題を出して次にその答を出してい 

<プ□ブラムです。 

F 〇 R — NEXT ループを2段にして使い、 A 氺 B の式において、はじめに A に2を入れ 、 B 
を1から9まで変化させて、2の項の問題と解答を出します。 

次に A に3を入れ、また B を1から9まで変えて、3の項の問題と解答を出します。 

このようにして、 9の項までの問題と解答を出していきます。 

f このプロブラムでは、外側のループ （10 〜70ライン）を1回実行すると内側のループ （20) 
〜60ライン）は9回実行されます。 

外側のルーフは変数を2〜9まで変えて実行しますので8回実行されることになります。 

I この場合、内側のループは72回も実行されることになります。 y 
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これまで説明しましだ命令などの機能は、ご理解いだだけましだでしようか〒 

これらの機能が使いこなせれば、もう本機の BAS 丨 C は70%理解できたといつてもよ 
いでしよう。 

この項では変数とメモ 1 」一について < わし< 説明します。 

プ□ブラムを作るろえで変数の使いかだが大切になつてきますので、十分理解するよろ 
にしてください。 

3-1) 変数の構成 


変数には数値変数と文字変数があることは68ページで述べましだが、これらにも次のよ 
ラな種類があります。 

数値固定変数 （ A 〜 Z ) 

数値変数 < 数値単純変数 （ AB 、 C 1 など） 

数値配列変数 

輒 文字固定変数 （ A $〜 Z $) 

、文字変数 j 文字単純変数 （ BB $、 C 2$ など） 

文字配列変数 


3-2) 固定変数 

これまでの説明やプ□ブラム例で、変数名を A 、 巳、 C …あるいは A $、 B $、 0$… 
と指定して使用しましだが、これらの変数を固定変数と呼びます。 

固定変数は、変数として使用されるエリア（区域）がメモリー上に独立して確保されて 
おり、このェアにはプロブラムなどが書き込まれることはありません。 

このェアをデータ専用ェ U アと呼びます。 

〈データ専用ェ ij ア〉 
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変数名 


データの記憶場所 



















この囡で示しますように、このエリアは26に区切られており、変数 A 、 変数 B …として 
使用される場所はすべて決っています。 

家た、同じ名前の数値固定変数と文字固定変数は同じ場所が使用され家す。 

® 数値固定変数： A 〜 Z の変数 

仮数部10桁、指数部一99〜99で表わすことのできる数値を扱います。 

® 文字固定変数： A $〜 Z $ の変数 

文字固定変数は最大7字までの文字.記号を扱います。 

3-3) 単純変数 

単純変数は、変数名を AA や B 1 のよろに2文字（あるいはそれ以上）で指定する変数 
です。 

この変数は固定変数のよ〇に、使用される場所は決っておらず、初めて使用しだときに 
メモリー内（プ□ブラム.データエリア内）に自動的に確保されます。 

また、同じ変数名でも数値単純変数と文字単純変数は別べつに確保されますので、 たと 
えば AB と AB $ を同時に使用することかできます。 

なお、単純変数の変数名には英文字と数字を用いることができますが、最初の文字は英 
文字でなければなりません。 

そして、変数名に3文字以上を用いた場合は前2文字のみが有効になります。 

注）本機が持っている関数命令や巳 AS IC 命令は変数名として使用することはできま 
せん。 

例 ） P 丨 、 I F 、 TO 、 〇 N、S 丨 N ……などは変数名として使用できません。 

® 文字単純変数は最大16字までの文字.記号を扱います。 
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3-4) 配列変数 

数学などで、同じ性質の複数彳固のデータを表わすとき、だとえば 


のよラに、1つの変数名に添字をつけて表わす場合があります。 

巳 AS I C でも同様に、 1 つの変数名に （） で囲った添字をつけて、次のように表わ 
すことができます。 
x ⑴、 x (2)、 x (3) …… xdo ) 

このよろに添字をつけて表わす変数を配列変数と呼びます。 

(1)DIM 

配列変数を使用するときは、事前に D 丨 M (ディメンジヨン）命令によって配列名とそ 
の大きさを定義（宣言）しておかなければなりません。 

D 丨 M 命令で定義をすることによって、その大きさの配列変数がメモリ—（ブ□ブラム 
•データエ 1 J ア）上に確保されます。だとえば 

DIM X ⑸ 

は、次の II のよラに配列名 X の 6 個の変数（配列要素）を確保することになります。 
( X (0) から X (5) までの 6 個） 


X (0) 

X (1) 

X (2) 

X (3) 

X (4) 

X (5) 








複数の配列名を使用する場合は、 D 丨 M 命令で1度に定義することができます。 

DIM X (5), 丫⑽， Z $(15) , AB (3) 

添字は理論的に〇〜255までの整数値を用いることができます。 

(だだし、計算機のメモ U — の大きさ、および使用状態によつては添字で指定しだだ) 

I け変数が確保できない場合があります。 ) 

もし、添字が小数部を含んでいるときは小数部は無視され、整数部のみが有効になりま 
す0 

XC 2.4) — X (2) とみなします。 

丫 (0.25) — 丫 （00 とみなします。 

なお、添字は数値変数や数式の形で用いることもできます。 

10 I NPUT A , B 
20 DIM X ( A ), 丫 （ B — 1 ) 
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(2) 一次元配列 

添字が1個だけのものを一次元配列といいます。(リスト変数ともいいます。) 
配列変数はデータの集計などに便利に使える変数です。 

だとえば、次の表を見て<ださい。 


() 内の数字は項目 N 0です。 



国語⑴ 

数学 (2) 

英語 (3) 

物理⑷ 

化学⑸ 

合計⑸ 

平均 (7) 

M 

95 

70 

87 

60 

68 




これは M さんの試験の結果を表にしたものです。 

配列変数を用いますと、この表と同じような考えかだで計算機に記憶させることができ 
ます。 

だとえば、次のプ□ブラムを実行し、データ（各科目の点数）を入力しますと、下の表 
のよろにデータが記憶され、合計、平均が記憶されます。 


10 DIM T (7) 

20 FOR A =1 TO 5 

30 I NPUT 、、 DATA 二〃； T ( A ) 

40 NEXT A 

50 FOR A =1 TO 5 

60 T (6)= T (6)+ T ( A ) 

70 NEXT A 
80 T (7)= T (6)/5 
100 I NPUT、、KAKUN I Nw 
NO . 二？ w 〃 ； A 

110 PR I NT 、、 N 〇 .〃 ；A ; 、、一 
T ( A ); 、、丁 EN 〃 

120 GOTO 100 


配列の定義 

データの入力 
(各科目の点数を入れます) 


合計を求める 

平均を求める 

呼び出しだい項目の No を入れ 
ます （1 〜 7) 

指定しだ項目の点数を表示し 
ます0 


T (0) 

T (1) 

T (2) 

T (3) 

T (4) 

T (5) 

T (6) 

T (7) 


95 

70 

87 

60 

68 

380 

76 


このプ□ブラムで、20〜40ラインを見て<ださい。 

FOR — NEXT ループを使つてデータの入力をおこなうところです。 

ここで30ラインの I NPUT 文に配列変数が使われていますが T ( A ) のように添字が変 
数になつています。 

このようにしておきますと FOR — NEX 丁文により A が1、 2……5と変化するにつ 
れて配列丁の指定も T ( l )、 T (2) …丁 (5) と変化します。 

しだがつて、同じ INPUT 文で丁(1)、 T (2) …丁 (5) に順番にデータを入れていくことが 































同様に 60 ラインでも T ( A ) が使われています。 

このラインは丁 (6) に T ( A ) すなわち T ⑴、 T (2) … T (5) の内容を加えていきます。110ライ 
ンの丁 （ A ) の意味はわかりますね。100ラインの丨 NPUT 文で A に項目のナンバー、た 
とえば6を入力すれば、110ラインの T ( A ) が T (6) と指定されだことになり、その内容 
380 (合計）が表示されます。 

このように配列変数は添字を変数にすることができるだめ、同じプロブラムで自由に配 
列要素（配列の中の個々の変数）ガ指定できるだめ、データがだ<さんあるときはだい 
へん便利です。 

なお、このプロブラムでは丁 (0) を使用していません。これは、この例では0という項 
目がないため、 T (0) からデータを入れるとナンパ—かずれて、使いに<いからです。 
メモ一に余裕がある場合は、このようにすることもよくあります。 



-次元配列 

二次元配列 
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(3) 二次元配列 

本機は添字を2個まで使用できます。 

添字が 2 S のものを二次元配列といいます。(テーブル変数ともいわれます。） 

一次元配列が、いろなれば横一列（あるいは縦一列）の配列だったのに対し、二次元配 
列は縦と横の配列といえます。 

下の囡を見て<ださい。これは 

DIM X(3, 5) 

と定義しだときに確保される変数（配列要素）を表わしだものです。 


X(0, 0) 

X(0,1) 

X(0, 2) 

X(0, 3) 

X(0, 4) 

X(0, 5) 







X(1, 0) 

X(1,1) 

X(1, 2) 

X(1, 3) 

X(1, 4) 

X(1, 5) 







X(2, 0) 

X(2,1) 

X(2, 2) 

X(2, 3) 

X(2, 4) 

X(2, 5) 







X(3, 0) 

X(3,1) 

X(3, 2) 

X(3, 3) 

X(3, 4) 

X(3, 5) 








これは 、 DIM X (5) と定義しだときの囵（1彳〇ページ）と見比べていだだければ、お 
わかりのよ*5に、一次元の配列を4段重ねた形ですね。 

したがつて変数(配列要素)は、横に6個 （5+1 個）のものが縦に4段 （3+1 段）重 
なつていますので、24個確保されていることになります。 

それでは、一次元配列で用いましだ M さんの試験結果の表に、 N さんと〇さんの表を重 
ねて、各科目ごとの3人の合計と平均も求められるプ□ブラムを作ってみましょう。 


名刖 \\ 

国語 (1) 

数学 (2) 

英語⑻ 

物理⑷ 

化学⑸ 

合計 (6) 

平均 (7) 

M ⑴ 

95 

70 

87 

60 

68 



N (2) 

82 

75 

93 

68 

65 



0(3) 

100 

90 

87 

72 

80 



合計 (4) 






\ 

平均⑸ 
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10 DIM T (5, 7) 


配列を定義します。 


20 FOR B =1 TO 3 
30 PR I NT 巳 ； 、\RETUwMEwl RERU 〃 

40 FOR A =1 TO 5 
50 I NPUT 、、 DATA =〃 ； T (巳， A ) 

60 NEXT A 

70 NEXT 巳 — 

A を 1 〜 5 まで変えながら 
M さんの点数を入れ、巳が 
2のとき、まだ A を1〜5 
まで変えながら N さんの点 
数を入れます。 


入カルーフ 

50ラインの丨 NPUT 命令 
の T ( B ， A ) において、 
B で縦の項目を指定し 、 A 
で横の項目を指定します。 
FOR — NEXT ルーフを 

9垂Iフ庙 l,\ R/M (7) 一き 


100 FOR 巳=1 TO 3 

110 FOR A =1 TO 5 

120 T (巳， 6) =T ( B , 6) +T (巳， A ) 

130 T (4, A ) =T (4, A ) +T (巳， A ) 

140 NEXT A 

150 NEXT B 


合計計算ループ 

縦の合計と横の合計を求ダ 
ています。 

120 ラインは各人の合計 
130ラインは各科目の合計 


200 FOR A =1 TO 5 

210 T (5, A ) =T (4, A )/3 

220 NEXT A 

250 FOR 巳 =1 TO 3 

260 T ( B , 7) =T ( B , 6)/5 

270 NEXT 巳 


各科目の平均点を求めます 


各人の平均点を求めます。 


300 INPUT 、、KAKUNINw 
NO • 巳;日 
310 I NPUT 、、N 〇 . A = ? w " : A 
320 PRINT 、、N 〇.〃 ； B ; A ; 、、 ロノ 
T ( 巳， A) ; 、、丁 EN" 

330 GOTO 300 


縦と横の番号を指定して、 
データや結果を表示させます。 
巳が縦の番号、 A が横の番 
号です。 
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T(0,0) 

mi) 

T(0.2) 

T(0.3) 

T(0,4) 

T(0,5) 

T(0,6) 

T(0,7) 









T(1,0) 

T(1,1) 

T(1,2) 

T(1,3) 

T(1,4) 

T(1,5) 

T(1,6) 

T(1,7) 


95 

70 

87 

60 

68 

380 

76.0 

T(2.0) 

T(2,1) 

T(2,2) 

T(2,3) 

T(2.4) 

T(2,5) 

T(2,6) 

T(2.7) 


82 

75 

93 

68 

65 

383 

76.6 

T(3,0) 

T(3,1) 

T(3.2) 

T(3,3) 

T(3.4) 

T(3,5) 

T(3.6) 

T(3.7) 


100 

90 

87 

72 

80 

429 

85.8 

丁 (4,0) 

T(4,1) 

T(4,2) 

T(4.3) 

T(4,4) 

T(4,5) 

T(4,6) 

T(4.7) 


277 

235 

267 

200 

213 



T(5.0) 

T(5,1) 

T(5,2) 

T(5,3) 

T(5,4) 

T(5.5) 

T(5,6) 

T(5, 7"T 


92. 3 … 

78.3… 

89.0 

66.6-- 

71.0 




前記ブ□ブラムでは囡の太い線で囲つだ変数のみを使っています。 


このプ□ブラムで20〜70ラインがデータ入力のループです。 

FOR — NEXT ループを2段に使って、 T ( B , A ) の巳と A の値を変えて、指定す 
る変数を変えています。 

だとえば、はじめに B に1を入れ、 A の値を1から5まで変化させることによって T 
(1，1)から T (1 , 5) までを指定し、次に巳に2を入れて、まだ A の値を1から 
5まで変化させれば 、 T (2,1) から T (2， 5) の変数が指定されます。 

このよラに二次元配列変数は2重の FOR — NEXT ループと組み合わせて使えば、デ 
—夕がいくらあっても、ほとんど同じプ□ブラムの形で使用でき、たいへんに便利です。 

⑷文字配列変数 

配列変数にも文字変数があり、配列名に$ (ドル）記号をつけて表わします。 

DIM Z $(9) DIM XI $(2,1) 

DIM 丫$(5, 4) XI $(0， 1) 二、、 NAKAMURA " 

◎ 文字配列変数の拡張 

文字固定変数は、1彳固の変数に最大7文字、文字単純変数は1個の変数に最大16文 
字記憶できる固定長の変数でしたが、文字配列変数は1〜80文字の範囲で、任意に 
変数の長さを指定することができます。 

DIM C $(9) 氺 30 〇$(0)~〇$(9)の各変数には、それぞれ最大 

30 文字まで記憶することができます。 

DIM N $(5, 4)*6 N$(0 ， 0) 〜 N$(5, 4) の各変数には、それ 

ぞれ最大6文字まで記憶することができます。 

このように、 D 丨 M 文に氺式をつけて、変数の長さを指定します。 

なお、長さを指定しない（木•式がない）ときは自動的に16文字が指定されます。 
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(5) 配列変数を使ラときの注意点 

①同ープ□グラム内で、同じ配列名を再定義することはできません。 

たとえば 、 DIM X (5) と DIM X (3，4) は同じ X といろ配列名になり 


ます。 

もし、定義し直しだい場合は CLEAR 命令 (118 ページ參照)により、変数を消 
去してか5、定義し直して<ださい。 

なお、数値配列変数と文字配列変数は別べつに確保されますので、だとえば配 
列 Z と配列 Z $は同時に使用することができます。 


②配列変数の添字として、文字列を用いる関数 ( ASC 、 VAL 、 LEN ) を使用 
することはできません。 


DIM 巳 （ VAL 、、12〃) 


のような形で使用しますとエラーになります。 

③ RUN 命令によりブログラムを実行しだとき、それまでにメモリ—上に確保さ 
れていだ配列変数は消去されます。 （129 ページを参照） 

G 〇丁〇命令や定義付けキーによるプロブラムの実行では、変数は消去されま 
せん。 

しだ がって一度実行しだプ□ブラムを G 〇 T 〇命令などで再実行させるとき、 
DIM 命令の書かれているラインを実行させると、同じ変数名を再定義するこ 
とになり、 エラー （ERROR 3) になります。 

④ 配列 A を使用するときは特別な注意を必要とする場合がありますので、 119 ペー 
ジをご参照 <ださい。 
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プ□ブラム 


容量 

3534バイト ( PC —1401) 
9678バイト （ PC -1402), 


データ 


3-5) メモ U —の構成と変数 

本機のメモリーの中で、通常ブ□ブラムやデータを記憶するだめに使用されるのはプロ 
ブラム，データエ ij アとデータ專用エりアです。 

〈プ□グラム • データエリア〉 

プ□ブラムかこちら側から書き込まれ 
ていきます。 


0(1 )や巳（5, 8) のような配列変数、 
及び AA や B 1 $のよろな単純変数 (2 
文字変数)はこち5側か5確保されます。 


固定変数 
(26 メモリー) 


メモ 1 」一はこの121のような構成になつています。プ□ブラム.データエ| J アはブ□ブラ 
ムメモり一、データメモ 1 J — (配列変数、単純変数）のいずれにも使用す S ことのでき 
るメモり—です。0で示しますように、プ□ブラムと変数はそれぞれ逆方向から書き込 
まれ、確保されていきます。これに対して専用エリアは常にデータメモリー（変数）と 
して確保されています。通常、データメモ ij 一（変数）として使用できるのはこの2種 
類のメモリーエリアですが、プ□ブラム.データエリアを使用するときは書き込まれて 
いるプロブラムの長さによつて変数として使える大きさが変ってきますので注意が必要 
です0 


〈データ専用エリア〉(容量208バイト) 


26 

Z あるいは Z $ 


25 

Y あるいは Y $ 





2 

巳あるいは B $ 


1 

A あるいは巳$ 



010203 . 


117 















次に各変数を確保する場合に使用するバイト数およびプ□ブラムの各命令などの占める 
バイト数を記しておきますので参考にして<ださい。 


変 数 

変数の名前 

データ 

数値変数 

7パイト 

8バイト 

文字変数 

7バイト 

配列変数 

指定されたバイト数※ 

单純変数 

16ハイト 


※だとえば DIM B $(2, 3)*10 と指定しだ場合は、10文字を記憶できる変数 
を12個確保しますが、これに使用するバイト数は 

7バイト(変数名)+10バイト(文字数) X 12個=127バイト 

になります。 


構成要素 

ラインナンバー 

命令文、関数 

その他1 enter) 

使用バイト数 

3バイト 

1ハイト 

1パイト 


3-6) 変数をクリア(消去)するには ( CLEAR ) 

® 個/7の変数をク 1 J ア(消去)するには次のようにします。 

m A ° 1数値変数は0を代入することによりクリアします。 

B ⑴=0 | 

A$ !文字変数は、、〃を代入することによりク U アレます。 

C $ = xx// 1 

(、、〃 を代入するといラことは文字変数を文字がない状態にするといラことです。) 

1この状態を NUL (ヌル）あるいは NUL 状態と呼びます 。 （NUL : NULL ) ノ 

® CL EAR 命令(クリア） 

すべての変数を一度にク U アするには、 CLEAR 命令を実行します。 CLEAR 
命令の一般形は次のよラになります。 

CLEAR 

この命令が実行されれば 、 D I M 命令により確保されていだ配列変数や、単純変数 
は消去され、固定変数の内容もすベて消されます。 

•この命令ではプ□ブラムはクリアされず、保護されます。 
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3-7) 変数 A () について 

固定変数はデータ專用エ u アを使用していますが、このデータ専用エ ij アを配列変数と 
同様の添字つき変数として指定することができます。 

固定変数は A 〜 Z ( A $〜 Z $) の26本あります。これにそれぞれ1〜26の番号を割り当て、 
AC 1)〜 AC 26) あるいは A $(1) 〜 A $(26) とすることにより、添字つき変数として指 
定されます。すなわち、 A (1) は A と同じであり、 A (2) は B と同じ変数になります。 

だだし、すでに D 丨 M 命令により配列 A あるいは配列 A $ が定義されている場合は、固 
定変数を添字つきの変数として指定することはできません。だとえば 

DIM A (5) 

により配列 A が定義されているときは、プ□ブラムデータエリアに AO 0 O 〜 A (5) が確 
保されていますので、 A (2) を指定した場合は固定変数 ( B ) ではなく、ブ□ブラムデー 
タエリアに確保されている A (2) を指定したことになります。 

また、だとえば A (9) とした場合は配列の定義外の指定とみなされて エラー （ERRO 
R 3) になります。 

逆に、固定変数を A () の形で使用しだ場合は D I M 命令によ 1 0配列 A 及び配列 A $ を定 
義することはできな < なります。 

だだし、 CLEAR 命令により変数をク U アすれば定義可能になります。 

® 添字を27以上にした場合 

DIM 命令により配列 A の定義がおこなわれていないときに、 A () の形で添字を 
27以上にしだ場合は、固定変数の延長として、プロブラム•データエ ij アにその変 
数が確保されます。 

だとえば A (35)=5 を実行すれば、プ□ブラム.データエリアには A (27 ) 〜 A 
(35) の変数が確保されます。 

A (27) 以上の変数は配列変数として扱われますが、ほかの配列変数と違って次のよ 
ラな注意が必要です。 
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1.SB 列を分けることはできません。 

次のように配列が分かれるよろな場合はエラーになります。 

10 DIM B(2) 〈プログラム•デ-タエリア〉 

20 A (28) =5 
30 巳 C=12 
40 A (30)=9 


このフ□クラムを実行しますと、右図のよう一 1 
な形で、変数が確保され、40ラインの実行で 
A (29)、 A (30) を確保しようとしだとき 、 A 
() の配列が2つに分かれるだめ、エラー 
(ERROR 3) になります。 

2. 同じ添字の数値変数と文字変数は共存できません。 

だとえば、 A(30) と A$(30) は同じ場所を使用することになりますので、同時 
に使用することはできません。 

3. 二次元配列にしだり、格納文字数の指定はできません。 

A$ () は最大7文字まで記憶できる固定長の変数になります。 

4. 添字が0の変数は存在しません。 A(0) や A$(0) を指定するとエラーになり 
ます。 


A (30) 


A (29) 



B (0) 
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定義付けプログラム 


本機はプ□ブラム • データエリアの容量内であれば、何本でもプ□ブラムを書き込むこ 
とができます。 

そして、プ□ブラムが複数本書き込まれているときに、2番目以降のプ□ブラムを実行 
する場合は、次の方法でスタートさせることができます。 

① RUN ラインナンバー [enter] 


② GOTO ラインナンバー SnM ] 


この方法により、指定したラインからプ□ブラムの実行か'開始されます。この方法では 
操作に手間がかかり、まだ、ラインナンバーを常に知っていなければならず、なかなか 
わずらわしいものです。このようなとき、プロブラムラインの始めに、、八"や、、の 
ようにラベルを書いておくことにより、_ m や_ CE と押すだけでプロ 
ブラムの実行を開始させることができます。 

定義付けとは、ブ□ブラムを下に示します18のキー（定義付けキー）のどれかに割り当 
てることです。 

これらのキーに対 ft する文字、記号をラベルとしてラインナンバーのすぐ後に書き込ん 
でおけば、_ m 、_ cs 、……と押したときに、そのキーに対！®するラ 
ベルの書かれているラインからプ□ブラムが実行されます。 


50 
120 
210 


ラベル A 

、、八 〃： I NPUT A 

厂ラペル S 

、、 S 〃 ： N =0 : T =0 

厂ラベル D 

、、 D 〃 ： CLEAR 


W 定義付けキー 

定義付けのできるキーは次の18キーです。 

ch EucscDcacEjmcgimm 

(XI SDCECECEmm 國 
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. サプルーチン （ GOSUB 、 RETURN) 


ある一連のプ□ブラムで、何回も同じ計算や処理が出てくる場合に、その部分を抜き出 
してプ□ブラムしておき、必要に®じてその抜き出したプロブラムを実行しに行くよう 
にすればブ□ブラムを短かく、また簡略化することかできます。 

たとえば、次の左図のように共通部 ( B ) かあるとき、その部分を抜き出すと（サフルー 
チンにすると X 右囡のようになります。 


サフルーチンへのジャンプは、 GOSU 巳命令（ゴーサフ）によりおこないます。 
サブルーチンのおかれているラインナンバー（あるいはラベル）を GOSU 巳の後に続 
いて書いて、サフルーチンジャンプを指示します。 

また、サブルーチンの最後には RETURN 命令（リターン）を書いて、メインルーチ 
ンへの復帰を指示します。 

メインルーチンへ復帰しだときは、 GOSUB のあつだ次の命令を引続き実行します。 


〈例〉 


•500 巳 = A*C 


100 GOSUB 500 : I F C=A 


200 GOSUB 500* 


〆〆 


-^590 RETURN 
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參サブルーチンの中にサフルーチンを入れることもできます。この場合、10段まで深み 
をもたせることができます。 

サフルーチン サフルーチン 

(1 段目） （2 段目） 



• GOSUB 命令の一般形は次のよろになります。 
GOSUB 式 

あるいは 

GOSUB “文字” 

GOSUB 命令の指定の形は GOT 〇命令と同様です。 
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〈ブ□グラム例〉 


直交座標上の3点を直線で結んだとき、その直線 

で囲まれだ三角形の面積を求めるプ□ブラム 
Y 


P .( X „ Y .) 



X 


0 


〈ヘロンの公式〉 

a ノ 



辺 a 、 b 、 C において、三角形の面 
稹 S は 

S=v t (t — a)( t —b)( t-c) 


ただし、 t : 


a + b + c 


i0：DIM X(3) ， Y(3) 

28：FOR N=1 TO 3 
30:INPUT v X= v ?X(N)j V Y= V 
； Y ( N ) 

40：NEXT N 

50:M=1:N=2: 60SUB 208 
60 ： A=R 

70:1*1=2 ： N=3 ： GOSUB 200 
88 ： B=R 

90 ： M=3 ： H=1 ： GOSUB 200 
108 ： C=R 

U8 ： T=(A+B+C)/2 

120:S=T(T*(T-A)*(T-B)*(T 

-C>> 

130SPRINT USING 
tt v ; v S= v ;S 
148：END 

200： REH HEN NO NAGhSA 
2105P=X(M)-X(N) 

22 0 ： Q=V(M)-Y(H) 
230 ： R=4*(P*P+Q*Q) 

248：RETURN 



① 


プ□ブラムスタート後、各点の X 座標、丫座標の値を入力すれば、面積 S が求められま 
す。プ□ブラムでは、各点の座標から、辺 a 、 b 、 c の長さを計算し、ヘロンの公式よ 
り、面積 S を求めています。 

なお、各辺を計算するプ□ブラムをサブ)しーチンとして200ライン以降に書いています。 
注）200ラインは REM 文といって、プ□ブラムチェックをおこなうときなどに、わかり 
やす<するだめに注釈を入れる命令で、プ□ブラム実行時は無視されます。 

(133 ぺージ参照） 
























































6. 表示に関する BAS 


6-1) フオーマツト指定 （ US 丨 NG ) 


US I NG 命令（ユージンブ）は数値などを表示するときに、その表示フォーマツトを 


指定します。 

oUSING 命令の一般形 


① USING 

② USING 

③ USING 

④ USING 


⑤ USING 
⑧ USING 
⑦ USING 


”せ#社〃 符号を含めて整数3桁を表示 

社#.〃 符号を含めて整数3桁と小数点を表示 

ヽ\拉せ it . せ〃符号を含めて整数3桁と小数点と小数点以下 
2桁表示 


せせへ〃小数以下2桁までの指数方式での表示 
このとき、仮数部の整数は符号を含め 
て2桁、指数部は符号を含めて4桁 
( E —〇〇)が自動的にとられます。 
&&&&&〃 文字を6桁表示 
、、甘せ过&&&&"数値と文字を同時に指定 
フォーフツト指定を解除 


oUS I NG 命令に続<、、〃内の記号はそれぞれ次の指定をおこないます。 


せ数値の桁数を指定 

整数部桁数： 2〜11桁（符号を含む） 

指定桁より数値のほうが少ないときはその分だけスペース表示 
になり、多いときはエラーになります。 

12桁以上指定した場合はすべて11桁の指定とみなされます。 
小数部桁数： 〇〜12桁（浮動小数点表示のときは〇〜9桁） 


& 


指定桁より数値のほラが少ないときはその分だけ0表示になり 
多いときはその分だけ切捨てられます。 

小数点の表示を指定（整数部と小数部の区切りを指定） 

数値の浮動小数点表示（指数方式）を指定 

整数部の指定桁にかかわりな<、仮数部の整数桁は2桁（符号 
を含む）になります。 

小数部の桁数を9桁以上に指定しだ場合、仮数部の小数桁は9 
桁になります。 

文字列の桁数を指定 


指定桁より文字数が少ない場合はその分スペース表示になり、 
文字数が多い場合は指定されだ桁分だけ表示します。 
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oPR I NT 文の中に US I NG 文を含め 、 PR I NT US I NG 文として使います。 

10:B= -10 ， 1 >10.7703 
20:PRINT USING V ?AUU V 
； V B V ； B ； V ^C = V ； USING 

mt.nrwz 

30:END 

「B ]0 C: 10.778 


OUSING の解除 

US I NG 

us ING で表示フォーマツトの指定をおこないますと、以降に実行される PR IN 
T 命令、 PAUSE 命令には、すべてそのフォーマツト指定が有効になりますので、 
不必要なときは本命令によってフォー7ツト指定を解除しておきます。 


10 ： A=34 
28 ： C=A/B 
30 s IJSIWG 
40:PRINT 
50：PRINT 
60：PRINT 
70：END 


B = 


v uutr 

V A = V 5 A 
V B= V ；B 
USING r 


C= V ；C 


10:A=34 ， B=7 
20 ： C=A/B 
30：USING 
49：PRINT 
50：PRINT 
60 ： 1JSIHG 
T0：PRINT 
80:END 


unn v 

A= V ;A 

B= V ；B 

C= V ；C 


60 ラインの US I NG によりフォーフツト指定を解除しています。 


oUSING 文を単独に使います。 

i0 ： A=12.3jB=-34.56T8 
28：USING •，: 

30：PRINT A；B 
40：END 


表示例 12.300 -34 n 567 


1 1 スベ—ス 

〕スぺ—ス 

11スぺ—ス 
13スぺ—ス 


L _ J スベ—ス 


1—1 スぺ—ス 
〕スぺ—ス 
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US ING 文を使用する場合のご注意 

US ING 命令により、表示フォーマットが指定されている場合、 PR 丨 NT 命令の形 
によつては指定されだフ ォー フットで表示できな<なり、 エラー （ ERROR フ）に 
なります。 （185 ページを参照<ださい。） 

① 「PR I NT 式」の場合は、 US 丨 NG で指定された総桁数が16桁を越えている 
とエラーになります。 

ただし、整数部の指定桁が11桁を越えているときは、越えた部分が無視されます。 

_16 桁 _ 

10 US 丨 NG 々讧拄扛社竑讧社廿钍竑扛讧お:#.拄扛扛: it " 

11桁 

——11桁を越えだ部分は無視されます。 

② 「PR I NT 式，式」の場合は 、 US I NG により固定小数点方式が指定されて 
いるとき、整数部（符号、小数点を含む）の桁数が8桁を越えているとエラーにな 
ります。 

③ 「PR I NT 式；式」の場合は、エラーになりませんが、表示される桁は左から 
16桁目までです。 

なお、10進->16進変換の結果 （16 進数値）を表示するとき 、 US I NG により浮動小数 
点表示方式（指数表示）が指定されている場合は エラー （ERROR 7) になります。 


この指定の場合、 

総桁数は 16 桁とみ 
なされるため、ェ 
ラーになりません。 
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6-2) 表示時間の指定 （ WAIT ) 

WA I T 命令（ウェイト）は 、 PR I NT 命令によるプロブラムの停止時間を指定する 
命令です。 WA 丨 T 命令による指定は PR 丨 NT 命令のすべての形に対して有効で、プ 
□ブラムは指定された時間だけ停止し、その後、自動的に実行を再開します。 

〇停止時間は次のよろに指定します。 


WA I T 式 


式の値により、決められている時間だけプロブラム実行を停止して内容を表示し、そ 
の後プ□ブラムの実行を再開します。 

式の値は〇〜65535まで指定できます。なお、式の値1は約1/59秒に相当します。 
oWA I 丁指定の解除 


WAIT 


WA I T での指定は、以降の PR 丨 NT 命令に対してすベて有効となるため、時間を 
無限にしだいときなどは、本命令によつて時間指定を解除して<ださい。 


10 : HIM M (0)*28， Ei (0 W 2 —配列変数の定義 


20 ：UAIT 20 
30： INPUT 

40： B = LEN Ei (8) 
50： E $(0)= V O V 
b 0 ：FOR C =1 TO B 
70 SPRINT E 多 (0> 
80 :E$( 0 )= V 」 +W 0 ) 

90 :NEXT C 

100 -.WAIT : PRINT E $<0) 


—停止時間を指定 
—名前を入力して<ださい。 

. 文字数を数えます。(名前が何文字かを数えます。） 
卜 E $ に、、0〃 を代入 

— 1〇を左から右へ名前の文字数分動かします。 

動<スピードは20ラインの WA I T 文で指定され 
よ9 〇 

-停止時間の指定を解除し、名前を表示します。 


注）し EN は文字列の文字数を求める関数です。 
145ページを参照して < ださい。 


6 — 3) ポーズ （ PAUSE) 

PR I |\]丁命令が表示をおこなってプ□ブラムの実行を停止、あるいは VVA I 丁命令に 
より停止時間が指定されるのに対して、この PAUSE 命令（ポーズ）は停止時間が一 
定⑽ .85 秒)に決っており、その時間だけ表示をおこなって次のプ□ブラムに実行が移 
るところが異っているだけで、そのほかは PR 丨 NT 命令と同じです。 
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=フ□グラムの実行開始方法と、スタ-卜状態の違いにっいて二 

プ□ブラムの実行開始方法には次の方法があります。 

① RUN 命令によるもの 

RUN 1 enter | 

RUN 式 「ENTER | 

RUN 、、ラベル " 

② G 〇丁〇命令によるもの 

GOTO 式 1mter| 

GOT 0 ヾラベル " I ENTER 1 

• GOTO [enterj ではエラー （ ERROR 1) になります。 

③ 定義付けキーによるもの 

ME に続く A 、 S 、 D 、 F …… 

これらの開始方法により、変数のク ij アや、状態の解除などに違いがあります ので 次に 
爪します。 


RUN による実行 

GOT 〇による実行 
定義付けキーによる実行 

•表示フオーマット （ US 丨 NG ) 指定を 
解除 

♦表示フォーマット指定を保持 

♦ウェイト (WA 1 T ) 指定を解除 

馨ウェイト指定を保持 

籲配列変数をク | J ア& 

♦配列変数を保持 

(D 1 M 指定を解除） 

(D 1 M 指定を保持） 

♦ FOR — NEXT スタック 

參 FOR — NEXT スタック 

0〇311巳スタックをクりア 

GOSU 巳スタックをク ij ア 

• READ 文に対する DATA の初期化 

• READ 文に対する DATA の初期化 
はおこなわない。 

•PR 1 NT=LPR 1 NT 指定を解除 

•PR 1 NT = LPR 1 NT あるいは 

(PR I NT = PR 1 NT を指定） 

PR INT = PR 1 N 丁の指定を保持 


※ RUN 命令によりプロブラムを実行しますと、それまでメモり 一 （プ □ブラム. デ ー 
タエ 1 」ア）上に確保されていだ配列変数 （ D 丨 M 指定）、単純変数および A (27) 以 
上の変数は消去されます。 

だだし、固定変数 （ A 〜 Z あるいは A $〜 Z $) は保持されてぃます。 
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7. そのほかの BAS IC 


7-1) READ と DATA、RESTORE 
(リードとデータ、リストア） 

(1)READ と DATA 

変数にデータを入れる（代入する）方法として、 LET 々 I NPU 丁のほかに RE AD 
命令と DATA 命令の組み合わせがあります。 

これは READ に続いて変数を書き、そのデータを DATA に続いて書きます。この場 
合の一般形は次のよいになります。 


READ 変数，変数 , 


DATA 式，式 ，…… （ DATA 文字列，文字列 ，…… ) 


50 : READ 

110 : DATA 
120 ： DATA 

200: READ 


A ， 巳 

3, 4， 5 

60,、、 G ゴ， 、' H ゴ 

C, D, E$, F$ 


A には3、巳には 4 が代入されます。 


C には5、 D には60、 E $ には XV G =" 
F $ には 、、 H =〃 が代入されます。 


このように READ の後の変数と、 DATA の後のデータは1対1で対 1 ®します。しだ 
がって変数の形とデータの形が一致していなければなりません。すなわち、数値変数に 
対)®するデータは数値でなければなりませんし、文字変数に対！®するデータは文字列で 
なければなりません。 

1つのプ □ブラムの 中に何回でも READ 文および DAT A 文を書くことができますか 
データは 何ラインに分けて書いても—連のデータと見なされ、若いラインのデータから 
順番に変数に代入されます。 

また、複数のプロブラムが書き込まれ、それぞれのプ□ブラムに DATA 文がある場合 
でも、それは一連の データと 見なされます。 

したがって、それぞれのブ□ブラム内のデータを使用するときは、プ□ブラムのスタ— 
トラインに、次で説明の RESTORE 命令を書き込んで<ださい。 
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(例) 


10 ； REhD a，b 
」 0 : b = .i (. A * A+B * B.) 

38： REhB C ， Ii ，E 生 ， H 
40 ： H=i> COS D 
50：PRINT E$;G;WH 
60 ： 3hTA 31.4,5 
70：DATA 60 ， V G=V し H= v 
88：END 


A には 3、 巳には 4 が代入されます。 

〇には5、 D には60、 E $ には、、 G 二"、 
F $ には、、 H 二〃が代入されます。 


(2) RESTORE 

READ 命令の実行時、 DATA 命令で指定されているデータのどのデータを読み込む 
かは常に計算機に記憶されていますが、この読み込むデータの順番を強制的に変えると 
きに使用します。 

RESTORE 式（あるいは REST 〇 RE 、、ラベル〃） 


この形の場合、この命令を実行しだ次の READ 命令の変数には、 REST 〇 RE 命 
令の式の値（あるいはラベル）で指定されるラインに書かれている DA 丁 A 命令の最 
初のデータから1対1に対)®して代入されます。 


(例）10 DATA 10, 20 
20 DATA 30, 40 
30 DATA 50, 60 


100 READ A , 巳， C , 
110 RESTORE 20 
120 READ E , F , G , 


A 、 巳、 C 、 D にそれぞれ、10、20、30、 40 
qJ J が代入されます。 

Es Fs Gs H にはそれぞれ30、40、50、 60 
-が代入されます。 


RESTORE 

この形の場合、この命令を実行しだ次の READ 命令の変数には、ブロブラムの最も 
若いラインに書かれている DATA 命令のデータが1対1に対]®して代入されます。 
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7-2)ON GOT 〇、〇 N GOSUB 

⑴〇 N GOT 〇命令（オン•ゴートゥ） 

GOTO 命令についてはすでに述べましたか、 ON GOTO 命令は GOTO 命令 
の機能を拡大したものです。〇 N G 〇丁〇命令の—般形は次のようになります。 

ON 式 GOT 〇式!，式 2 ,式…… 

(〇 N 式 GOT 〇、、ラベル〃，ラベル〃，…） 

この命令では〇 N の次の式の値が1の場合は G 〇 TO に続いて書かれている式1で 
示されるラインへジャンプし、〇 N の次の式の値が2の場合は式 2 で示されるライ 
ンへとジャンプします。もし、式の値が、1より小さいとき々 G 〇丁〇に続いて書 
かれて いる 式の数よ 1 0大きい値のときは 、 ON GOT 〇命令の書かれている次の 
ラインへ実行が移ります。 

(例） 

50 : ON A GOTO 100,110，120 

: A の値が1のときは100ラインへ、2のときは110ラ 

； インへ、3のときは120ラインへ、ジャンブします。 

A の値が、1、2、3以外のときは、次のラインへ 
実行が移ります。 

10: DIM 0)*24 
28 ： INPUT v i ， 2,3 ， H%A 
30:ON A GOTO 100 ， 110 ， 12- 
0，130 

405 GOTO 28 
50:X$(0>= VV 
60：FOR S=1 TO B 
T0 ： X$(0)=K-K0)+Z$ 

80：NEXT S 

90:PR I NT X$(0 )： GOTO 2@ 

180 ： E=2 ： Z^= v h v : GOTO 50 
110 ： B=5 ： Z$= V B V ： GOTO 50 
120 ： B=ii ： Z$= v C v i GOTO 50 
130 ： B=4 ： Zi= M ABC ^ v ： GOTO 
50 

(2) ON GO SUB 命令（オン•ゴーサブ） 

ON GOTO 命令と同じ形で指定すれば、 ON に続く式の値により、 GOSUB 
に続いて書かれだ式あるいはラベルで示すラインへサブル—チンジャンプします。 

注） GOT 〇および GOSUB に続く式には、二次元配列変数(⑴， 2)、 B (5’ 
3) など）を使用することはできません。 


110ラインべ、3のときは120ラインべ、4の 
ときは130ラインへジャンプします。 

A の値が、1, 2, 3, 4以外のときは、次 
のラインへ実行が移ります。 
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7-3) REM (リマーク） 

この命令は、プ□ブラムの実行には関係なく、プ□フラム ij ストなどをわかりやすくす 
る目的でプロブラムの先頭や途中に注釈を入れてお<ものです。 

( 例 ）10 REM K I NR I wKE I SAN 
200 REM SUBROUTINE 


7-4) STOP (ストップ） 

この命令はプ□ブラムの一時停止命令です。この命令を実行しますと 「BREAK 
IN 200」のように、実行しだラインナンバーを持ったブレークメッセージを表示し 
て実行を停止します。 

( 例） : 

60 : STOP 


STOP 命令により実行か一時停止している状態（ブレーク状態）のときはマニュアル 
操作が可能になるだめ、変数の状態を調べたり、変数に数値を代入しだりする場合によ 
<この命令が使用されます。 

• STOP 命令により停止しだ実行を再開させるときは c 〇 NT fi^l と操作して 
ください。 


7-5) CONT (コンティニュー） 

CON 丁命令は、プ□ブラムの実行が一時停止しているときに、プ□ブラムの実行を再 
開させるための命令です。したがつて、この命令はプ□ブラムに書き込む ことは できず 
RUN モードでのマニュアル操作でのみ有効となります。この命令の一般形は次のよ ラ 
になります。 

CONT 1 enter! 

春プ□ブラムの一時停止状態（プレーク状態）とは次の状態です。 

① ブ□ブラム実行中に STOP 命令で一時停止しだ状態 

② プ□ブラム実行中に^キーを押して一時停止しだ状態 

③ そのほか、 PR 丨 NT 命令の実行などにより実行か停止している状態 
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7-6) AREAD (オートリード） 

この命令は定義付キーにより、プ□ブラムの実行を開始しだとき、表示されていだ内容 
を指定された変数に読み込む命令で、定義付プ□ブラム（121ページ参照）で、ラベルに 
続いて書きます。 

この命令の一般形は次のよいになります。 

AREAD 変数 

(例）1 0 、' A 〃： AREAD A 
100、、巳 " ： AREAD A $ 

〇この命令は、プ□ブラム実行開始直後以外はスキップ（無視）されます。 

〇プ□ブラムの実行を開始したとき、表示がプ□ンプト表示になつていたときは、指 
定されている変数はク 1 J アされます。 

〇プ□ブラムの実行を開始したとき、 PR 丨 NT 命令による表 m かなされていたとき 
は、次の内容が読み込まれます。 

/だとえば次のようなフ□ブラムを実行した場合、 

10 、' A " : PR 丨 NT、'A 巳 C " , 、、 DEFG " 

20 、、 S 〃： AREAD A $ ： PR I NT A $ 

RUN モード 

画团 — ABC DEFG 
、画 QJ — DEFG > 

• PR | NT 式，式あるいは PR 丨 NT 、、文字〃，、、文字〃により表示がなされてい 
た場合は右測に表示されていだ内容が読み込まれます。 

• PR | NT 式；式；式…により表示がなされていた場合は最初（いちばん左）に表示 
されていだ内容が読み込まれます。 

• PR I N 丁、、文字"；、、文字〃；、、文字"…により表示がなされていた場合は最後に 
指定されている文字が読み込まれます。 
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8. 特別な機能 


8-1) 乱数関数 （ RND ， RANDOM ) 

(1 )RND 命令(ランダム） 

RND 命令は乱数を発生させる機能を持つ関数です。 

RND X において X の値により次のような乱数を得ることができます。 

oX が1以上の場合 

X が整数のとき： 1から X の値以下の乱数を発生します。 

(1 SRNDXSX) 

X が小数部を含むとき： 1から X の整数部に1を加えた値以下の乱数を発 

生します。 （1 SRNDXS (丨 NT X )+1) 

だだし、この場合は小数部の値によって乱数の発 
生に差が出ます。 

〇 X が負数の場合： 直前に発生した乱数(あるいは乱数列)と同じ乱数を発 

生させるために、初期値を一定にします。 

oXifO から1未満の場合：1未満の乱数を発生します。（〇く rnDX く1 ) 


(例） 10：Din 3(7:) 

20: FOR A =0 TQ 1 
30:3= RND -1 i 

40：FOR B =0 TO 3 
58:B(B+_)= RND 9 
60 ： NEXT B 
70：NEXT A 
S0SU5ING K ， U ,f 
98 ：PRINT 3(0)； B (1)； B (2) 

53(7) 

108: END 


30 ラインの代入分は同じ/彳ターンの乱数を 
発生させるために入れています。 

このラインを削除すれば同じ/ X ターンの乱 
数は発生されな < なります。 

(変数 D は、 D にかぎらす、フ□グラム内 
で他に使用していない変数であればよい。） 


表示例 



4個の乱数を2回表示させています。 


〇乱数の有効桁数は10桁です。 
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(2) RANDOM 命令（ランダマイズ） 

RND 命令の使用に先立って乱数のタネを植えつけるものです。 

RND は電源オンからやり直すと、常に同じ乱数を発生します。しかし、電源オン 
後に RANDOM 命令を実行すれば同じ乱数を発生することは、まず、な<なりま 
す0 


(例） 

10: RANDOM 


8-2) I NKEYS (インキードル） 

プ□ブラムの中で、この命令が実行されたとき、いずれかのキーが押されていれば、そ 
の内容を読み込んで指定された変数に代入します。なお、このときのキー操作に対して 
の表示はおこなわれません。 ♦ 

INKEY $ の一般形は次のようになります。 

文字変数=丨 NKEY $ 

(例） 

18:Z5= INKEY$ —| このラインをくり返し実行し、 

20 ： IF Z$= ” THEN 10 — I キーが押されるのを待ちます。 

30:PRIN 了 v — v — v 
40:GOTO10 

〔プロブラムの実行を終了するときは H S と押してください。〕 


⑱丨 NKEY$ を使用するときのご注意 

① プ□ブラムのはじめに INKEY $ tf ありますと、プ□ブラムをスタートさせだと 
き、 スター トキーを読み取ってしまうことがありますので、注意が必要です。だと 
えば、上記のブ□ブラムにおいて 

10 、、 Z " : Z $= 丨 NKEY $ 

として 、 （MB [ XI でプ□ブラムを スター トさせたとき、 SD キーが読み取ら 
れる場合かあります。 

② riNTERl 、 _ 、_、 _ 、 [T] N CtH N S N E キーガ 
丨 NKEY$ に読み取られだ場合、その内容は NUL (空白）になります。 

なお、@ キーは プロ ブラムの一 時停止キ—（ブレークキー）として働きます。 

③ INKEY$ 命令は M キーや _ キーが 押されていれば、その キーを 読み込 
みます。しだがって 、 M キーに 続いて押しだとき に _<機能々入力される記号 

fDEFl キーに 続いて押しだときに_<機能などを読み込むことはできません。 
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8-3) 音発生機能 （ BEEP ) 

本機には音発生機能がついていますので、プ□ブラムの途中で音を出し、計算機の操作 
をより効果的に、まだ燊し<することができます。 

® 巳 EEP 命令（ビープ） 

BEEP 命令は音の発生（発生回数）を指定する命令です。 BEEP 命令の一般形 
は次のようになります。 

巳 EEP 式 

式の値で示す数だけピ音を発生します。 

式の値は整数部のみ有効で、9.999999999 E 99 以下の正の数値でな<てはなりませ 

hjo 


( 例 ) 


50 


BEEP 5 


—ピ音を 5 回発生 
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8 — 4) MEM (メム） 

プ□ブラム.データエ 1 j アの中で空いている部分（プ□ブラム、配列変数などで使用さ 
れている部分以外）のバイト数を確認するだめの命令です。この命令の一般形は次のよ 
ろになります。 

MEM 

MEM l E - N Tig 


MEM 1 enter ] でこの部分の 
バイト数を表示します。 


A=MEM 

ブ□ブラム.データエ 1 J ア 

川川 I 川 I 川 I 川11111⑴川川 11111111111111111111711] 

プ□ブラム V 

f L 

1111111111111111111111111111111111111111111111111 tunll 


li 川 iw 川 ii 川 miiiiiiiiiiiiiiiiiii ⑴ mi 川川 " け I 

1 / 単純変数、配列変数 

li f 

11111111111111111111111 /iiiiiiiiiiiiiiiiiiwniiiiiiiiL 


•プ□ブラムの大きさ（バイト数）は、次の操作で求めることができます。 

RUN モード 

CLEAR Unter ] (単純変数や配列変数などを消去します。） 

3534 — MEM riNtERl ―ブ□ヴラムのバイト数を表示 
PC -1 402の場合は9678にしてください。 
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8-5) 論理積、論理和、否定 ( AND ， 〇 R ， NOT ) 


(1) 論理積 ( AND : アンド） 

論理積は次のよラな値を取る関数です。 

1 AND 1=1 
1 AND 0 =0 
0 AND 1=0 
0 AND 0 =0 


たとえば 41 と 27 の論理積 （ AND ) を計算する場合は、これらの数値を2進数に変 
換して、それぞれの桁の AND を取り、その結果を10進数に変換します。 


41 AND 27 = 9 


AND ぐ 


101001 
011011 
001001 _ 


41 

27 

1 


(2) 論理和(〇 R : オア） 

論理和は次のよラな値を取る関数です。 

1 OR 1=1 
1 OR 0 =1 
0 OR 1=1 
0 OR 0 =0 


たとえば 41 と 27 の論理和 （ OR ) は AND 命令と同様、2進数に変換して、それぞ 
れの桁の〇 R を取りその結果を10進数に変換します。 

41 OR 27=59 
<-101001……41 
\011011……27 
111011……59 
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(3) 否定 （ N 〇 T : ノツト） 

10進数を16桁の2進で表わすと次のよラになります。 


10進 

3276.7 

16桁の2進 

0111111111111111 

:2 

0000000000000010 

1 

0000000000000001 

0 

0000000000000000 

-1 

1111111111111111 

一2 

1111111111111110 

一3276.8 

1000000000000000 


ここで2進数0000000000000001の否定 （ NOT ) を取りますと次のようになります。 
NOT / 0000000000000001 
(否定 ） L 1111111111111110 

このように、各桁の1を〇に、〇を1に反転することを“否定 ( NOT ) を取る”と 
いいます。さて、いま1と NOT 1を加え合わせると、どうなるでしようか。 

0000000000000001 ( 1 ) 

+) 1111111111111110 (NOT 1) 

1111111111111111(一1 ) 

このよ〇にすベての桁が1になります。これは上記の数値表で見ると、10進数では 
一 1になります。 

すなわち、1 + N 〇丁1ニー1となります。 

このように数値 X とその否定 （NOT X )の間には 
X + N 〇丁 X ニー1 
の関係があります。 

このことから NOT X = — X — 1 
すなわち NOT X ニー （ X +1) 

の関係式が導き出されます。 

この関係式から 

NOT 〇ニー1 
NOT —1=〇 
NOT -2=1 

となることがわか 1 0ます。 
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8-6) 条件式の結合 （ AND ， OR ) 

これまで 、 I F 文の中で使用しました条件式は 

A >5 

A $= 、、八" 

A 氺 B >= C +20 

などのような、2つの値の大小比較の式が1つのみでしたか、これらの大小比較の式を 
2つ以上結合して、1つの条件式をつ<ることができます。だとえば “ A は5よりも大 
き<かつ10よりも小さい”という条件を式で表わす場合、これまでは丨 F 文を2つ使っ 
て 

10 IF A <=5 THEN 30 
20 IF A <10 THEN 60 
30 

のような形で表わす必要がありましたが 、 AN D 命令を使えば 

10 IF A 〉5 AND A <10 THEN 60 

のよラに 1 つの条^^式にすることができます。 

(1) AND 命令（アンド） 

2つ以上の条件のすべてを満足するよ〇な条件を1つの式で表わすときに用います。 

(例） A は0よりも大き<かつ6より小さい場合の条件式 
A > j 0 AND A <6 

(2) 〇 R 命令（オア） 

2つ以上の条件のいずれかを満足するような条件を1つの式で表わすときに用いま 
す0 

(例） A は0よりも小さいか、あるいは12より大きい場合の条件式 

A <0 OR A >12 
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0 AND 、 OR 、 を使った条件式の例 

① A >5かっ A <10 

② A >8かっ A <14 
③①と②の AND 

① -0 ///////////f ■〇- A >5 AND A <10 

5 10 

② - Q " tthH ~ H Q - A >8 AND A く 14 

8 14 

③ - 

( A >5 AND A <10) AND ( A >8 AND A <14) 

この場合カツコはな < ても同じです。 

④ A >1 かっ A <4 
⑮ A >6 かっ A <12 
⑮④と©の〇 R 




- A >1 

O ///////////0- A >6 
6 12 

■ 0 ///////// /0 
6 12 


AND 

AND 


A <4 

A <12 


( A >1 AND A <4) 〇 R ( A >6 AND A <12) 


= 参 考二 

論理計算は次のように構成することにより、論理和（〇 R )、 論理積 （ AND ) を形づ< 
ることができます。 

①論理和 （論理計算）+ (論理計算） 

例 （ A <0) + ( A >8) A が0より小さいか、あるいは8より大きいときに 

1の値を取る 

( 巳あるいは C が0より大きいとき、および巳、 c と 
( B >0) + (し >0) 丨もに〇より大きいとき1(あるいは 2) の値を取る 


②論理積 （論理計算）木（論理計算） 

例 （ B >1) 氺（巳<6) 巳が1より大きく、かつ6より小さいとき1の値を 

取る 


③特殊な使い方の例 

例(八=1)氺3+ ( A =2) *7 A が1のとき巳は3にな 1 0 A か2のとき 

巳は7になる。その他のときは巳は〇に 
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文字の編集 



この項では、文字を分断しだり、結合しだり、まだ、文字列の大小比較など、文字と文 
字の扱いについて説明します。 


9-1) 文字列の分断 


( LEFTS , R I GHT $, M I D $) 

⑴ LEFT $ 関数(レフトドル） 

この関数は、ある文字列の左側から何文字かを取り出す関数です。この関数の一般 
形は次のよ*5になります。 


LEFT $ (文字変数，式) 

あるいは 

LEFT $ ("文字”，式） 
(例） 


10: A $= V ABCI ! E V 

xi M ! i ! $ = L ヒ F 丁 •本 ( H $ J 5 ) 

38 ：PRINT 


A $ の文字列の左側 3 文字、す 
—なわち ABC を取り出し、 B $ 
に代入する。 


(2) R 丨 GHT$ (ライトドル） 

この関数は LEF 丁$関数とは逆に、石側か5何文字かを取り出す関数です。—^ 
形は次のよろになります。 

R I GHT $ (文字変数，式） 

あるいは 

RIGHT $ (“文字”，式） 

⑽） 


10 ： A$= V ABCSE V 
Z y • B ^ = RI b H T $ (A $ ， 3:) 
30 ： PRINT B $ 


A $ の文字列の右側 3 文字、 
—すなわち C D E を取り出し、 
B$ に代入します。 
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(3) MID $ (ミッドドル） 

この関数は文字列の中間の文字だけを取り出す関数です。この関数の一般形は次の 
よろになります。 

厂左側何文字目から取り出すか指定 

M I D $ (文字変数，式し式 2 ) 

し何文字を取 1 0出すか指定 

Ml D $ (“文字”,式^，式 2 ) 

(例） 

18： A $= V ABCBE V 
20： BS = MID$ ( A $，2,3.) 

30 ：PRINT B $ 

す。 

9 一 2) 文字列の結合 

い<つかの文字列を結合させて、新しい文字列を作る場合は、"文字列の加算”をおこな 
います。だとえば、 A $= VV ABC \ B $ 二、、 DEF 〃、、、 XYZ 〃の3つの文字列を結合 
させる場合は 

AS + BS +' XYZ " 

のように加算の形で指定することができます。 

注）通常、文字固定変数は7文字まで記憶することかでき、文字単純変数は16文字まで 
記憶することができます。 

また、文字配列変数は特に指定していない場合は16文字まで記憶することができま 
す0 

文字列を変数に代入する場合はこれらの記憶可能文字数を越えないようにしてくだ 
さい。 

もし、越える可能性がある場合は DIM 指定により文字配列変数の大きさを広げて 
お使い <ださい。 


A $の文字列の左側2文字目 
から3文字、すなわち BCD 
を取り出し、 B $ に代入しま 
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9-3) 文字数を数える方法 ( LEN ) 

1つの文字列の中に含まれる文字の数(記号、スペ-ス、数字も含みます)は計算機によ 
り、だちどころに求めることができます。 

LEN 関数(レングス） 

だとえば 

A 二 LEN U ABC1 256 ;/ 

のよ〇に指定して実行すれば 、、 A 巳 C 1 2 5 6〃の文字数7が変数 A に代入されます。 
この関数の一般形は次のようになります。 

len | “文字’’} 

I 文字変数 J 


10:HI 内 B$(0)*20 ， E$(0>*2 
0 

28： WAIT 30 

30 ： input % 

3i(0) 一一 

40 ： B= LEN 2$(0) 
58 ： EI(0)= VV 
60 ： FOR J=1 TO E ： 

70 ： Zi= MID 本 1) 
80 ： E$(0)=E$(0)+Zi 
98：PRINT E$(0) 

100： NEXT J 
110： GOTO 50 


— 名前を入力します。 

— 文字数を数えます。 

—E$(0) の内容をク u アします。 

— 文字を右から 1 字すつ取り出します。 

— 取り出した文字を E$(0) に加えます。 
—E$(0) の内容を表示します。 

—50 ラインにもどつて、<り返し 


•プロブラムをスタ-卜させ、名前を入れれば、右側の文字から順番に表示していきま 
す0 
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9-4) 数値と文字の変換 ( VAL ， STR $) 

数値を文字列として扱いたい場合や、逆に文字列として指定されている数字を数値とし 
て扱いたい場合か、ありますが、このようなとき、 STR $ あるいは VAL 関数を使いま 
す。 

(1) STR $ 関数(ストリンクドル） 

この関数は数値を文字列の形に変換する関数です。たとえば、 B =1234 のとき 
A $= STR $ B 

として実行すれば、 A $ には、、1234〃といろ文字列が代入されます。この関数の一般 
形は次のよいになります。 

STR $ 式 

㈣ A $ = STR $1 20 A $=、、120" と同じになります。 

B $ = STR $(1. 2*3) 巳 $=、、3. 6" と同じになります。 

(2) V A L 関数(バリュー） _ 

V A 1_関数は STR $ 関数とは逆に文字列を数値に変換する関数です。だとえば 

B $=、、1234〃 のとき 
A=VAL 巳$ 

として実行すれば A には1234という数値が代入されます。この関数の一般形は次の 
よろになります。 

“文字”' 

VAL 

、文字変数 

(例） a = VAL vv 1 20 ,; A に120が代入されます。 

B = VAL 、、3. 2氺4 =" 巳に 3. 2が代入されます。 

va し関数によ 1 〇数値に変換できる文字列は数値を表わすことのできる数字 ( 〇〜 g . )、 
符号(+、—)、指数部を示す記号 （ E ) で構成されている文字列で、他の文字や記号を含ん 
でいないことが必要です。もし、1つの文字列の中に他の文字や記号が含まれている場 
合は、それから右の文字列は無視されます。 
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9-5) アスキー コードの変換 ( ASC , CHRS ) 

⑴アスキー （ ASC 丨 I ) コード 

アルファぺット、数字、記号などを計算機が記憶しだり、见理しだりする場合は、 
すべて計算機が取り扱いやすい数値に変換します。だとえばアルファべットの A は 
計算機内では 65(10 進数)といろ数値(コード)になっています。（実際には2進数の 
01000001となっています。）同様に B は66、 C は67というよ^にコードを決めていま 
す。このコードの決めかたに何種類かあって、その1つが アスキー コード （ASC 
I I code ) です。 

(2) A SC 関数(アスキー） 

この関数は文字や記号、数字などをアスキーコードに変換する関数です。だとえば 
「 Z 」 という文字のアスキーコードを知りたい場合は 

A = ASC 、' Z 〃 

として実行すれば、 A には 「 Z 」 のアスキーコードが1〇進数の9〇として代入されます。 
この関数の一般形は次のようになります。 

[ " 文字 ” 

ASC 

I 文字麵 , 

なお、文字が2文字以上指定され た 場合は、頭の文字のみが アスキーコードに変換 
されます。 

(3) CHR $ 関数(キャラクタドル） 

この関数は ASC 命令とは逆の関数で、10進数のアスキコードを文字や記号（〇〜 
9の数字を含みます）に変換する関数です。だとえば、アスキーコード「90」の文字 
を知りたい場合は、 

A $= CHR $ 90 

として実行すれば、 A $ には“ Z ” が代入されます。 CHR $6 D -般形は次のように 
なります。 

CHR $ 式 

なお、本機では、文字や記号(これらを総称してキャラクタ： Character といい 
ます）に対)®しているコードは0及び32〜95までと251、252です。だだし0は NU 
L (空白)です。 （243 ページ参照） 
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9-6) 文字列の比較 


2つの 文字列を比較して、その大小判断をおこなうことができます。(アスキーコードの 
大きさによる大小判断）この判断を用いれば、だとえば文字列をアルフアベット順に並 
ベ替えることも容易になります。文字列の比較は、数値の比較に用いました等号、不等 
号、大小比較の記号を用いることによりおこないます。たとえば 


ABC"<、、BC〃 

AK I RA"〉、、AK 丨〇〃 
'YAM ATO"=、、Y AMATO" 


(アスキーコードでは A が65、巳が66、 C が67•••と1 
なっています。しだがって、文字列の比較では 、 A 
は巳より小さ <、巳は C よりも小さくなります。ま 
、だ、数字はアルファベットよりも小さくなります cJ 


のよろに書き表わすことができます。いま、文字列を A $と巳$としだ場合、次の種類 


の比較ができます。 

A$=B$ A$ と巳$は同じ文字列か7 

A$< 巳$ A$ は B$ よりも小さい文字列か°? 

A$> 巳$ A$ は B$ よつも大きい文字列か7 

A$<=B$ A$ は B$ よりも小さいか等しい文字列か夕 
A$>=B$ A$ は B$ よりも大きいか等しい文字列か？ 
A$<> 巳$ A$ と B$ は同じ文字列ではないか9 

これらは IF 文の中に使用して大小判断に用いることができます。 


=式の中での文字列の長さについて= 

文字列の結合(加算)や、大小比較などの式において、文字列の長さ(文字数)の合計は8〇 
文字以内でなければなりません。80文字を超えますと文字記憶エリア（計算や比較のだ 
め、文字を一時記憶しておくところ）の容量をオーバーしてエラーになります。 （ERR 
OR 5) 

たとえば、次の式では文字列の長さの合計は9文字になります。 

X=LEN(、、ABC "十し EFT$(、、DEFGH I "，2) ) 

(この場合、 ABC と DEFGH 丨をすべて文字記憶エ U アに入れてから、 ) 

I必要な®理をおこないます。 ) 


148 







パスワード ( PASS ) 


作成したプ□ブラムを他の人に知られだくないときや、プ□ブラムを変更されたくない 
ときに、ある言葉や記号をノ\°スワードとし、ノ\。スワードが与えられないかぎり、計算機 
内のプロブラムを呼び出すことができないようにすることかできます。(プロブラムの秘 
密化） 

だとえば、プ□ブラムを書き込んだあと、 

PASS 、、 丫 AMADA 〃 [M 

と操作すれば、計算機内のプロブラムがすべて秘密化し、呼び出すことができな<なり 
ます。これを呼び出すだめにはもう一度同じパスワードを宣言して、秘密化したプロ 
ブラム（以下秘密ブ□ブラムと呼びます）を解除しなければならず、しだかって、パス 
ワードを知らなければプロブラムを見ることも、変更することもできません。 

® PASS (バス） 

ノ \°スワードを設定あるいは解除する命令です。この命令の一般形は次のよ *5 になり 
ます。 

PASS '' 文字列〃 

し7文字までの英文字、数字、記号 

•パスワードが宣言されていない状態のとき、 PASS 命令を実行すれば、そのと 
き計算機内にあるすベてのブ□ブラムに対してノ \°スワードが設定され、秘密プロ 
ブラムになります。 

秘密プ□ブラムに対して L | ST 命令、 CE や CD キーなど、プ□ブラムの 
呼び出しにかかわる命令や機能およびラインの追加.削除などの機能は■きませ 
hjo 

まだ、テープレコーダ'や他の出力機器に出力することもできません。 

•秘密プ□ブラムを解除する場合はもう一度同じ/ \。スワードを宣言します。(パスワ 
ードが違っているときはエラー （ERROR g ) になります。） 

•計算機内にプロブラムが入っていないときに PASS 命令を実行す るとエラ— 
( ERROR 1) になり、パスワードは設定されません。 

•秘密プ□ブラムでないプ□ブラムを秘密プロブラムとして テープに 記録す る こと 
ができます。 

秘密プロブラムの記録、読み込みについては、 157 ページをご覧ください。 
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11. デバッグ 


ブ□ブラムを実行した場合に、何かの誤 1 0で迷走しだり、思わぬ結果が出てきたりする 
ことかあります。 

このような場合、プロブラムのリストを調べて、誤りを探しますが、それだけではなか 
なか見つけに<い場合があります。 

このようなとき、プ□ブラムを1ラインずつ実行させ、その経過をだどりながらプ□グ 
ラムの誤りを探していけば、見つけやす<なります。 

ここでは、1ラインずつ経週をたどりながらプ□ブラムを実行する方法について説明し 
ます。（このよ *5 な方法を ト レースといいます。まだ、プ□ブラムの誤りを探し、修正する 
ことを デバッグ （虫取り）といいます。） 

(1) デバッグのしかだ 

① トレースによるデバッブは RUN モードでおこないますので、 RUN モードに 
してください。 

② TR ON [enter! と押し、トレースモードを指定します。 

③ RUN (entIrI と押してプ□グラムの実行を開始します。(最初のラインの実 
行が終われば実行は停止します。） 

④ その後は CE キーを押します。 （1 ラインだけ実行して停止します。)ただし、 

I |\| PUT 命令によるデータの入力や、 PR 丨 NT 命令により停止していると 
きの再開は、通常のプ□フラムの実行と同じようにキーでおこない 

ます。 . 

⑤ プ□ブラムの実行順序の確認、各ライン実行後の変数の内容確認などをおこな 
いながらトレースを進め、プ□ブラムが正しく実行されているかどうかチエッ 
クします。 

もし、正し<実行されないときは、その原因を探して、修正します。 

© デバッブガ終了すれば、 丁 R OFF と押してトレースモ—ドを解 

除して < ださい。 

次にごく簡単な例を示します。 

〈プ □グラム 例〉 

10 I NPUT 、、 A =" ; A ， 、、巳二"；巳 
20 C = A *2 
30 D = 巳* 3 

40 PR I NT 、、 C =" ; C ;、、』=" ;D 
50 END 
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〈実行〉 




RUN モード 




TR ON 1 enter | 


> 


RUN 1 ENTER | 


A =_ 

1 

8 1 ENTER 1 

(データ入力） 

巳 =— 

j 1 NPUT 命令実行 

fl「ENTER 1 

(データ入力） 

10： 

—10 ライン終了 

m 


20： 

—20 ライン終了 

m 


30： 

—30 ライン終了 

m 


C =16. D =27. 

—PR 1 NT 命令実行 

|ENTER| 


40: 

—40 ライン終了 

m 


> 

—実行終了 




(フ□ンブト表示） 


デバッブ動作でラインナンバーを表示しているときは、変数の内容をマニュアル操作 
によつて呼び出し、所望の値になつているかどうかチェックできます。また、 このと 
き m を押せば、押している間止まつているラインの内容を表示します。（なお、 
m キーを押して離しだときは、プ□ンプト記号 (>) が表示されます。） 

注）トレースモードは、 TR OFF と押すか、 ( shH と押す、ある 

いはスイッチを〇 FF 測にして電源を切るまで指定されだ状態が保だれます。 

(2) プ□グラムの途中で実行を停止させてチェックする場合 

プ□ブラムの途中に STOP 命令を書いておけば、プ□ブラム実行途中で ST 〇 
P 命令を実行し、ブレークメッセージを表示して実行が停止します。 

このとさ 

① マニュアル操作で変数の内容をチェックする。 

② トレースモードを指定して m キーの操作にて以降のラインを1ライン 
ずつデバッブ操作する。 

③ トレースモードを解除して CONT f^iwl と操作し、通常の実行状 
態にて続行する。 

•通常のプ□ブラム実行中にキーを押しますと、現在実行しているラインの 
終わりで実行を停止し、ブレークメッセージを表示します。このときも前記同様 
3つの操作をおこなうのが普通です。なお、ブレーク状態（停止状態）のときに 
を押せば、押している間停止しているブロブラムラインが表示されます。 
籲トレースモードを指定しない場合でも、キーや STOP 命令などにより 一 
時停止しているプロブラムを m キーにより1ラインずつ実行させていくこと 
かできます。この場合も表示はトレースモードが指定されている場合と同じよろ 
になります。 

なお、 CE キーを押しだままにしますと、普通のプロブラム実行時と同じよう 
に、プ□ブラムが実行されます。 
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プ 1 J ンタに関する命令 


これ以降に説明しますプ U ンタに関する命令は別売の CE -126 P か接続されているとき 
に有効となる命令です。 

CE -126 P が接続されていない場合、これらの命令は無視されます。 

まだ、 CE -126 P の電源スイッチ （ POWER ) が〇 FF 位置にあるときにも、これら 
の命令は無視されます。 


12-1) プリント命令 （ LPR 丨 NT ) 

計算機の表示命令として 、 PR I NT 命令がありましだが、これに代わるプリンタの印 
字命令として LPR I NT (ラインプ U ント）命令かあります。 

この LPRI NT 命令の一般形は PR 丨 NT 命令とほとんど同じ形で指定することがで 


きます。 

式 

① LPRINT 、、文字〃 

. 文字変数. 

この形で指定しだ場合、数値はペーパーの右側に詰めてプリントされ、文字列は左端 
からプ 1 J ントされます。 

なお、文字列が24桁を越える場合は自動的に改行してプリントします。 （ CE -126 P 
の1行の印字桁数は24桁です。） 



式 


式 

② LPRINT 

分文字" 

1 - 

心文字" 


文字変数 


文字変数 


この形で指定しだ場合は、1行の印字桁数24桁を左右12桁に分け、，の左右の内容を 
プントします。このときも、12桁の範囲内で数値は石ヴメ、文字は左ヴメにします。 
なお、表示内容が12桁を越える場合、数値は阪数部の下位桁を切り捨てて12桁以内で 
プリントし、文字は頭から12桁をプりントします。 



式 


式 


式 

③ LPR 1 NT 

▽ 文字" 
，文字変数 


分文字" 

文字変数 

» » 

分文字" 

文字変数 
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この形で指定した場合、ペーパーの左端から連続的にプりントされます。プりント内 
容が24桁を越える場合は自動的に改行され、最大79字までプ 1 J ントされます。なお、 
7 Q ^ 日ガ数値の徐 中にな る場合は エラー にな 1 0 ます。 
















12-2) PR I NT—LPR I NT 指定 

本機は PR I NT 命令を必要に®じて表示命令と印字命令とに切替えて用いる ことかで 
きます。 

だとえば、計算機本体のみで使用しているときは、 PR I NT 命令を表示命令として表 
示部に計算結果を表示させ、 CE -126 P と接続しているときは印字命令と して 計算結果 
などをプリントさせることができます。 

® 指定•解除 

CE -126 P が接続されているとき、マニュアルあるいはプロブラムで次の命令が実行 
されれば、 PR 丨 NT 命令はすべて LPR 丨 NT 命令と同様に働きます。 

PR INT = し PR 丨 NT 

この命令は 

PR INT = PRI NT 

命令で解除することができるほか、 RUN 命令の実行、_ _の操作、電源ス 

イツチで電源をオフ.オンすることにより讎され、 PR | NT 鈴は酺の表示命 
令にもどります。 

なお、 RUN 命令の実行で PR 丨 NT=LPR I NT の指定は解除されますので、フ 
ニュアルで PR 丨 NT=LPR I NT 命令を実行させ、かつ有効に働かせるには、次 
のよ〇な方法を用いて < ださい。 

♦命令実行後、 GOT 〇命令でプ□ブラムをスタートさせる。（129ページ参照） 

• 命令実行後、定義付けキーによりスタートさせる。 （1 21ページ参照） 

• PR 丨 NT 命令などにより、プ□ブラムがストツブしているときに、この命令を実 
行する。など 
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= ご注意 = 

数値を出力する場合、表示部に表示する場合と、ブりンタで印字する場合は、数値を表 
わす方式がかわる場合があります。 

だとえば、次のプ□ブラムを実行した場合 

10： A = l 234567 ? B =-12345 f .7 

8 

205 PRINT AjE 
30 SLPRINT A,B 
20ラインの PR 丨 N 丁命令では 


i::2E m 07 


と表示されますが、30ラインの LPR 丨 NT 命令では 


1234567. -1 2345678， 

と印字されます。 

これは、表示が16桁であるのに対して、印字は1行が24桁になっているためで、表爪で 
は固定/」\数点方式で表わせない場合でも、印字では固定/」\数点方式で表わせるからです。 
なお、 PR 丨 NT 命令でも、 PR I NT=LPR I NT の指定がなされている場合は、 
LPRI NT 命令と同じに動きます。 

12-3) マニュアル計算でのプリント 

マニュアル計算の結果は通常表示部に表示される 
のみですが、 CE -126 P か接続されているときは 
_ と操作して II に示します位置に 

■■ マ ー クを表示させておけば、 it 算の過程や p _ 

結果がプリントされます。（プ 1 J ントモード） 

プ 1 J ントをさせたくない•ときは、もう-度國 [ ENTMJ と操作して ■ フ—クを 
消して < ださい。（ノンプ U ントモード） 

•マニュアル計算においてエラ—になった場合は、入力されだキ—操作のみをプ IJ ント 
し、結果はプリントしません。そして、表示部にエラ—の表示をおこないます。 

籲入力しだ内容が BAS 丨 G 命令から始まっている場合は、プりントはおこなわれませ 

春マニュアル計算において、ダ'イレクトアンサー機能によって計算しだ内容はフリント 
されません。 

•まだ、電卓モードでの計算もプリントされません。 
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12-4) U ストのしかだ (LL I ST ) 

LL I ST (ラインリスト）は計算機に記憶されているプ□ブラムを書き出す命令で、 
—般形は次のよラになります。 （ PR 〇あるいは RUN モードでのマニュアル操作によ 
り実行します。） 

① LLIST 

プロブラムの先頭ラインから、すべてのプ□グラムを書き出します。 


② LL 丨 ST 式 

式の値で示されるラインを書き出します。 

③ LLIST 式，，式 2 

式！の値で示されるラインから式 2 の値で示されるラインまでのプ□ブラムを書き 
出します。 

なお、式1および式 2 の値ガピツタ 1 J 一致するラインがない場合は、それぞれの式の 
値よりも大き<かつ最も近いラインナンバーが指定されます。 

ただし、式】と式 2 で指定されるラインが同じになる場合は エラー （ERROR ^ ) 
になります。 

④ LLIST 式丨， 

式！の値で示されるラインから、最後のラインまでのフロブラムを書き出します。 

⑤ LLIST ,式 2 

プ□フラムの先頭ラインから、式 2 の値で示されるラインまでのプ□ブラムを書き 
出します。 

=プリンタに関するご注意= 

秦プ 1 」ンタの動作中に紙づまりなどが発生しますと計算機に エラー （ERR0R 8) 
ガ検出されます。 

このときはブリンタにつまつだ紙を取り除いてから_ キーでエラーを 解除してく 
ださい。 

•強度の外来ノイズをうけた場合などに、ブリンタが不要なプリントを続け、止まらな 
<なる*-_とかありますか、この場合は |brk| キーで動作を止めた後、 |c.ce| キ ー を押 
してください。 

• CE -126 P の電池電圧が低下しますと、プリンタは動作しなくなります。 

この場合は電池を新しいものに交換して<ださい。 

♦ CE -126 P の紙送りキ ー（ 画）はプりントをおこなっているときは動作しません。 
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一に関する命令 


ここではテープレコーブーを 使用して、 テープに プロブラムやデータを記録したり、計 
算機に読み込んだり（転送したり）、あるいは記録されている内容を照合しだりする命令 
について説明します。 


13-1) プ□グラムの記録命令 ( CSAVE ) 

⑴ CSAVE 命令（カセツト•セイブ） 

プロブラムをテーブに記録する(セイブする)命令で、次のような形で指定します。 

① CSAVE 、、ファイル名〃 Unter ) 

あるいは CSAVE lENTEg 


〇ブ □ブラムの記録 

プロブラムを テープに 記録す る 場合はプ□ブラム モードか 実行 モードで CSAVE 
命令を実行します。 


(例） PRO モードか RUN モードを指定 
CSAVE 、、 PROG . — 1〃 S ^] 


ファイル名として 「 PROG . —1」を 
テープに記録したのち、計算機内のフロ 
クラムをすべて記録します。 


注）同じテープの同じ面 （ A 面あるいは B 面）に、同じファイル名で内容の違うノロク 
ラムを記録することは避けて<ださい。同じファイル名のものが2つ以上あります 
と、テープから読み込む（転送する）ときにまちがつだ内容を読み込む恐れがあり 
ます。 

記録をおこなうとき、テ-プレ]-ダ-のテ-プカウンタ-_字を紙などに控えてお 
けば、転送などをおこなうとき、記録しだ部分を簡単に探すことができます。 


® ファイル名 

ファイル名はプロブラムなどにつける名前（見出し）のことで、ファイル名をつけ 
てプロブラムなどを記録しておけば、あとで転送などをおこなうとき、計算機によ 
り ファイル名を探し出して転送などをおこなろことができますので便利です。 

なお、ファイル名を省略することもできます。 

CSAVE 命令は、計算機内のプロブラムが秘密プロブラムのときは働きません。 
しだがって秘密化されているプロブラムをテープに記録するときは p 八 S S 命令で 
解除して < ださい。 

なお、 テープに 記録するプ□ブラムを秘密化するときは次の方法でおこなつてくだ 
さい。 
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(2) 記録するプ□クラムの秘密化 

テープに記録するプ□ブラムを秘密化するときは次の形で記録して ぐ ださい。 

② CSAVE 、、ファイル名"，''バスワード"陋现 
あるいは CSAVE , 、、パスワード 

この形で CSAVE 命令を実行すれば、プ□ブラムはパスワードつきのプロブラム 
として記録され、後述の CL 〇 AD 命令などで計算機に読み込まれたときは、秘密 
プ□ブラムとなります。 

したかって、解除するには PASS 命令でパスワードを宣言しなければなりません。 
參ノ \°スワードは最大7文字までの英文字、数字、記号などを用いる ことかで きます。 

=ご注意二 

プ□ブラムをテープに記録したあと、必らず159ページの命令および175ページの方法で 
照合をおこなってください。 

もし、照合を麵かおこなって、その麵 I ラ-になる場合は次の_をおこなって結 
果を確認してください。 

PC —1401 の場合 
RUN モード 

CLEAR 1 ENTER 1 

(3534- MEM ) /1 20 l enter i および 
(3535 — MEM ) /120 l enter i 

この計算のどちらかの結果が整数値 （1、 2、 3 …… 29) になったときは、プ□ブラム 
の実行に支障のない範囲で、1ラインの削除（マルチステートメントにする）あるいは 
追加をおこなってから、もう一度記録し直してください。 

(例） 10 : A =0, B =0 . 10 : A =0 , B =0 

200 : NEXT I 200 : NEXT I : END 

210: END 

そして照合をおこなって < ださい。 

それでも、なお エフーになる ときは、テープの記録する位置を変えるか、別の テープを 
お使い < ださい。 

まだ、テープレコ— ダーが 原因の場合も考えられますので、 CE — 124ゃ CE —126 P の 
取扱説明書を参考に テープレコーダーが適当かどうかお 調べ<ださい。 
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13-2) プ□グラムの転送命令 （ CLOAD ) 

® 〇 LOAD 命令(カセツト.□ード） 

テープに 記録されているプロブラムを計算機に転送するだめの命令で、次のような 
形で指定します。なお、この命令はマニュアル操作でのみ実行できます。 

① CLOAD “ファイル名” 

あるいは CLOAD 

〇ブ□ブラムの転送 

テープに 記録されているプ□ブラムを計算機に転送する場合はプロブラムモードか 

実行モードで C し〇 A D 命令を実行します。 ’ 

(例） PRO モードか RUN モードを指定 ファイル名か 「 PROG . _1」 

のプ□ブラムを楱索して、これを 

CLOAD 、、 PROG . — 1 "(M 計算機に転送します。 

ファイル 名をつけずに CLOAD i ^ iR ] と 操作しだ場合は テー プ レコー ブーが 
動き始めて最初に記録されているプ□ブラムを計算機に転送します。 

籲転送がおこなわれているときは、表示部の右端の桁に木▽ークが表示されます。 
そして、転送が終れば、木マークは消えます。 

ファイル名を検索しているときは、まだ転送がおこなわれていませんので*マ 
ークは 表示されません。 

これは、のちほど説明します CLOAD ? および丨 NPUT #命令でも同じです。 

注 1) 指定されたファイル名が検索できなかつたときは、テ-プが回り終つても計算機 
はファイル名を検索し続けます。この場合はキ-を押して検索を止めてく 
ださい。これは、のちほど説明します CLOAD ?、 および INPUT # 命令で 
ち同じです。 

注 2) C し〇 AD 命令を実行中にエラーが発生しますと、計算機内のプログフムは無効 
になります。 
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13-3) 照合命令 （ CL 〇 AD 7) 

« CLOAD ? 命令（カセツト•□ード？） 

計算機に記憶されているブ□ブラムと、テープに記録されている内容との照合をお 
こなう命令で、次のような形で指定します。なお、この命令はマニュアル操作によ 
る実行のみ 可能です。 

① CLOAD ? “ファイル名” ( Inter ) 

あるいは CLQAD ? 1 enter 1 

この命令により、もし不一致か生じたときは、 エラー （ERROR 8) になりま 
す0 

不一致がなければプロンプト表示になります。 

〇プ□ブラムの照合 

計算機に記憶されているプ□ブラムとテープに記録されているプ□ブラムを照合す 
る場合はプ□ブラムモードあるいは実行モードで CLOAD 9 命令を実行します。 

(例） PR 〇モードか RUN モードを指定 


CLOAD?、、PR 〇一1 " [ enter ) ファイル名が 「PR 〇一1」の 

プ□グラムを検索し、その内容 
と、計算機のプ□グラムとを照 
合します。 

春プロブラムの照合がおこなわれているときは表示部の右端の桁に木 マークが 表 
示されます。 

照合が終れば木フークは消えます。 
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13-4) データの記録命令 （ PRINT #) 

®PR I NT 社命令（ブリント•クロスハツチ） 

計算機内に記憶されているデータをテープに記録する命令で、次のような形で指定し 
ます。（マニュアル操作、プ□ブラムとも実行できる命令です。） 

PRINT # 、、ファイル名〃；変数名，変数名… 

あるいは PRINT # 変数名，変数名… 


♦変数名 

変数名は次の形で指定します。 

① 固定変数…… A 、 巳、 X 、 A (26) など 

C 木、 A (10)* など 

② 単純変数…… AA 、 B 2、 XY $ など 

③ 配列変数…… B (木）、 CD (木）、 N $ (木）など 


①固定変数の記録 

固定変数は、変数名を個個に指定すれば、指定した変数の内容が記録されます。 


PR I NT 仕 、、 DATA 1〃 ； A , B , X , 丫 

ファイル名 「 DATA 1 j をつけて、変数 A 、 巳、 X 、 
Y の内容をテーブに記録します。 

また、指定した固定変数から後の固定変数をすべて記録したいときは、変数名の 


後に木記号をつけて指定します。 

PR I NT#、、D — 2〃 ； D 木 

PR I NT # E , X $, A (30) 氺 


ファイル名 「 D — 2 j をつけて、固定変数 
D 〜 Z および固定変数の延長として A (27) 
以降の変数が確保されていれば、その変数 
すべての内容をテープに記録します。 

ファイル名なしで、固定変数 E と X $ の内 
容および固定変数の延長として確保されて 
いる A (30) 以降の変数すベての内容をテー 
プに記録します。 


注1 ) A (1) 〜 A( 26 ) の指定は A 〜 Z (あるいは A $〜 Z $) の指定と同じです。 
ただし、 D 丨 M 命令により配列 A が定義されている場^•は、固定変数を A 
() の形で指定することはできません。 
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② 単純変数 （2 文字変数）の記録 

単純変数は、変数名を個®こ指定して、その変数の内容を記録します。 

PRINT 社 、、DM — 1" : A 巳， Y 1, XY $ 

ファイル名 r DM -1 j をつけて、変数 
A 巳、丫1、 XY $ の内容を テープに 記録 
します。 

③ 配列変数の記録 

配列変数は、配列名（木）の形で指定することにより、その配列要素のすべての 
内容を記録します。 

PR I NT 社 、、DS — 2" ; X (*) , 丫$ (氺） 

ファイル名 「 DS — 2 j をつけて、配列 X 
の要素 （ X (0)、 X (1) …） と配列丫$の 
要素（丫$(0)、丫$(彳）…）の内容をす 
ベてテーブに記録します。 

注） 配列の1要素だけを記録することはできません。 

なお、固定変数および固定変数の延長として使用される △() の形の変数は 
1要素だけを記録することができますが、 DIM により定義された配列 A は 
ほかの配列と同様の指定方法でのみ記録することができます。 

•変数名を指定せずに PR 丨 NT せ命令を実行しますと エラー （ ERROR 1 ) 
になります。 

=ご注意= 

固定変数の延長の A (27) 以降の変数や単純変数、および配列変数は PR 丨 NT # 命令を 
実行する前にプ□ブラム.データエりアに確保されていなければなりません。 

もし、確保されていない変数を記録しよラとしますと エラー になります。 
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13-5) データの転送命令 ( INPUT #) 

® | N PUT 廿 命令（インプツト.クロスハツチ） 

テープに記録されているデータを指定されだ変数に転送する命令で、次のような形で 
指定します。(マニュアル操作、プ□ブラムとも実行できる命令です。） 

INPUT 杜 、、ファイル名"•，変数名，変数名，変数名… 

あるいは INPUT 社 変数名，変数名… 

春変数名 

変数名は次の形で指定します。 

① 固定変数…… A 、 B 、 C 、 A (7) など 

D 氺、 A (20) 木など 

② 単純変数…… AA 、 B 3、 CP $ など 

③ 配列変数…… S (木）、 HP (*)、 K $(*) など 

①固定変数への転送 

テープに記録されているデータを固定変数に転送する場合は、転送しだい変数名 
を指定します。 

INPUTS 、、 DATA 1 " ; A ，巳， X , 丫 

ファイル名 「 DATA 1 J ガついてテープ 
に記録されているデータを、変数 A 、 B 、 

X 、 丫に順番に転送します。 

また、 テープに 記録されているデータを有るだけ、または入るだけ固定変数およ 
び固定変数の延長の A () 変数に転送する場合は、始まりの変数名に木記号をつ 
けて指定します。 

I NPUT 社 、、D — 2" . D 木 ファイル名 「 D —2」がついてテープに記 

録されている データを 変数 D 〜 Z および A 
(27) 以降に転送していきます。 

| NPUT 社 A (10) 木 テープが回0はじめて最初に記録されてい 

るデータファイルのデータを 変数 A CIO ) か 
ら始まって、添字がそれより大きい変数に 
転送していきます。 

( J 〜 Z 、 A (27) 〜に転送していきます。） 

注 1) 配列 A が定義されているときは、 A () の形で固定変数などの指定はでき 
ません。 

まだ、 A (27) 以降の変数へのデータの転送はおこなわれません。 

注 2) 固定変数およびその延長の A () の形の変数へのデータ転送は、記録され 
ているデータファイルのデータがな<なれば終了します。 
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②単純変数への転送 

変数名を指定すれば、その変数にテープのデータが転送されます。 


INPUTS 、' DM -1〃 : AB , Y 1, XY $ 

ファイル名 r DM -1 j がついてテープに 
記録されているデータを A 巳、丫1、 
XY $ に転送していきます。 


注 1) テ—プに記録されだデータを単純変数に転送する場合、データと変数は、 
その形（数値変数か文字変数かの形）は必らず一致させて<ださい。 

注 2) 単純変数は、 INPUT せ命令を実行する前に、プ□ブラム.データエリ 
アに確保されていなければなりません。 

もし確保されていなければエラーになります。 

しだがつて、このよラなときは事前に代入文で変数を確保して<ださい。 

AA =0 [S | 適当な数値や文字などを代入する 

巳1$= 、、 A 〃 gNTER) J ことにより変数を確保します。 

I NPUTtt AA , 巳1 $ ( enter ] 


③配列変数への転送 

配列変数は、配列名（氺）の形で指定することにより、その配列要素にテーブの 
データが転送されます。 


50 DIM B (5) 

6 0 INPUT せ 、、DS — 4" ;巳（木） 

ファイル名 r DS -4 j がついてテ ーフに 
記録されているデータを配列巳の各要素 
(巳 （0) 〜巳（5))に転送していきます。 

注 1) テープに記録されたデータを配列変数に転送する場合、データと変数は、 
その形（数値変数か文字変数かの形)、大きさ、長さが一致していなければ 
なりません。 

もし、これらが一致していなければエラーになります。 

注 2) 配列変数は、 I NPUT 社命令を実行する前に、プ□ブラム.データエ U 
アに確保されていなければなりません。 

もし確保されていなければエラーになります。 

しだがつて、事前に D 丨 M 命令により配列の定義をして<ださい。 
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= こ注意 = 

INPUT せ命令で指定した変数の数とテープに記録されているデータの数が違ってい 
る場合は次のよ^になります。 

春指定した変数の数よりテープに記録されているデータの数が多い場合は、指定した変 
数にデータを転送し、残っだデータは無視します。 

•指定しだ変数の数よりテープに記録されているデータの数が少ない場合は、変数に順 
番にデータかあるだけ転送され、残った変数はそれまで記憶していだ内容が保持され 
ます。だだし、このとき計算機はデータが転送されて<るのを待っている状態になっ 
ていますので、このときは^キーで動作を止める必要があります。 

•変数名を指定せずに INPUT tt 命令を実行しますとエラ— （ ERROR 1 ) にな 
ります。 
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C モードでのキーの 機能 


14. BAS 


次に主なキーの機能を説明します。 


キ ー 

機 能 

ON 

_ 

〇オートパワーオフ機能により切れている電源を入れるときに押し 

よ 4 〇 

〇プ□グラム実行中、フ□グラムを一時停止状態 （ BREAK 状態 
……フレーク）にします。 

oC LOAD 命令などの実行中は、その実行を中止します 

[SHiFTl 

OTT 、 八、？ のように、 薄茶 色でパネル上に記されている命令(機能） 

を指定します。 

(例 ） QU — ?が入力されます。 

_ m — INPUT が入力されます。 

jC*CE] 

°入力中の内容や表示をクリアするときに押します。(エラー状態を 
解除します。） 

[SHIFT] 圆 

〇計算機の状態を解除します。(ク IJ アオール） 

• プ□グラムの実行が一時停止状態にあるとき、実行を中止させ 
ます。 

•WA 1 T 命令による時間指定を解除します。 

籲表示フオーマツト指定 (US 1 NG 指定)を解除します 0 
♦トレースモードの解除 (TROFF 状態にする） 

•PR 1 NT=LPR 丨 NT 指定の解除 

籲エラー状態の解除 

その他 

m 〜 m 

〇数値を指定します。 

q 

Q 小数点を指定します。 

◦命令入力の際の省略形の指定をおこないます。 

〇 US 丨 NG 命令内において、数値データの表示に小数点以下の表 
示をおこな*5指定をします。 

_ まだは m 

◦指数部入力を指定します。 （ CE キーはアルファべ ツト キーです。） 


〇除算命令を指定します。 

r*~i 

°乗算命令を指定します。 

〇 D 丨 M 命令や PR 1 NT#n 1 NPUT #命令の中で配列変数な 
どを指定するときに使用します。 
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キー 

機 能 

CB 

数値の符号（正符号）を指定します。（一般に省略可） 

〇加算命令を指定します。 


C 数値の符号（負符号）を指定します。 

C 減算命令を指定します。 

回 

0 代入文において、右辺の内容を左辺で指定される変数に代入する 
ことを示します。 

〇丨 F 文の条件式などに使用します0 

國 C 3 

〇べき乗命令を指定します。 

c US 1 NG 命令内において、数値データの表示形式を浮動小数点 
方式（指数方式）に指定します。 

[SHiFTl f<1 

fSHIFT] CED 

〇 | F 文の条件式などに使用します。 

〇論理式を指定します。 

画 

〇八、 S 、 D 、 …などのラベルで定義されだプ□グラムの実行を開 

始するとき、そのラベルに対するキーを押す前に押します。 
(Definable キー指定） 

1 A 1 一 1 Z J 

〇アルファべットキーで、各命令や、変数名などを入力します。 
oA 、 S、D …などは定義付けキーとして使用できます。 

(ycl 

〇プ□クラム入力あるいは文字列入力時にスペースを設けるだめの 
キーです。 

、、〃内及び REM 文内以外のスペースはプログラム、演算な 
どの実行時にはないものとみなされます。 

〇定義付けキーとして使用できます。 

□□ 

〇式と式の区切 1 0や変数の区切り、コメントの区切りなどを指定し 
ます。 

〇定義付けキーとして使用できます。 

_ □ 
國 1_1 

i 

〇それぞれのキーに定義されている巳 AS 丨 C 命令を入力します。 

CLOAD 

[SHiFTl 1 1 

- _ __ ___ 
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キ ー 

機 能 

[SHiFTim 

〇それぞれのキヤラクターシンボルを入力します。 

fsipfinn 

\\ •••文字列の指定をおこないます。 

ラベルの指定をおこないます。 

國 cm 

#〜US 丨 NG 命令内において、数値データの表示フォーマット 
を定義します。 

fSHiFTim 

PR 1 NT 存命令および丨 NPUT # 命令を指定するときに 
使用します。 

[SHiFTlf%! 

[ mf \\ &1 

$〜文字変数を指定します。 

&… US 丨 NG 命令内において、文字列の表示フォーマットを定 
義します。 

[SHiFTim 

[SHIFTim 

16進数値を示します。 

?… C L 〇 A D ?命令を指定するときに使用します。 

:…1 ラインに複数のステートメントを定義するときの区切りを 
指定します。 

[SHiFTl n~l 

:…式や変数の区切り、コメントの区切り、命令文と変数の区切 
りなどを指定します。 

[SHiFTl fg~l 

@ ! 96… " の中で文字列として使用します。 

m 

◦カッコの指定をおこないます。 

m 



〇カーソルの右シフトをおこないます。 

〇フレイバック命令の実行をおこないます 0 
°プログラム内容が表示されているとき、カーソルが表示されてい 
ない場合にカーソルを呼び出します。 

〇マニュアル操作時のエラーを解除します0 

S 

〇カーソルの左シフトをおこないます 0 
〇そのほかキーと同じ。 

IsRiFT] fmsl 

〇カーソルが示す位置に、 1 ステップ容量の挿入スペース（ただし 
こ:表示）を設けます。 

(SHiFTl (DELI 

◦カーソルが示す位置の内容を削除します。 

函 

c 電卓モード （c A L モード）を設定します。 

fB^Cl 

1 

cBAS 1 C モードを設定します。 

〇巳 AS 丨 C モードにおいて、実行モード （ RUN モード）とブロ 
グラムモード （ PR 〇モード）を切換えて指定します。 
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キ ー 

機 能 

[sjn] 

\X2] 

〇それぞれのキーに定義されている関数を入力します。 

数値のみが入力された直後および計算結果表示中はそれぞれの関 

圆 [sin^ 

s 

数計算を実行します。 

(ただし 、/、 W ， 一 xy 、 — W 、 7T の機能は除きます） 

(sHiFTirnn 


[ hyp ] 

〇双曲線関数を入力するときに使用します。 

arc hyp 

國 |] 

逆双曲線関数を入力するときに使用します。 

1 enter ! 

っプ□クラムのラインの終了命令を指定します。 

〇プ□グラムの書き込みをおこないます 0 
マニュアル計算の実行あるいは BAS 丨 C 命令のマニュアル操作 
による実行を命令します。 

INPUT 命令や PR 丨 NT 命令で、一時停止しているプログラ 
ムの再スタートを命令します。 

[SHiFfl[P-NP| 

別売のブ 1 J ンタが接続されているとき、マニュアル計算のプリン 
卜->ノンプ 1 J ントモードを指定します。プ 1 J ントモードでは表示 
部下の PRINT 位置に™ 1 マークが表示され、計算の過程 
や結果がプ 1 J ントされます。 
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mm キーについては、モードの指定および計算機の状態により、次のように 
漏きます。 


モード 

状 態 


CE 

RUN 

プ□グラム実行中 



プ□グラムの 

一時停止中 

1 NPUT 命令 
実行時 

PR 1 NT 命令 
実行時 
フレーク状態 

次のラインを実行 （1 ライ 
ンずつ実行して停止します。) 

押している間、実行してい 
るラインあるいは実行しだ 
ラインを表示 

フ□グラム実行時 
のエラー状態 


押している間、エラー発生 
のラインを表示 

トレースモード 

オン状態 

デバック動作を実行 

押している間、実行してい 
るラインあるいは実行しだ 
ラインを表示 

そのほかの状態 

直前に実行された計算の最 
終結果を表示（ラストアン 
サー 機能） 

同左 

PRO ( 

モードを PR 〇モードに 

フ□グラムの 

一時停止中 

:切換え、ブ□グラムラインが示さ才 

実行を停止しているライン 
を表示 

re いないとき） 

同左 

エラー発生後 

エラー発生のブ□グラムラ 

インを表示 

同左 


その他 

先頭ラインを表示 

末尾ラインを表示 

PRO i 

〔プ□グラムライン カ 

ヾ表示されているとき） 

次のプ□クラムラインを表示 

1ライン前のラインを表示 


• 也 ㈣ キーは表示上ではスペースと同じです。 

• キー入力待ちの状態で、約10分間キー入力がなければ自動的に電源が切れます。 
(Auto power off :才一トパワーオフ機能） 

この場合は[^)キーを押せば、電源が入ります。ただし、このときモードは電卓モ 
ードになります。 

注）隨、麵圓、 d □、圓硬）、画圖、网、画、 
M 、 S 3 および統計計算関係のキーは巳 AS IC モード （ RUN モードと P 
R 〇モード）では働きません。 
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0 表示シンボル 


表示部の上側に表示されるシンボルの意味を示します。 

BUSY :プ□グラムを実行していることを示します。 

DEF : m キーが押されたことを示します。このシンボルガ表示されてい 

るとき、アルファぺットキーなどが定義付けキーとして働きます。 


DEG 

RAD 

GRAD 


デイヴ |J 一〔°〕 

ラ デイ アン 〔「 ad 〕 
グラード〔9〕 


三角関数や逆三角関数の計算において、取り扱 
う角度の単位を示すシンボルです。 

(90。 =|〔「 ad 〕=100 g ) 


SHIFT : HB キーが押されたことを示します。このシンポルが表示されてい 
るときは、キーの上側の/ \°ネルに薄茶色で記されている機能が指定さ 


れています。 

HYP : _キーが押されだことを示します。このシンボルが表示されてい 

るときは、双曲線関数の入力ができます。 
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[ 1• オプション機器のご案内 


PC —1401 / PC —1402には、次の別売周 a 機器が使用できます。 

• CE-124 

カセツトインターフェイス 

CE -152 などの テープ レコ-^—と PC 一 1401/ PC — 1402をつなぐだめのインタ— 
フェイスです。 

• C E — 126P 

サーマルプリンタ（リモート機能内蔵カセツトインタ—フェイス付） 

サーマルべ — パー（感熱紙）にプ□ブラムを ij ストしたり、計算結果や®理結果を書 
き出しだりすることのできるプリンタです。 

まだ、カセツトインターフェイスを内蔵していますので、 CE —152などのテープレコ 
ーダ、 一と 接続して、プロブラムやデータをテープに記録しだり、その内容をテープか 
5読み込んだりすることができます。 

• C E -152 

ポケツトコンピュータ専用カセツトテープレコーダー 

CE — 124あるいは CE —126 P を介して、プ□ブラムやデータをテープに記録、転送 
ができます。 
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參 



計算機と テープレコーダーの 操作方法 


2 — 1) CE —126 P を使用される場合 


プ□ブラムなどをテープに記録する、あるいはテープか5転送する場合の計算機とテー 
プレコータ''—の操作方法について説明します。 

注）テープレコータ''一は別売のボケットコンピュータ専用;〇セット テープレコーダー c 
E —1 52を使用されてし彳るものとして説明し\たします。 

(1) 準備 

® 計算機と CE —126 P を接続し、テーフレコーダ ( CE —152) と接続して<ださい。 

(接続方法は C E — 126 P 及び C E —152の取扱説明書を参照して < ださい。） 

• テープレコーダ'一に関する注意 

•転送あるいは照合をおこなうときは、記録をおこなっだ テープレコーダーを 使用 
して < ださい。 

記録した テープレコータ''一と 転送あるいは照合する テープレコーダーが 異なる 場 
合は、転送や照合ができないことかあります。 

•テープレコーダーのへッドなどか汚れていますと、ひずみの増加、レベルの低下 
などか'おこりますので、ヘッドの清掃をおこなって<ださい。 

籲テープは一般に市販のものをご使用<ださい。ただし、極端に周波数特性の悪い 
もの、まだ、傷や折目があるものは使用しないでください。 

•一度使用したテープに新しくプ□ブラムなどを書き込む場合は、書き始める前を 
少し消去してから記録命令を実行してください。 

(2) テープへの記録方法 

例としてプ□ブラムを記録する方法について説明します。(マニュアル操作の場合） 

〈プ□ブラム〉 

10丨 NPU 丁 、、 HANKE 丨 wR =" ; A 

20 S = ；r 氺 A 氺 A 

30 PR 丨 NT、、MENSEK 丨 wS ゴ ； S 
40 END 
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手順 

操 作 

備 考 

(1) 

CE 126 P の 1 リモートスイッチを 
〇 FF 側にして<ださい。 


(2) 

テーブをテープレコーダーにセットし 
て < ださい。 

テープの中の記録されていない部分を 
さがし、記録する位置をきめて<ださ 

い。 

(3) 

記録する内容を計算機に入れて < ださ 
い。 

だとえば、前ページのプ□クラムを計 
算機に書き込んでください。 


⑷ 

CE 126 P の 1 J モートスイッチを〇 N 
側にして <ださい。 


(5) 

テープレコーダーの記録ボタン （*) を 
押し込んで、録音状態にして<ださい。 


(6) 

記録命令を実行します。 

ブ□ヴラム： CSAVE "ファイル名” 

I ENTER | 

データ： PR 丨 NT # “ファイル名”； 
変数名，変数名…11^ 

(例） CSAVE 、、 PR — 1 〃 

記録命令が実行されますと、まず最初 
に約8秒間無信号区間が記録（ピー音 
が記録）され、そのあとにファイル名 
とプ□クラムなどが記録されます。(プ 
□グラムなどの記録中はピピピピ…… 
あるいはビビビビ…とい*5よラな音が 
出ます。） 

(7) 

K 

に 

i 録が終了しますと、プ□ンプト表之 
:なり、テープが止まります。 

〖巻きもどし、早送りなどをおこな1 
ときは、 CE 126 P の 1 J モート 
スイッチを〇 FF 側にして、おこ 
、なつて < ださい ノ 


♦記録が終りましだら、次ページの照 
合をおこなつて < ださい。 


•プロブラムの実行において、 データの 記録をおこな"5場合 ( PR 丨 NT #命令)には、 
フ □ブラム実行前に テープレコーダーの 操作をしておいてくたさい。 


記録をおこなろとき、記録を始めだときのテープカウンタの数値を紙などに控えてお 
けば、記録位置や、記録されていない位置を探し出すときに便利です。_ 
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(3) 計算機とテープの内容の照合 

計算機に記憶されているプ□ブラムと、テープに記録されているブロブラムとの照合を 
取る場合(マニュアル操作でのみ実行可能)には次のようにおこないます。 


手順 

操 作 

備 考 

(1) 

CE 126 P の 1 J モートスイッチを 
〇 FF 側にして <ださい。 


(2) 

照合する内容が記録されているテーブ 
をテープレコーダーにセットして<だ 
さぃ 0 

テープカウンターなどを見ながら照合 
する内容の記録されている位置の近く 
(少し前)までテーブを送ってください。 

(3) 

音量調整つまみ、音質調整つまみを矢 
印方向いつぱいに回しておいてくださ 

い 

H4T0NE ►し V0LUME4MAX 

I ) 111111111111 if ] piilmmmif ] 

◄ — ◄— 


⑷ 

CE 126 P の 1 J モートスイッチを〇 N 
側にしてください。 


⑸ 

テープレコーダーの再生ボタン （►) を 
押し込んで再生状態にしてください。 


(6) 

照合命令を実行します。 

CLOAD ? “ファイル名”^！ 

(例） 

CLOAD ?、、 PR -1 〃兩 ㈤ 

照合がおこなわれているときは表示部 
の右端の桁に木マークが表示されます。 

ファイル名は記録しだファイル名を 
入れて<ださい。ファイル名を省略し 
だ場合はテープが回り出して最初の記 
録内容と、計算機内の内容との照合を 
おこないます。 

ファイル名にまちがいがないか、よ< 
確認しながら操作してください。 


両方の内容が一致している場合は実行を終了しプ□ンブト表示になります。 

もし、エフー表不 （ERROR 8) になっだ場合は、もう一度最初から照合を 
おこなってください。 

それでもなお、エラーになる場合は、157ページの確認をおこなって、もろ一度 
“記録”からおこなってください。 


=ご注意二 

テ_プレコーダ'—の再生ボタン （►) が押されていて、転送命令や照合命令が実行されて 
いるときに、早送りボタン （►►) や巻きもどしボタン（螭 _) を押さないで< ださい。 
早送りや巻きもどしをおこないますと、転送や照合が正常におこなわれ ませ/^ 
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⑷テープからの転送 

テープに記録されているプ□ブラムあるいはデータを計算機に転送する（テープより読 
み出す）場合は次のようにおこなつて<ださい。(マニュアル操作の場合） 


手順 

操 作 

備 考 

(1) 

CE 126 P の 1 リモートスイッチを 
〇 FF 側にして <ださい。 


(2) 

転送する内容が記録されているテープ 
をテープレコーダーにセットしてくだ 
さい。 

テープカウンターなどを見ながら転送 
する内容が記録されている位置の近く 
(少し前)までテーブを送つてください。 

(3) 

音量調整つまみ、音質調整つまみを図 
の矢印方向いっぱいに回しておいて< 
ださい。 

H^TONE^L V0 し UME4N/1AX 

DiiiiiniiiinfJ 011111111111 lfj 

_ 一 _ 一 


⑷ 

CE 126 P の 1 J モートスイッチを ON 
側にして <ださい。 


⑸ 

テーブレコーダーの再生ボタン（►〇を 
押し込んで再生状態にしてください。 


(6) 

転送命令を実行します。 

プ□グラム: CLOAD "ファイル名” 

I ENTER | 

データ：丨 NPUT # “ファイル名”； 
変数名，変数名，… 1e_nter] 

(例） 

CLOAD、、PR — 1〃 [enter] 

ファイル名は記録をしだファイル名を 
入れて< ださい。 

ファイル名を省略しだ場合はテープが 
回り出して最初に記録されている内容 
が転送されます。 

転送がおこなわれているときは表示部 
の右端の桁に木マークが表示されます。 
転送が終了すればブロンプト表示にな 
ります。 

(7) 

もし、途中でエラー （ERROR 8) 
になった場合は、もう一度最初から転 
送をおこなって < ださい。 

それでもなお、エラーになる場合は、 
もう一度“記録”からおこなって<だ 

さし、 0 

ファイル名にまちがいがないか、よく確 
認しながら操作して < ださい。 


•プ□ブラムの実行において、転送をおこなう場合（丨 NPUT # dp ^) には、プ□ク 
ラム実行前にテープレコ—ヴ—の操作をしておいて < ださい。 


































2-2) CE — 124 を使用される場合 

注）テープレコーダーは別売のポケツトコンピュータ專用カセットテープレコーダ — c 
E — 152を使用されているものとして説明いだします。 


⑴準備 

⑱ 計算機、カセットインターフェイス ( CE —124)、 テープレコーダー ( CE —152) を 
接続して < ださい。(接続方法は C E —124及び G E —152の取扱説明書を参照 < ださ 
い〇) 

® テープレコーダ'—に関する注意 

•転送あるいは照合をおこなうときは、記録をおこなったテープレコーダーを使用 
してください。 

記録したテープレコータ''一と転送あるいは照合するテープレコーダ—ガ異なる場 
合は、転送や照合ができないことがあります。 

參テ—プレコ_ダーのへッドなどか汚れていますと、ひずみの増加、レベルの低下 
などがおこりますので、ヘッドの清掃をおこなって<ださい。 

•テ-プは-般に市販のものをご使用ください。だだし、極端に周波数特性の悪い 
もの、また、傷や折目があるものは使用しないで<ださい。 

隹一度酬したテ—ブに新しくプ□ブラムなどを書き込む場合は、書き始める前を 
少し消去してから記録命令を実行して<ださい。 

(2 ) テープへの記録方法 

例としてプ□ブラムを記録する方法について説明します。(マニュアル操作の場合） 

〈ブ □ グラム〉 

10 I NPUT、'HANKE し R=" ; A 

20 S = t 木 A 氺 A 

30 PR 丨 NT、、MENSEK 丨 wS ゴ ； S 
40 END 
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手順 

操 作 

備 考 

(1) 

テーブをテープレコーダーにセツトし 
てください。 

テープの中の記録されていない部分を 
さがし、記録する位置をきめて<ださ 

い 0 

(テープの始めの無録音部分はさけて 
<ださい。） 

(2) 

記録する内容を計算機に入れて<ださ 

い 0 

だとえば、前ページのプ□グラムを計 
算機に書き込んで < ださい。 

(3) 

テープレコーダ _ の一時停止ボタン(II) 
を押し込んで、一時停止状態にしたラ 
えで、記録ボタン（参）を押して、記録 
呈態な状態にしてください。 


⑷ 

記録命令を入力してください。 

プ□グラム： CSAVE 、、 ファイル名 " 
データ： PRINT #、、 フアイル名〃； 
変数名，変数名…… 

(例） CSAVE 、、 PR—r 


(5) 

記録命令を実行します。 

一時停止ボタン ( II) を押して一時停止状 
態を解除し、 [ enter ] キーを押して 

<ださい。 

記録命令が実行されますと、ます最初 
に約 8 秒間無信号区間が記録（ピー音 
が記録）され、そのあとにファイル名 
とプ□グラムなどが記録されます。(プ 
□グラムなどの記録中はピピビビ…あ 
るいはビビビビ…とい* 5 よラな音が出 

ます。） 

(6) 

記録が終了しますと、プ□ンプト表示 
になります。 

テープを巻きもどして、“照合”をおこ 

なつて < ださい。 

“照合”については 180 ページを参照 
して <ださい。 
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•プログラムの実行において、データの記録 （ PR 丨町#命令の実行）をおこなう場 
合は 、 PR I NT # 命令の前に STOP 命令を入れ、ブ□ブラムの実行を停止させる 
ようにしてください。 

(例） 

150 : STOP : PR I NT # 、、八巳 C " ; F ， 巳（木） 

そして、 STOP 命令によりプロブラムか停止しているときに、テーフレ コーダーの 
操作をおこなって < ださい。 

次に、 CON 丁とキー入力してから テー ブを スター トさせ、テープが回りはじめてか 
ら [enter) キーを押せばプ□ブラムが再 スター トして、 STOP 命令に続く PR | 
NT # 命令が実行されて、 データの 記録かおこなわれます。 

•プ□ブラムを停止させる方法としては、 PR I NT 命令を用いる方法もあります。 

(例） 


140: PR 丨 NT、'TAPE START " 
150： PR I NT #、、 A 巳 C " ; F , 巳（木） 


だだしこの場合、ブ□ブラムの中に WA I T 命令が使用されているときは、その指定 
を解除するなどの配慮が必要になります。 


記録をおこなうとき、記録を始めたときのテープカウンタの数値を紙などに控えてお 
けば、記録位置や、記録されていない位置を探し出すときに便利です。 
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(3) 計算機とテープの内容の照合 

計算機に記憶されているプロブラムと、テープに記録されているプロブラムとの照合を 
取る場合(マニュアル操作でのみ実行可能)には次のようにおこないます。 


手順 

操 作 

備 考 

(1) 

照合する内容が記録されているテープ 
をテープレコーダーにセツトしてくだ 

さい 0 

テープカウンターなどを見ながら照合 
する内容の記録されている位置の近< 
(少し前）までテープを送つて<ださ 

い。 

(2) 

音量調整つまみ、音質調整つまみを矢 
印方向いっぱいに回しておいて<ださ 
い。 

HHTONEtL VOLUME^MAX 

[iniiiiiiiiiiirj 011111111111 n ({ 

钃 一 ◄ — 


(3) 

テープレコーダーの一時停止ボタン ( 11 ) 
を押し込んで、テーブレコーダーを一 
時停止の状態にして <ださい。 

続いて再生ボタン （►) を押して、再生 
状態にして <ださい。 


⑷ 

照合命令を実行します。 

CLOAD ? “ファイル名’’ [inter] 

(例） 

CLOAD ?、、 PR -1〃 IinierJ 

ファイル名は記録をしだファイル名を 
入れてください。ファイル名を省略し 
た場合はテープが回り出して最初の記 
録内容と、計算機内の内容との照合を 
おこないます。 

⑸ 

テープレコーダーの一時停止ボタン（ II ) 
により一時停止状態を解除して < ださ 

い 0 

⑷の操作後、ただちに一時停止状態を 
解除して < ださい。 

照合がおこなわれているときは、表示 
部の右端桁に木マークが表示されます。 


両方の内容が一致している場合は実行: 
もし、エラー表示 （ERROR 8) に: 
おこなって < ださい。 

それでちなお、エラーになる場合は 
“記録”からおこなって<ださい。 

を終了しプ□ンプト表示になります。 

S つだ場合は、もう一度最初から照合を 

i 7 ページの確認をおこなつて、も *5 —度 
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⑷テープからの転送 

テープに記録されているプロブラムあるいはデータを計算機に転送する（テープから読 
み込む）場合は次のよ*5におこなつて<ださい。 (7 ニュアル操作の場合） 


手順 

操 作 

備 考 

( 1 ) 

転送する内容が記録されているテープ 
をテープレコーダーにセツトして<だ 
さい。 

テープカウンターなどを見ながら転送 
する内容の記録されている位置の近< 
(少し前）までテープを送ってくださ 
い0 

( 2 ) 

音量調整つまみ、音質調整つまみを矢 
印方向いつぱいに回しておいて<ださ 
い。 

H^TONE^L V0LUME-4MAX 

IJillui ! 1111110 

◄ — ◄ — 


( 3 ) 

テープレコーダーの一時停止ボタン( II ) 
を押し込んで、テープレコーダーを一 
時停止の状態にしてください。 

続いて再生ボタン （►) を押して、再生 
状態にして <ださい。 


⑷ 

転送命令を実行します。 

ブ□グラム： 

CLOAD “ファイル” {^] 
データ： 

1 NPUT # “ファイル名”「_ 

ファイル名は記録しだファイル名を入 
れて < ださい。 


(例） 

CL 〇 AD 、、 PR — 1 〃 


⑸ 

テーブレコーダーの一時停止ボタン( II ) 
により一時停止状態を解除して < ださ 
い。 

⑷の操作後、だだちに一時停止状態を 
解除して < ださい。 
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手順 

操 作 

備 考 


転送が終了しますと、ブロンプト表示 
になります。 

もし、途中でエラー （ERROR 8) 
になった場合は、もう一度最初から転 
送をおこなって < ださい。 

それでもなお、エラーになる場合は、 
もう一度“記録”からおこなって < ださ 

い0 

転送がおこなわれているときは、表示 
部の右端の桁に木マークが表示されま 

す。 


•ブ□ブラムの実行において、転送をおこなう場合（丨 NPUT 林命令）には、プ□ブ 
ラムにおいて INPUT # 命令の直前に STOP 命令を入れてプロブラムの実行を停 
止させ、 テープレコーダ'—の 操作をおこなつて<ださい。 


^3. PCH 245 ffl |プロクラムを使用 

L PCH 250/ PCH 251 fflJ する場合の注意每 


3-1 )PC —1245用プ□クラムの修正•変更 

本機は PC — 1245 とほぼ同一の BAS 丨 C 命令を持っていますが、 PC —1245 に比べ、 
何点か機能が異っています。 

従って PC — 1245 用プロブラムを本機で使用する場合は、以下に示します内容について 
修正が必要です。 

(1) 木命令を省略しだ乗算の修正 

PC — 1245 では、 A 木巳や C 氺 D を A 巳や CD のように氺命令を省略することができま 
しだが、本機では AB や CD は単純変数と見なされます。 

しだがって氺命令を省略しだ乗算には木命令を入れて<ださい。 

(例 ） A = S 丨 N BC — A = S I N ( B * C ) 
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(2) D I M 命令による A () 変数の定義の変更 

PC —1245では、たとえば D 丨 M A (30) を実行した場合、固定変数の延長として、 

A (27 ) 〜 A (30) が確保されていましだが、本機では固定変数とは別の配列 A として、 
A (0 ) 〜 A (30) か確保されます。 

したがつてこの場合は次のよラに変更してください。 

D 丨 M A (30) A (30)=0 


(3) テープへのデータ入出力命令の変更 

PC —1245では、だとえば PR I NT と指定しますと、 C 以降の固定変数の内容を 
すべて記録しますが、本機では変数 C の内容のみを記録します。 

したがつて、変数の指定方法を変更して<ださい。 

(例） PRINT £^ — PRINT # A 氺 
INPUTttC — INPUT # C 氺 


⑷ FOR — NEXT ループ 終了後の ルーフ 変数値の違い 

本機と PC -1245 では FOR — NEXT ループ実行終了後のループ変数値が異なります。 
したがつて、ループ終了後のループ変数値を判断条件などに使用している場合は修正し 
てください。 

(例）10 FOR I =0 TO 10 


50 NEXT I 

60 IF I =10 THEN 100 

このようなプ□ブラムでは 60 ラインの条件式を 

60 IF I =11 THEN 100 

のように変更します。 

fPC —1245に比べ、1回のきざみ値分、ループ変数の値が多くなります。だ 
I だし、ループの実行回数は同じです。 
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(5) ® キーへの定義付け変更 

本機では C 1： キーは定義付けキーとして働きません。 

したがって、( XI キーに定義付けしているブロブラムは、ほかのキーに定義付けして 
<ださい。 


(例） 


100 

•……—100 、、 N ": …… 

(6) 指数シンボル 

w E 〃 の変更 

本機では指数シンボルをアルファべットと岡じ、、 E 〃 を使用していますので、修正 
して <ださい。 

A =1.234 C 5 

— A =1.234^ 

B = C 6 

-> B 二 1 E 6 


⑺キャラクタ•コードの変更 

PC —1245 と PC —1401 / PC —1402 ではキャラクタ.コードが一部異つています。し 
だがって CHR $ 命令により次のコードを指定している場合は、指定するコードを変え 


て < ださい。 

キヤラクタコード 

PC —1245のキヤラクタ 

PC -1401/ PC -1402 のキャラクタ 

39 (& 27) 

二 


91(& 5 B ) 

厂 

[ 

93 (& 5 D ) 

7T 

] 

96 (& 60) 

E 

なし（エラー） 

251 (&F 巳） 

なし（エラー） 

7T 

252 (& FC ) 

なし（エラー） 

厂 

注）上に示しますように、 

PC —1401/ PC —1402 はキャラクタニと E は持つてい 


ません。まだ、 PC _ 1245 はキヤフクタ [] 琴持つてし\ません。 

以上の修正 • 変更が必要です。 

だだし、 PC —1245 用プロブラムをテープから読み込んだ場合、 （6) の指数シンボルの 
変更は計算機内で自動的におこなわれます。 
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3-2) PC —1250 / PC — 1251 用プ□ク'ラムの修正•変 
更 


本機で PC —1250 /PC —1251用プ□ブラムを使用する場合は、 PC —1245のプ□ブラ 
ムを使用するときの修正.変更に加えて、次のような修正.変更が必要です。 

PC — 1250/ PC —1251は表示桁が24桁ですが、本機は16桁です。 

しだがいまして、 PRINT 、 PAUSE、INPUT 命令など、表示に関連しだ部分 
でエラーが発生しだり、一部表示できない部分が出るなど、不都合な場合が出てきます。 
しだがつて、この場合は次のような変更をおこなって<ださい。 


⑴ PRINT 式で US ING 指定が線桁で 16桁を越えているときは ERROR 7 
になります。（ただし、整数部の指定桁が11桁を越えている場合は、越えた部分が 
無視されます。） 

17 桁以上 

10 US I NG . ########^ 


20 PRINT A 

_この場合は US I NG 指定を16桁以内にしてください。 

(2) PR 丨 NT 式，式で US 丨 NG 指定の整数部が8桁を越えている場合（符号、小 
数点を含む）は ERROR 7になります。 

9 桁以上 

10 US I NG 
20 PR I NT A , 巳 

♦この場合は US 丨 NG 指定の整数部を8桁以内にして<ださい。 

( 3) 丨 NPU 丁、、……"： A の形でメッセージ(入カガイフンス)が15桁を越える場合、 
越えた桁数だけメッセージの先頭部分が表示されません。 

♦この場合、メッセージを短かくしてください。 


(4) 


そのほか、次のよ〇な場合は越えた内容が表示されません。 



,式 


式 

PRINT - 

“文字” 


“文字” 


. 文字変数, 


. 文字変数, 


この形で表示内容が16桁を越える。 


PRINT 


“文字” 
文字変数 


“文字”1 
文字変数1 


この形で、左あるいは右の文字列が8桁を越える 
I NPU 丁、、…… " ， A 


この形でメツセージが16桁を越える。 

•この場合は、表示内容が越えないように編集し直して ください。 
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3-3) そのほかの注意点 

(1) 本機はラインナンバーを1〜65279まで使用できるように拡張しています。 

このだめ、 PC —1245系 （ PC —1245、 PC — 1250、 PC -1251) ではラインナン 
I X — の記憶にメモり一2バイト分を使用するのに対して、本機では3バイト分を使 
用します。 

PC —1245系のプ□ブラムをテープから読み込んだときは、この変更が自動的にお 
こなわれますが、 PC —1251用プ□ブラムが長い場合は、本機に入りきらなくなっ 
だり、プロブラム実行時、変数か確保できなくなって容量オーバ — (ERROR 
6) になる場合があります。 

(2) pc —1245系のプロブラムをテープから読み込んだとき、テープが止まっても、あ 
るいは読み込み音（ピー音）が止まっても1〜2秒計算機が読み込み状態 （BUS 
丫シンボル、木マーク表示）になっています。 

これは、⑴で説明のラインナンバーのバイト数の変更をおこなっているためです。 

(3) 本機は PC —1245 系が持っている CHA I N 命令を持っていません。 

しだがって 、 CHA I N 命令が用いられている PC — 1245系のプ□ブラムをテープ 
から読み込んだ場合、表示では CH A I N 命令は、、〜〃シンボルで示され、プ□グ 
ラム実行時は無視されます。 

⑷ PC — 1245系の計算機において、 MERGE 命令（本機は持っていません）により 
複数のプロブラムを読み込んで、一度に記録しだテープから、本機にプロブラムを 
® 送しょうとしたときは、先頭 （1 番目）のプロブラムのみか読み込まれます。 

(5) 本機は PC —1245 系の計算機で作成され、テープに記録されだプ□クラムを読 
み込むことができますが、本機で作成し、テープに記録したプ□クラムを PC — 1 
245系の計算機に読み込ませることはできません。 

⑹ PC — 1250、 PC —1251、 PC —1255 用プ□ブラムで、 POKE および CALL 命 
令が使用されてし\る場合は、このプ□ブラムを本機で実行させることはできません。 
本機で実行させますと、すべてのキーが働かな<なるなどの状態が発生する場合が 
あります。 
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本機は本体のみで使用するときは、チウ乙電池のみで動作しますか、 CE -126 P が接 
続されている場合、 CE 126 P 側の電圧が十分にあり、 U チウ乙電池の電圧がさかって 
いるときは CE 126 P 側の電源からも電気か供給されます。したがって、 ij チウ乙電池 
の消耗は少な < なります。 

電池の交換時期 

5十算機右側面にあるコントラストボ IJ ユー乙を濃くなるほうに 一 ぱいに 回しても、正面 
から見た表示が薄<、見えに<<なっだ場合は電池の消耗を示していますので、速やか 
に新しい電池と交換して < ださい。 

( 別売の周边機器 CE -126 P や CE - 124およびテープレコーダー （CE — 152 など）） 

I をお持ちの場合は、事前にプロブラムやデータをテープに記録してください。1 

電池を入れる場合、および交換する場合は次の手順にしたがっておこなって<ださい。 
⑴電源スイツチを〇 FF 位置にして<ださい。 

(2) 小型のネジ回しで裏ぶだの2本のネジをはずしてください。 



ネジ 

(3) 電池押さえを121の矢印の方向に動かして取りはずして<ださい。 



電池押さえ 
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⑷使用ずみの電池を取 1 0はずし、新しい 1 」チウム電池を2個入れます。 

乾いだ布で電池をよ<ふいて、プラス.マイナスをまちがえないように入れて<だ 
さい0 


電池は2個 
とも交換し 
て < ださい。 



(5) 電池押さえを (3) と逆に取りつけてください。 

(6) 裏ぶだを取りつけます。 

裏ぶだのツメを本体のミゾに掛けてから裏ぶだを本体に合わせ、軽<押さえながら 
ネジで留めて <ださい。 



(7) 電源スイッチを〇 N 側にして、計算機裏面のオール 1 」セツトスイツチを押し、計算 
機内の状態をすべて 1 J セツトして<ださい。 
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そしてそのあと、次のような表示になることを確認してください。 


DEG 

8 « 


電池交換は前記の手順でおこなつていただ<か、あるいはお買上げの販売店もし<は別 
紙一覧表に記載のサービス会社にお申しつけ<ださい。有料にて交換いたします。 

圈電池は次の種類の新しい電池を2個ご使用<ださい。 

りチウ乙電池 CR -2032 


〈電池使用上のお願い〉 

1 . 電池は必ず同時に2個とも交換して<ださい。 

2 . 新しし電池と一度使用した電池をまぜて使用しないでください。 

3. 電池は必ず同種のものをご使用<ださい。 

4. 電池の+、一の向きを本機の表示通り正し<入れて<ださい。 

〈ご注意〉 

♦電池は幼! e の手がとどかないところに置いて < ださい。 

万一飲み込んだ場合にはただちに医師にご相談<ださい。 

• 計算機に内蔵された最初の電池は工場出荷時に組み込んでいますので約300時間に満 
たないうちに電池がな<なることがあります。 

春消耗した電池をそのままにしておきますと、液もれにより計算機をいためることがあ 
ります。 

•電池を火中に投入しないで<ださい。火中に投入すると破裂するおそれがあります。 
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形 名 

計算桁数 
計算方式 
ブ□ヴラム言語 
CPU 
システム ROM 
メモリー容量 


スタック 


基本計算機能 


PC - 1401/ PC — 1402 

10桁（仮数部）+2桁（指数部） 
数式通り（優先順位判別機能つき) 
BASIC (ベーシック） 

CMOS 8ビット CPU 
40キ□バイト (40 K 巳) 


システムエ U ア 


約 0.5 キロバイト 

データ 專用ェ1」ア 


208バイト 

プ□ブラム. デー タエリア 


3534バイト （ PC -1401) 
9678バイト ( PC - 1402) 

サプルーチン用 

10段 


FOR — NEXT 用 

5段 


ファンクシヨン用 

16段 


データ 用 

8段 



基本計算：加減乗除算 

関数計算：三角関数、逆三角関数、双曲綠関数、逆双曲関数、対数、 
指数、角度変換、べき乗、べき乗根、座標変換、開^ 2 計 
算、整数化、絶対値、符号関数、円周率、その他 


編集機能 


メモ 1 J 一保護 

表 示 

使用温度 
電 源 

電池使用時間 


消費電力 
外形寸法 


カーソル 左右シフ ト （►、 ◄) 

挿入 （I NS ) 

削除 （ DEL ) 

ラインアップ•ダ'ウン（丨、 t ) 

バッテリーバックアップ 
(プ□ブラム、データなど電源オフ時内容保護） 

5 x 7 ドットマト 1 少ソクス16桁液晶表示 
CTC 〜40で 

6 V ~ ( DC ) :リチウム電池 〈 CR -2032〉2個 

約 300時 P 者 （使用温度 20*C で55555555 • を連続的に表示させている場合。 ' 
I 電池の種類や使用方法などにより多少の変動があります。 

• 1日当り1時間使用した場合は約4力月使用できます。 

だだし、1時間のうち、演算まだはプ□ブラム実行を分間、表 
示状態を50分間おこなつだ場合。 

0.03 W 

幅1 70 mm x 奥行72_ x 厚さ9 . 5酬 
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150 g (ハードカバー、電池を含む） 

ハードカバー、テンブレート1枚、チウム電池2個（計算機に内 
蔵）、取扱説明書、ネームラベル、シャーフサービス.お客様ご相 
談窓□一覧表 



アフターサービスについて 


囫修理を依頼されるときは 

修理は、お買いあげの販売店に、本機の品名(計算機)、形名 ( PC — 1401 / PC —140 2) 
および故障状態を<わし<ご説明いただいて、お申しつけ<ださい。 

ご転居.ご贈答品などでお買いあげの販売店に修理を依頼することができない場合は、 
もよりのシャープお客様ご相談窓□にお問い合わせください。 

圈製品の保証にっいて 

① この計算機は取扱説明書の巻末に保証書かっいています。保証書は販売店にて所定 
事項を記入いだしますので、内容をよ<お読みのラえ大切に保存して<ださい。 

② 保証期間は保証書に記載されている期間です。 

保証書の記載内容によりお買いあげの販売店まだは当社サービス会社が修理いだし 
ます。くわしくは保証書をご覧ください。 

③ 保証期間中の修理など アフターサービス についておわかりにならない場合は、お買 
いあげの販売店、まだはもよりのシャープお客様ご相談窓□にお聞い合わせ<ださ 
い0 

④ 保証期間経週後の修理にっいては販売店にご相談<ださい。修理によって機能が維 
持できる場合はお客様のご要望により有料修理いだします。 

囫お問い合わせは 

この製品についてのご意見、ご質問はもよりのお客様ご相談窓口（技術センター）へお 
申しっけ<ださい。付属の「シャープサービス.お客様ご相談窓□一覧表」のとお 1 〇、 
全国にお客様ご相談窓口（技術センター）を設けております。 
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► ポケットコンピュータ友の会について ◄ 

ポケットコンピュータ友の会は、ユーザーの皆様の自作ソフトの交流の場を 
提供します。 

どうぞふるつてご参加ください。 

こ入会手続 

下記に紹介致しております巳 AS 丨 C ソフトウェア集の巻頭にある、「ボケッ 
トコンピュータ友の会のご案内」での要領に従い皆様の作成されましだ興味 
あるオ|」ジナルプ□ブラムー編以上をお送り<ださい。 

会員特典 

♦会員証を発行致します。(有効期間1年） 

•送彳寸していただいたプ□ブラムは、選考•編集の上、製本化し、出版社を 
通じて出版•販売いだします。なお、採用プロブラム分につきましては記 
念品を贈呈させて頂きます。 

•上記の本を作る際の選考該当期間中に才りジナルプ□ブラムをお送りいた 
だいた会員の皆様にはこの本を一冊贈呈いだします。 

送付先〒639-11奈良県大和郡山市美濃庄®492 

シャープ株式会社産業機器事業本部 
〇 A 事業推進本部ポケットコンビュータブループ 

氺木氺巳 AS 丨 C ソフトウェア集のご案内木木木 

•ポケットコンピュータ BAS 丨 C ソフトウェア集 Na 3 CPC - 140 佣） 
•ボケットコンピュータ BAS I C ソフトウェア集 Nci 4 

/ PC -1245/ PC -1251 \ 
( PC — 1255/ PC —1401用) 



プログラ厶事例集 




このページまで、各種機能の説明を読み進まれ、この機械がどのよラなもの 
かご理解いだだけだと思います 。 BAS IC 言語で自由自在にプ□ブラムが 
作成できるようになるには、この取扱説明書の理解に加えて、数多くのプロ 
ブラム作りにチヤレンジすることが大切です。電卓モードの使用についても 
いろいろさわつてみて、慣れるとよいでしよろ。 

以降のページには 、 BAS I C プ□ブラムの例、電卓モードの使用例などを 
い<つか載せていますので参考にして<ださい。 

(なお、当社はこの事例集の使用に際して生ずる金銭上の損害および逸失利 
益については、一切の責任は負いませんのであらかじめご了承ください。ま 
た、プ□ブラムの使用に際し、精度不足や利用者の意！！を十分達成できない 
こともありえますので、データチェックなど、十分確認をおこない、目的に 
合致しない ± J 合は目的に合うよう修正の上、ご利用ください。） 

注）•フローチヤートは、プ□ブラム構成の複雑なものに付けました。 
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目次 


(タイトル） （ページ) 

•二重回帰分析 . 197 

•二元配置法 . 202 

(C) 籲平均値の比較 . 207 

•直列.並列回路のインピーダンス . 210 

(C) •パルス回路 . 215 

•方程式の根（ニュートン法） . 216 

• 数値積分（シンプソン法) . 220 

•軟着陸 . 227 

•タイプ練習 . 230 

• 集計表 . 233 

(C) •割賦計算 . 239 


注） （ C ) の付いだものは電卓モードの使用例です。 
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PROGRAM 

TITLE 


二重回帰分析 


計量値（ム，％. ， ふ.）/ =1, •••, w に何らかの関係があるとき、これらのデータを 
z 二 ax~\~by + c で回帰します。 

さらに、回帰式に従つて推定します。身長( X ),体重(丫)と胸囲 ( Z ) の関係などに利用 
できます。 

■使い方 

1) _ CH …データ 入力 

ディスプレイ出力またはプ IJ ンタ出力の選択後、 X , 丫， Z にデータを入力します。 
終了時は ヽヽ){二 ,, の表示の時に [enter) のみ押します。 

2) (SB [ B ……分折結果の出力 

ディスプレイ出力まだはプリンタ出力の選択をします。 

このあと、平均、分散、相関係数、及び回帰係数を出力します。 

3) _ [ S ……回帰式による推定 

ディスプレイ出力またはプ|」ンタ出力の選択後、 X ，丫のデータを入力すると、 

で決めだ回帰 i 系数により Z を推定します。 

注） ディスプレイ出力またはプリンタ出力の選択では、、、 p 二 p " はディスプレイ出力の 
意味で、、、 P = LP " はプ 1 J ンタ出力の意味です。 


■内容 


次の式により計算します。 
データ数 

Sxx-H (Xi-xY 
Syy — ^t Ct/i — y~y 

Szz=S Of — 万 ) 2 

5^ = 20:.— jf ) (か. — y ) 

S y z = )— y ){ zi ~ z ) 

SxZ = ^QXt — X^^Zi — z') 

分散 


Vz = 


Szz 

n 


回帰係数 

- Sxi / 

Sxx-S//;/-(Sx //) 2 

, _Sj/Z'Sxx— Sx2. Sxy 

一 Sxx'Syj/-(iSxyy 
c —z — a,x — by 
推定は 

+ の式により求めます。 


相関係数 


Sn 


」 Sxx V Syy 


s ズ 


\/〇 V S xx 


Ry 


Sx 


y/S yy 


y/sZ 
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■例題 

次のデータより回帰分析を行います。 



1 

2 

3 

4 

5 

X 

24 

17 

22 

21 

20 

y 

2300 

1500 

1600 

1100 

900 

Z 

9027 

5983 

5274 

4435 

3365 


まだ、回帰係数を求めだ後、次の場合の2を推定します。 

)j=17 

し=600 


■キー操作手順 

〈データ入力〉 


ステ 

ップ 

キー 操作 

表 示 

備 考 

1 

國 CE 

P = P 一一 1 P = し P —— 2 一 

ディスプレイ出力の 

選択 

2 

1 | ENTER | 

X 二- 

データ 入力 

3 

?4 1 ENTER | 

Y= 


4 

2300 IenterI 

Z 二- 



9fl?7 1 ENTER j 

X = 








Z 二- 



3365 IenterI 

x= 



IenterI 

> 

終了 


〈結果出力〉 


ステ 

ップ 

キー 操作 

表 示 

備 考 

1 

圈 3D 

P = P ——1 P = I_P ——2 一 

ブ IJ ンタ出力の選択 

2 

? 1 enter ] 

> 

結果をプ 1 J ンタ出力 

後に終了 
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〈推定〉 


ステ 

ップ 

キー 操作 

表 示 

備 考 

1 

画 3 D 

P = P ——1 P = LP 一一2一 

デイスブレイ出力の 
選択 

2 

1 | ENTER | 

X =- 

データ 入力 

3 

17 

Y =_ 

データ 入力 

4 

60(1 1 ENTER | 

Z = 2311.149 

結果 ( Z ) を表示 

5 

| ENTER | 

X =— 


6 

| ENTER | 

> 

終了 
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20.888 
1488.000 
5616.6 ： S 0 


■プ U ント出力 


_ CE と _ CH については 
プ| J ンタ出力を選択しだ時のサンプルです。 


17. 

1500. 

5933. 


1689. 

5274. 

21 . 

1100. 

4435. 


0.551805 
0.9763 7 S 
0.481886 


-66.294 

4.043 

1812.543 


國 CE 


2388. 

9927. 


V 仁 5.360 
VY = 233680.000 
VZ = 3669666.561 


フ□グラムリスト 


10: V A V : REM DATA INPUT 
15 ： CLEAR- : WAIT : V=1 
20 ： E=8 

1000 

v X= v ； X：GOTO 60 


30：GOSIJB 
40：INPUT 
59：END 
60：INPUT 
70 ： 6OSUB 


V MX= V ；X 


,; MY= V ；Y 


v f1Z= V ;Z 


^Y= v ； Yj V Z= V ；Z 
1200 

80 ： F=F+X ： G=G+Y ： H=H+Z 
90 ： I=I+X*X ： J=J+Y*Y ： K=K+ 
Z*Z 

100: L=L+X*Y ： M=M+Y*2 ： N=N+ 
2*X 

110 ： E=E+1 
115 ： G0SUB 1109 
120： GOTO 40 
130: END 

140 ： V B V ：REM HEIKIN 
150：GOSUB 1008 
155 ： G0SUB 1308 
ib0 ： X=F/E：PRINT 
+14 

170 ： Y=G/E：PRINT 
+W 

180 ： 2=H/E；PRINT 
+W 

190 ： 60SUB 1109 
208 ： 0=I-E*X*X ： P=J-E*Y*Y ： 
Q=K-E*Z*Z 

210 ： R=L-E*X*Y ： S=M-E*Y*2 ： 
T=N-E*Z*X 
228： REM BUNSAN 
230：GOSUB 1300 
V VX= 

V VY= 

V V2= 

1100 

280： REM SOUKAN KEISUU 
290：GOSUB 1400 
300：PRINT V RXY= V ； R./SQR ( 
「 J*P)+W 
310：PRINT 
P*Q)+W 
329：PRINT 
Cl*Q)+W 

330 ： 6OSUB 1100 
340： REM KAIKI KEISUU 
350：GOSUB 1300 
360:3=O*P-R*R 
370 ： A=<T*P-S*R)/D：PRINT 
V A= V ； A+W 

330 ： B=<S*0-T*R)/D ： PRINT 
V B= V ； B+W 

390 ： C=2-A*X-B*Y：PRINT V C 
= V ； C+W 
400:GOSUB 1100 
410：END 


240：PRINT 
250：PRINT 
260JPRINT 
279 ： G0SUB 


V ； 0/E+W 
SP/E+W 
リ Q/E+W 


V RYZ= V ； S/SQR < 


V R2X= V 5T/SQR ( 



» 5 

» 0 6 
0 8 3 

• 1.4 9 3 


II II 


9 

4 


4 —A 

3 

2 


s 

riy 

1-tb 


ii 

z 


ii -I = 

ll vcll :- r ...J 


ii ii ii 

7J 


ii ii = 

y: Y7J 


11 = ii 

::! r ..JV:: 
::.::::— フ j 
R R..K: 
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■メモ IJ 一内容 


420 ： V C V SREM SUITEI 

425 ： V=2 

430SGOSIJB 100 0:GOSUB 130 
0 

440： INPUT v X= v ；XsGOTO 46 
0 

450： END 

468iINPUT v Y= y ；V 
47 0:Z=A*X+!:*Y+C 
48 0：GOSUB 1280 
485 ： G0SUB 1108 
498 ：GOTO 440 
50 0：END 

1800 ： INPUT V P=P—I R=LP 
—2 V ；U 

1010 :IF U=1 PRINT = 
PRINT : GOTO 1048 
1020： IF U=2 PRINT = 
LPRINT : GOTO 1040 
103 0 ： GOTO 1000 
1840 ：RETURN 
1108： REM SPACE 
1H0：IF U=i GOTO 1130 
112 0：IF U=2 PRINT vv 
1130： RETURN 
1200 ： REP1 X-V-Z PRINT 
1218: IF U=1ON V GOTO1 
268，1240 

1220： IF U=2 USING 
123 0:PRINT V X= V ;X: 

PRINT V V= v ；V 
1235 ! IF V=1 LET |a|=0 : 

GOTO 1250 
1240 sGOSUB 1300 
125 0：PRINT V Z= V 5Z+W 
1260： RETURN 
130 0：REM USING 1 
1310: USING 10 
r**：N=5E-4 
132 0：RETURN 
140 8:REM USING 2 
1410： USING nm 謂 v : 

E=5E-7 
1428 ：RETURN 
150 0：END 


変数 

内容 

A 

a 

巳 

b 

C 

c 

D 

Sxx. SyiriSxyY 

E 

n 

F 

Sx/ 

G 

W 

H 

ZU?. 

1 

Ex/ 2 

J 

Si// 2 

l< 

2 之 ， . 2 

し 

Hxiyi 

M 

Tiijizi 

N 

YiZixi 

〇 

Sxx 

P 

Syy 

〇 

Szz 

R 

Sxy 

S 

Sijz 

T 

Szx 

U 

プ 1 J ンタ出力のフラック 

V 

プ□クラムのフラッグ 

w 

四捨五入用 

X 

X, X 

Y 

i/y y 

Z 

z, z 


1119 bytes 


201 


































PROGRAM 

l T L E 



配置法とは、異なる条件のもとで得られだ結果を分析し、条件と結果の間に関連がある 
かどうかを楱定します。そのだめに分散分析を行い、分散比を計算します。これは、く 
り返しのない二元配置法のプロブラムです。 


■使い方 

1) _ CE •••データ入力及びチェック 

♦ 要因子の水準数 A 、 B を入力し、続けて表示に従ってデータを入力します。 

拳データ入力がすべて終ると、データをチェックするかどろかを選択します。 
表示されているデータが違っている時は _ を押して、新しいデータを 

入力します。 

2) m CE •..分散分析の結果出力 

書入カデータもプ 1 J ント出力するかどうかを選択します。 

_ 分散分析の結果（変動、自由度、不偏分散、不偏分散化）をプりント出力します。 

■参考（計算内容など） 

各水準の数 ..a, b 

デー タ： !^i| ノ ’=1 〜み） 

1 • [x]=a.xuy/ab 
[A]=2aXij) 2 /b 
[B}=2 (IX a) 2 /a 
[ABS]=2X 2 U 

2 . Sa=[A] — [X] 

S»=[B]-[X] 

St = [ABS]-[X] 

Se = [ABS]—[A] —[B] 

3 . 0 a = a —1 
0b= b —1 
^.—ab—a — b—\ 

0T ~~cl b 1 

4. Va=Sa/0A 
V B =Sb/0B 
Ve=S E /0E 

5. Fa=Va/V e 
Fb=Vb/Ve 
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■例題 


■ブ u ント出力（結果) 


下のデータから、ホルモン投与量、飼料の種類 SUIJUN SUU 


と増体量の関連を検定するために、分散分析 
を行ないます。 

データ：子隊のホルモン投与量を変え 
て、3種類の飼料を与えだと 
きの増体量の変化 〔 g ,/ 日〕 



飼料の種類 

B, 

巳 2 

巳 3 

投ホ 
y モレ 
量ン 
〔呢頭〕 

A. 

10 

79 

68 

93 

a 2 

20 

86 

90 

100 

A 3 

30 

104 

110 

118 


XU 5 1)=79. 

X(h2)=68. 

: K(lj3)=y3. 
1 )= 86 . 
X (2,2)=98. 

: K(2,3) = 100, 
: v ： 3 ? 1) = 104. 
X(3,2)=110. 
X(3,3)=11S. 

HENBOU < S ) 
A=1432.889 
B=401.556 
E=ii5.m 
1=1949.556 


JIYUUDO ( DF ) 
A=2. 

B=2. 

E=4. 


FUHEN BUNSAN ( V ) 

h=71 6.444 
B= 200.778 
£=28.778 


FUHEN BUNSANHI <F) 
N=24.896 
B=6.977 
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■キー操作手順 


〈データ入力とチェック〉 


ステ 

ッフ 

キー 操作 

表 示 

備 考 

1 

画 QD 

SU1JUN A= 

A の水準数 

2 

パ [enter | 

SU 丨 JUN B= 

巳の水準数 

3 

3 1 ENTER] 

X(1, 1)= 

データ 入力 



? 


4 

79 1 enter | 

X(1, 2)= 




? 


5 

fift 1 ENTER| 

X(1, 3)= 




? 

! 同様に入力 


11 

110 I enter | 

X(3, 3)= 




? 


12 

118 1 enter ] 

INPUT END 




CHECK(Y/N) 

入カデータのチェック 

13 

m [ enterI 

X(1, 1)=79 


14 

1 ENTER 1 

X(1, 2)=68 




： : 同様にチェック 



1 enterI 

X(3, 1)-100 

入力間違いを発見しだので 

19 

fpEFi cm 

X(3, 1)=? 

[ DEFim で訂正する0 



? 


20 

104 1 enter ! 

X(3, 1)=104 



1 enterI 

•:続けてチェック 


23 

I ENTER | 

> 

終了 
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〈分散分析結果の出力〉 


ステ 

ッフ 

キー操作 

表 示 

備 考 

1 

園 CcJ 

DATA PR INT(Y/N)_ 

入カデータをプリント出力 
するかしないか選択。 


Y | ENTER | 


分散分析結果をプ |J ント出 
力。 



> 

終了 
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■フ□グラム 1 J スト 


■メモリー内容 


ie ： v A v ： Clear 
2y ： lNP- _ V SUIJUN A= V ；A 
30 ： INPUT ，V SUIJUN B=._.;3 
40 ： DIP 1 G(B- ： )jB$<0)>X(R 
-1 > B-i) 

59：FOR 1=0 "0 A-i ： "0R K 
=0 TO 3-1 

6y ： 3$(0)= v X( v +STR$ C+l 
)+ v ， v +S T R 生 <K+1)+ V )= 

V 

70： 5 AUSE B$< 9 >：INPUT X< 
I,K) ： NEX" CNEXT 1 ： 
GOTO % 

30：GOTO 70 

90：PAUSE v INPUT ENH V ： B$ 
<0)= vv 

100：IKPIJT v i>ECK (Y/N) = v 
； 3$(0> 

•il0：IF B$<0)= v N w END 
120: IF B 多 （ 0><>T GOTO1 
80 



135 ： J=0 

14 0：PRINT V X(SSTR$ <1 + 1 
) ； v » v iSTR$ CJ+1>； v )= 
V ;X<I ， J) 

150 ： J=J+1：IF J=B GOTO17 
6 

160 ： GOTO 140 

170： 1=1+1：IF I=A GOTO19 
0 

： 3^ ： G0T0 135 

: 补：三 ND 

2@8J v 3 v sPAUSE V X< V 5STR$ 
(1 + 1)； % V ； STR$ (J+l) 
; v )=? v 

210： INPUT X(I ， J) 

220 ： GOTO 140 

230： END 

248i v C v ： l1 $= gv ： INPUT V DAT 
A PRINT<Y/N) V ； M$ 

250： IF (M$= v r>+(M$= v N v ) 
<>1 GOTO 240 

260： IF M$= V N V GOTO 300 

2T0JLPRINT WW ：LPRINT V SU 
IJUN SUU A= V ； A ： 
LPRINT M B 

-V J J 

280：LPRINT v DATA v ：FOR 1= 
0 TO A-1 ： F0R K=0 TO 
B-l 


3 ポ PA 我 ; 1 沿 > 化 

= v ;X(I ， iO:NEK T K: 


NEXT I 

300： FOR J=0 TO B-1 ： 0(J)= 
0 ：HEXT J 

310: 7=0 : S=0:Z=0:R=0 
320： FOR ：=0 TO A-1 ： P=0 ： 
-OR J=0 TO B-l 
330 ： E=XUjJ)!Z=Z+E*E ： O<J 
)=CKJ)+E ： P=P+E：NEXT 


340 ： S=S+P*P!R=R+P ： NEXT I 
350 ： R=R*R/(A*B )： S=S/B ： 

FOR 1:0 TO B-l ： T=T+0 
<I 〉 *Q(D:NEXT I:T: 了 / 

A 

360 ： S=S-R!LPRINT wv ： 
LPRINT v HENDOU <S) V 
365:3$(0)= v h= v ： C=S ： 

GOSUB 1000 

370 ： T="-R ： Z=Z-R ： P=Z-S-T 
375 ： BS(0) = V B= ,, ： C=T ： 

GOSUB. 100 0 ： B$(0) = v £ 
= V ： C=P：GOSUB 1000 ： B$ 
( 0 )= v T= V ： C=Z：GOSUB 
1800 

380 ： F=A-1：LPRINT VM ： 

LPRINT v JIYUUDO (DF) 
V ： S=3/F ： 6=B-1 
385 ： B$(0)= V A= V ： C=F ： 

GOSUB 1000 ： B$<0)= M B 
= V ： C=G：GOSUB 1000 
390iT=T/G ： O=(A-l)*(B-l )： 
P=p/0 ： D=A*B-1 
395 ： B$(0>= V E= v ： C=0 ： 

GOSUB 1000 ： B$<0)= V T 
= V ： C=D：GOSUB 1800 
400: LPRINT MV SLPRIHT V FU 
HEN BUNSAN (V) v 
405 ： B$(0)= m A= v :C=S: 

GOSUB 1000 ： B$(0)= V B 
= M ： C=T：GOSUB 1000 :於 
( 0 )= v E= w sC=P：GOSUB 
1000 

410 ： F=S/P：LPRINT wv ： 

LPRINT V FUHEN 3UNSAN 
HI (F) v 

4i5 ： B$<0)= v A= V :C=F: 

GOSUB 1000 ： B$(0)= V B 
= V ； C=T/P：GOSUB 1000 
420： END 

1000:REM MARUME 
1010 ： LPRINT B$(0>5 INT 
(C*lE3+.5>/lE3 
1820： RETURN 
103 0：END 


変数 

内 容 

A 

水準数 a 

巳 

水準数 b 

C 

J 

D 

必 T 

E 

J 

F 

i>a，Fa 

G 


H 


1 

ノ 

J 

ノ 

K 

ノ 

--l-H 


M 

J 

N 


〇 

(f)e 

P 

J ふ V e 

Q 


R 

7,[X] 

S 

[A], So, Va 

T 

[B] ， SJ b 

U 


V 


W 


X 


Y 


Z 

[AB S], St 

〇⑷ 

I X 2 u 

x(*) 

Xu 

B$(0) 

V 


1352 bytes 
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CALCULATION 

TITLE 


平均値の比較 


この例は電卓モードの統計®理と BAS IC モードのフ□ブラムを結びつけた例です。 
標本に対廊があって、各標本差めが、正規分布をなす®集団の標本になっていると仮 
定します。 t 値は n —1 の自由度で 
卜 cf 

7T 

で求められます。この/は2つの標本 ffl 集団が統計的に等しい平均値を持つかどうかを 
検定するために用います。 

だだし、差の平均値/二 一ぃ） = 

n n 

差の標準偏差 p ( H ) 2 - (号 ( n )) 2 /” ) 1 

_ / 2 —2Sx , / + 2 U i 2 — n' d 2 \ ^ 

—I ^th ) 

①ここでは、まず、電卓モードの統計モードでデータを入力し、 u 〜 Z のメモリーに 
に格納されている統計量を用いて、巳 AS I C モードで/値を求めます。 


メモリー 

U 

V 

W 

X 

Y 

Z 

統計量 

2ゲ 

2// 

ガ 

Sx 2 

Sx 

n 


ゴ =( 丫 一 V )/ Z — M (Mean: 平均） 

S/=SQR((X-2 木 W+U—Z*M 八 2)/(Z—1))—SD 

(Standard deviation: 標準偏差 ) 

，= M / SD 氺 SQR Z — 丁（/値） 

D /^ Z —1 —DF (Degree of freedom : 自由度） 

② BAS I C モードで、ブ□ブラムを実行し、次のものを出力します。 

SD :差の標準偏差 ( S ，） 

M :差の平均 （/) 

T : / 値 （ / ) 

DF :自由度 （ D /) 

③ t 分布表を用いて検定します。 
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■例題 

ある学年の2つのクラス （1 クラス10人）の生徒か、種々の検査により同程度の知能を 
持つと判断されています。この2つの集団に異なる2種類の教育方法 A 、 B を用いて、 

1年後に、検査したところ次のよ〇な結果が得られました。 


A 

10 

4 

6 

2 

7 

13 

3 

11 

5 

9 

巳 

8 

3 

4 

2 

3 

11 

4 

7 

4 

7 


これより次の仮説を検定します。 

Ho : 2つの教育方法は同程度に効果がある。 

Hi : 95%の信頼度では教育効果に差がある。 

■解答例 

自由度 g 、 有意水準5%のときの伋説 H 。 の棄却域は Ul >2.262 となつています。（， 
分布表より求める。） 

① 巳 AS 丨 C プ□ブラムを作成する。 10:卜 

20 ： SD=SQR ((X-2*I4+LI-Z*M 
^2)/(Z-D) 

30 ： T=M/SD*S0R Z 
40 ： BF=Z-1 

50 ： lPRINT •••SD= v ;SD 
60：LPRINT = V 5M 
70：LPRINT V T = V ；T 
80：LPRINT V HF= V ；HF 
90SEND 

152 bytes 

② 操作 

籲電卓モード、統計モードを設定する0 


[CALI [SHIFT 1 [STATI 


0 


春データを 入力す る 0 

10 IU.>)] 8 IdataJ 4 I は.グ 1 3 l pAT il … 

I_II_I 

……9网7國 
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•BAS I C モードにし、プ□ブラムを実行する。 

I SHIFT 1 IstatI [basic 1 RUN L enter I 


> 

•次の結果がプ 1 J ントアウトされます。 

311=1.567021236 
M =1.7 

丁 =3.43063125 
HF =9. 


③結論 

• t 値が棄却域に入るため、仮説 H 。 は棄却されます。従って教育効果に差が認め 
られます。 
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巧直列.並列回路のインピーダンス 


R • L • C 直列回路又は並列回路の両端に周波数/の電流を流しだときのインピーダン 
スを求めます。 

■内容 

①直列回路 

P ハ L 

0 ~ / Wv II—— W ~~〇 

w =2^ r / とする。 

Z 二 R+y(wL — x -\-jy 

ィンピ-ダンス IZI = V / R2+ (, L - J ) 

( 

位相差 仁 tarv 1 — 

\ 

従って （JC 、 が）(へ没）変換により | z|、 没を求める0 


1 \ 
(0 C 

R 


R ⑷ 

C 〔" F 〕 

L 〔 mH 〕 
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②並列回路 



R ⑻ 

COF 〕 

L 〔 mH 〕 


z t , . / r — 

インピーダンス |z|=— 1 - 

ノ卜 C'TT 1 

位相差 Q =tan 1 ^L- w c j 

ここで ^ +；( o ； c -- 1 r )= x t + y // > とおくと次の順序で結果を得ることか'できます。 
Cr ’， - K；*, d) - Ky, -9 ) y) 

i i 

|Z| d 


■使い方 

1. [D|S [A] — 直列回路のインピーダンスを求めます。 

抵抗 R ⑻、静電容量 C し F 〕 、インゾクタンス L 〔 mH 〕 そして周波数 
/ 〔 Hz 〕 を順に入力します。 

計算結果ハガ、 IZI 、 0 〔 degree 〕 か表示されます。 

2. _ [E — 並列回路のインピーブンスを求めます。 

操作は _ [XI と同じです。 


■例題 

直列回路 
二 5 ⑷ 
C=10 〔 "F 〕 
L 二 25 〔 mH 〕 
1/-50 〔 Hz 〕 


並列回路 

8⑷ 
C 二 0.5 〔 //F 〕 
L=40 _〕 
、 /=60 〔 Hz 〕 
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■キー操作手順 


〈直列回路〉 


ステ 

ッフ 

キー 操作 

表 示 

備 考 

1 

國 CE 

SER1AL C1RCU1T 

直列回路 



R= 

抵抗 02 〕 

2 

f) 1 ENTER | 

c= 

静電容量し F 〕 

3 

ID 1 ENTER I 

L= 

インタクタンス 〔 mH 〕 

4 

25 1 enter| 


周波数 〔 Hz 〕 

5 

RD 1 ENTER I 

X 

X の表示 

6 

[ENTER| 

5 

7 

I ENTER| 

Y 

丫の表示 

8 

(ENTER| 

一 310.4559045 

9 

I ENTER| 

IMPEDANCE Z 

インピーダンス 

10 

| ENTER| 

310.4961653 

IZI の表示 

11 

[ ENTER| 

THETA (DEG) 

位相差 6 (deg) の 

12 

I ENTER| 

一 89.07731137 

の表示 

13 

1 ENTER| 

> 

終了 
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〈並列回路〉 


ステ 

ッフ 

キー操作 

表 示 

備 考 

•1 

画 CE 

PARA しし EL ClRCUT 

並列回路 



R= 

抵抗 〔 i 2 〕 

2 

8 「 enterI 

C 二- 

静電容量〔パ F 〕 

3 

fl n 「 enterI 


インダクタンス 〔 mH 〕 

4 

40 丨 ENTER | 

F =- 

周波数 〔 Hz 〕 

5 

Rf ) 1 ENTER | 

X 

X の表示 

6 

| ENTER | 

6.250732478 

7 

| ENTER | 

Y 

丫の表示 

8 

I ENTER | 

3.306690691 

9 

I ENTER | 

IMPEDANCE Z 

インピーダンス 

IZI の表示 

10 

I ENTER | 

7.071482153 

11 

I ENTER | 

THETA (DEG) 

位相差 0 (deg) 

の表示 

12 

I ENTER | 

27.87922142 

13 

| ENTER | 

> 

終了 




























































■ブログラムリスト 


■メモリー内容 


in : V A - sA =0 ; PAUSE " SERIh 
— L CIRCUIT ••: GO 丁 0 30 
20: v B y ： A =1 ：PAUSE V PARAL 
LEL CIRCUIT" 

38：DEGREE :WAIT 
40 ： INPUT ，， R= V ;R 
50:INPUT V C= V ;C:C=C*1E- 


60: INPUT _ tf L = v 5 L ： L = UnE - 

70：INPUT V F= V ;F 
88: W=2*31>F 
98：IF A=1 GOTO 250 
10 0：REM SERIAL 
110:U=R:V=W*L-RCP (14*0 
120 ： Y=POL (U ， V) 

150：REM PRINT 
160: PRINT V X V : PRINT U 
178: PRINT V Y V : PRINT V 
130: PRINT v IMPEDANCE Z v ： 
PRINT Y 

190： PRINT m THETh(DEG ) v ： 
PRINT Z 
20 0:END 

250： REM PARALLEL 
260 ： Y=RCP R ： Z=W*C-RCP (W 
*L) 

270 ： Y=POL <YjZ) ： U=RCP Y 
28 0 ： V=-Z 
29 0:Y=REC (U ， V) 

388：REM PRINT 
310：PRINT v : ぐ ： PRINT Y 
320: PRINT V Y V : PRINT Z 
330： PRINT "IMPEDANCE Z v ： 
PRINT U 

348： PRINT V THETA(DEG ) V ； 
PRINT V 
350： END 


変数 

内容 

A 

フラック' 

B 


C 

静電容量 

D 


E 


F 

周波数 

G 


H 一 


1 


J 


l< 


し 

インダクタンス 

M 


N 


〇 


P 


Q 


R 

抵抗値 

S 


T 


U 

X 

|Z| 

V 

y 

d 

W 

2 tt /( iv ) 


X 



Y 

Ul 

x \ X 

Z 

e 

y’，y 


426 bytes 


































CALCULATION 

TITLE 


パルス回路 



个 

Vo 




左!！のよラな非安定マルチ/ \'イブレータ回路 
には次の様な関係式が成立します。 

T = CR ベ^^) 
V ^ Vcc ^- exp ^^- t )} 

しニー CR/ 」 /«(1—0.9) —/; 2 (1— 〇 」）| 

T :周期 t r :立上り時間 


■例題 


上式を利用して次の様な場合の周期.立上り時間を求めなさい。 
V CC =12 〔 V 〕 V b =9 〔 V 〕 R,=1(ki2) 

C=500CPF] Rb=50IXq 〕 


■操作方法 

① 電卓モードの設定.浮動小数点表示の指示 

② 周期 T を求めます。 

500画12困 [S 50画3团 

mm 12 m9CDCBi2[Z] 

Hnir=i 

S (表示方式の切替え） [ 1 . 39903947 E -05) 

答約 14. 0 Os 〕 

①立上り時間 T r を求めます。 


〇. 000025 
〇.〇〇〇〇彳399 


500 E 3 國12 f ^ ririfE ^3 r^nnrn 

1 somcsDCEmi so.i 

man] 110 c=] ^ 0.000001098 

S (表示方式の切替え） [― 1. 0986122 8 9 E -06 
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，〇罕方程式の根 (ニュートン 法) 


■簡単明解、根の算出/ 

一般に方程式の根を求めるのは、やっかいなものですが、ここではニュートン法を用い 

て根を近似して行<方法をとり上げています。彳ツの根が求まると指定した区間幅に® 

じてニュートン法を用いる始点が自動的に変わって行きます。このプロブラムを使って 

面倒な方程式の根もかんだんに求めることができます。 

■使い方 

1 m \ m でプ□ブラム開始です。 

2. 始点、微小区間、区間幅をそれぞれ 
入力します。 

3. 根の値を出力します。さらに5^1 
を繰り返し押すことにより、始点を 
先に入力しだ区間幅ごとに変えてい 
って根を求めます。 

注）このプ□ブラムはニュートン法の基 
礎的なアルゴ | J ズムであり、複数個 
の解があっても一部解か表示されな 
いことがあります。 

■参考(計算内容など） 

関数 = の jt 二 Xn における接線が I 軸と交わる時の I の値を X n + 1 とする 


となります。 

Xn と X n + 1 の差の絶対値が10_ 8 以下になれば Xn を根とみなし表示します。ここで 
は1次微分の f ’（ X )を次の様に定義します。 
f ’ ( x )= l ( X ± hl ^±00 ( h は微小区間） 

10 8 を変更する時は、340ラインの 1 E —8を変更してください。 
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■例題 

x 3 -2 x 2 - x +2=0 (根は一1,1, 2) 

始点=0 
微小区間=10 一 4 
区間幅 =0.5 
として計算します。 

関数は、サブルーチンとして、500ライン以後に書き込んでください。 
書き込み方（例題の場合） 

1 . PR 〇モードにする。 

2 . 500 B = ( ( X —2) 氺 X - *1) 氺 X +2 I enter i 
510 RETURN 


■キー操作手順 


ステ 

ッブ 

キー 操作 

表 示 

備 考 

1 

画 m 

SHITEN= 

始点の入力待ち 

2 

f) IenterI 

B1SHOU KUKAN= 

微小区間の入力待ち 

3 

0.0001 IenterI 

KUKAN HA 巳 A= 

区間幅の入力待ち 

4 

0.5 |enter| 

2. 

根を表示 

5 

IenterI 

1. 


1 enter] を握(〇 

6 

IenterI 

-1. 

7 

IenterI 

1. 

8 

IenterI 

一 1. 

返し、始点を変え 
て根を求めます。 

9 

IenterI 

一 1. 

10 

IenterI 

-1. 

11 

|ENTER| 

2. 

以下、同様に始点を変えて根を求 
められます。 
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■フローチヤート 



218 






































































■フ□グラム 1 」スト 

10： ( - h v ： INPUT y SHITEN = y ； 

20 ： INPUT v BISHOU KUKAN = 
V ;A 

305 INPUT V KUKAN H _= v ; 
14 

4 0: G = V : F = V : Z =9 
50： IF Z =8 GOTO 70 
6 0: b = I ? -14 :し: = I j 11 j 0 T U 0 0 
70： C = G ： Z=i 
30：6 OSUB 300 
90： F = F +14： C=F 
100 ：GOSUB 300 
118 ： GOTO 50 
128 : END 

308： K = C：GOSUB 500 
316： Y = B ： X = A+C 
320：GOSUB 500 
330 ： n=C ： i>D-A^Y/(B-Y> 

348 ： IF ABS < D - C )>= lE -8 
GOTO 300 

350 ： BEEP 3 :PRINT C 
3662 RETURN 

500： B =(( K -2)* X - i )^ X +2 
510 ： RETURN 

272 bytes 


■メモリ内容 


変数 

内容 

A 

微小区間 

巳 

f (X) 

C 

Xo 

D 

f (x -h h) 

E 


F 

V 

G 

V 

H 


1 


J 


K 


し 


M 


N 


〇 


P 


Q 


R 


S 


丁 


U 


V 

始点 

W 

区間幅 

X 

X 

Y 

f (x) 

Z 

初期フラック 
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巧数値積分（シンプソン) 


■シンプル算出、シンプソン積分 

このプロブラムでは、積分区間内で等間隔幅に与えられだ関数値に対し、数値積分を行 
ないます。まだ、関数式をプ□ブラムに組み込んでおけば積分区間内の各値を自動計算 
して積分します。 

■使い方 

1 . _ m 操作—初期値入力 

データを 入力しての計算か、関数式を組み込んでの計算かの選択を行ないます。 
積分区間の始点、終点、分割数も入力します。関数式を組み込む場合は、プ□ブラ 
乙の900ラインに関数式を書き込みます。(書き込み方参照） 

2. (SB CE 操作-訂正値入力 

プ 1 リント出力の データ 番号を入力した後、訂正 データを 入力します。 さ 5 にすベて 
のデータをプ I 」ントするか、プリントしないか選択し®理終了です。 

3. [DEFl rcl 操作—積分値出力 

積分区間の各データ（関数値）をもとに、積分値がプ U ントされます。 

注）分割数は2〜254までの偶数を入力して<ださい。 
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■例 題 

1 . 次のデータを入力して計算を行ないます。 

区間(0,5).分割数40 


バム ） 

4 

/( ム 2) 

一 1 

/ ( ズ 23) 

一 2 

/Cr 34 ) 

13 

/ “2 ) 

5.5 

. バム 3) 

一 8 

/( 仏） 

0 

/U 35 ) 

12 .5 

/Ua ) 

6 

/Uh) 

一 9 

/Cr 25 ) 

2 

/Cr 36 ) 

12 

f(X4 ) 

5.7 

f (Il5) 

一 9.5 

/“26) 

4 

f ( 137 ) 

10 .5 

/(xs ) 

5 

/Uie) 

-10 

/(•r 27 ) 

6 

/(x 38 ) 

9 

f(x 6 ) 

2 

/(-Tiy) 

一 9.5 

/Cr 28 ) 

7 

バズ 39 ) 

7.8 

/( 乃 ） 

0 

/“18) 

-9 

/(x 29 ) 

8 

/( ム〇 ) 

6 

/Cr 8 ) 

一 1.8 

/(■Ti9) 

-8.5 

/( ェ 30) 

9.7 

/Cr 41 ) 

4 

/Cr 9 ) 

一 3 

/(■T20) 

-7 

/Cr 3 i) 

11 



/( ム 0) 

-5 

/U 21 ) 

一 5. 5 

/(•T32) 

12 



/Crn) 

-6 

f (I 22 ) 

-4 

/(I 33 ) 

12 .5 




2. 関数式を組み込んで計算します。 

V- i(x-2)jr-1l jr+2 
区間〔0,1〕分割数20 

関数はサフルーチンとして900ライン以後に書き込んでください。 

■書き込み方（例題の場合） 

PR 〇モードにして 

900丫 =((X-2) 木 X-1) 木 X+2 [ enter ] 

910 RETURN で書き込み終了 
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■ブ IJ ント出力（結果) 


N =40. 


1 F (0)=4. 

2 F (0.125)=5.5 


4 F (0.375)=5. 7 

5 F (8.5)=5. 

6 F (0.625)=2. 

7 F (0.75)=0. 

8 F (0.875)=-1 .S 



18 FU .125)=-5. 

11 F ( i .25)=-6. 

12 F ( i .3 T 5)=-7. 

13 F ( i .5)=-8. 

14 F ( i .625)=-9. 

15 FU .75): - 9.5 

16 F (1.875)=-10. 

17 F (2)= - 9_5 

18 F (2.125)=-9. 

19 F (2.25)=-8.5 

20 F (2.3 T 5)=-7. 

21 F (2.5)=-5.5 

22 F (2. b 25)=-4. 

23 F (2.75)=-2. 

24 F (2.875)=0. 

25 F (3)=2. 

26 F (3.125)=4. 

27 F (3.25)=6. 

28 F (3.375)=7. 

29 F <3.5)=8. 

30 F (3.625)=9.7 

31 F (3.75)=11. 

32 F (5.875)=12. 

33 F (4)=12.5 

34 F (4.125)=13. 

35 F <4.25)=12.5 

36 F (4.375)=12. 

37 F (4.5)= i 0.5 

38 F (4.625)=9. 

39 F (4. T 5)=7.8 

40 F (4.875)=6. 

41 F (5)=4. 


R=0. 


N =20. 


1 F (0)=2. 

2 F (0.05)=1.945125 

3 F (0.1)=1.881 

4 F (8.15)=1.808375 

5 F (0.2)=1.728 

6 F (0.25)=1. 640625 

7 F (0.3)=1.547 

8 F <0.35)=1.447875 

9 F (0.4)=1.344 

IS F <8.45)=1.236125 

11 F <0.5)=1.125 

12 F (0.55)=1. 011375 

13 F <0.6)=0.896 

14 F <0.65)=0. 779625 

15 F (0.7)=0.663 

lb F (0.75)=0. 546875 
IT F (0.8)=0.432 

18 F (8.85)=0.319125 

19 F (0.9)=0. 209 

20 F (0.95)=0. 102375 

21 F ⑴ =0_ 

F = l .8 83333333 
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■キー操作手順 

〈データを入力しての計算〉 


ステ 

ッフ 

キー操作 

表 示 

備 考 

1 

画 CE 

1 NP .=1/ CAL . =2?— 

データを入力するか 
組み込んだ計算式を 
もとに計算するかの 
選択 

2 

，| | enterI 

A =— 

積分区間始点の入力 
待ち 

3 

0 | ENTERI 

巳 = 一 

積分区間終点の入力 
待ち 

4 

!i 「 enterI 

N =— 

積分区間内分割数の 
入力待ち 

5 

4(J 1 enterI 

F (0)= 

データの入力待ち 



9 


6 

4 1 ENTER| 

F (0.125)= 

データの入力待ち 



? 


7 

5.5 rENTERl 

F (0.25)= 

^データの入力待ち 



? 




) _ 




( 




以下同様にデータの入力を行いま 
す。 


45 

l3 1 enterI 

FW = 

データの入力待ち 



? 


46 

4 1 enter! 

> 

データ入力の終了 

47 

圏 CB 

TE 1 SE 1 N 0. ?=— 

訂正するデータ番号 
の入力待ち 

48 

3 [enterI 

TEISEI CHI ?=— 

訂正値の入力待ち 

49 

13 1 enter! 

TE 1 SE 1 NO . ?=_ 

訂正するデータ番号 
の入力待ち 
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ステ 

ッブ 

キー 操作 

表 示 

備 考 

50 

I ENTER | 

ALL PR 1 NT(Y/N)_ 

データ 訂正の終了 
すべての データを プ 
U ントするかの選択 

51 

Y (enter 1 

> 

すべての データを プ 
U ントして処理終了 

52 

画 HE 

> 

積分値をブリントし 
て処理終了 


■キー操作手順 

〈関数式を組み込んでの計算〉 


ステ 

ッブ 

キー 操作 

表 示 

備 考 

1 

國 CE 

1 NP.=1/CAL. =2?— 

データを 入力するか 
組み込んだ計算式を 
もとに計算するかの 

選択 

2 

? [ enter ! 

A=_ 

積分区間始点の入力 
待ち 

3 

0 [ enter ] 

巳 =— 

積分区間終点の入力 

待ち 

4 

1 「 enter "! 

N=_ 

積分区間内分割数の 
入力待ち 

5 

20 1 ENTER I 

> 

関数式をもとに関数 
値をブ 1 J ントして処 
理終了 

6 

圈 SD 

> 

積分値をプ 1 J ントし 
て処理終了 
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■フ □— チヤート 


データ入力 



データの訂正 



計算出力 

、、〇 " 


400 


積分値を計算 

450 


積分 
プ |J 

-〆 

値を 

ント 
- - 


END 
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■フ□グラムリスト 


■メモ IJ 内容 


10: IT:CLEAR :I4AIT 0: 

INPUT V INP.=1/CAL.=2 
? M ； 0 ： G0T0 30 
20：ENIl 

30 ： IF (0=1) + <0=2)01 
GOTO10 

40：INPUT V A= V ;A:LPRINT 
V A= V ；A 

58：INPUT V B= V jBiLPRIHT 

60s INPUT g H= v ?N 
70:IF N/2<> INT (N/2) 

GOTO 60 

80：LPRINT V N=SH 
90 ： M=(B-A)/H：DIM Y(N)>B 
$(0) ： L=A ： Ii r 0=2 GOTO 
320 

U30：FOR 1=0 TO N ： B$(0)= v 
F< W +STR$ L+ v )= v 
110： PAUSE B$(0) 

120 ： INPUT Y ⑴： LPRIN 丁 
USING v m v 5I+l； v 

USING ； V(I)：L 
二し +M:GOTO 140 
130 ： GOTO 119 
140： NEXT I 
150： EKB 

200: v r: INPUT V TEISEI HO 
• ?=SH：GOTO 220 
210： GOTO 250 
220: IF (H<=0) + <H>N+1)-1 
GOTO 200 

230： INPUT V TEIS£I CMI ?= 
v ；V(H-1)：LPRINT 
USING v F< v 5 

STR$ (A+M*(H-1))? v )= 
v ; USING ； Y(H-1 )： 

GOTO 200 
240： GOTO 238 

250： INPUT V ALL PRINT (Y/ 
H) V 5W$ 

260： IF <W$= V Y’>+(W$= V N V ) 

く >1 GOTO 250 
270： IF W$= V N V END 
280：LPRIHT VV ：LPRIHT V A= 

v ;a：lprint v b= v ;b ： 
lprint v n= v *h 

290：M=(B-A)/NSL--A：FOR 1 = 
0 TO N 

308 ： LPRINT USING ntVfi 
I + i>r F< W ； STR$ LD 
= v ； USING ； V<I) 

310 ： L=L+tlJ NEXT I ：END 
328 sLPRINT vv ：FOR 1=0 TO 
N ： X=L：GOSUB 900 
330 ： LPRINT USING 

l+\)r F( V ； STR$ L ； v ) 
= v ; USING ；Y 
340：Y(I)=Y：L=L+!1：NEXT I ： 
END 

400*. V C V ： S=YC0>!L=S：FOR I 
=0 TO N：IF S>V<I) 

LET S=Y<I) 

410：HEXT I 

420：S=V(0)+V(N) 


430! FOR 1=1 TO N-UIF V 
20 INT (1/2) LET K= 
4：GOTO 450 
440 ： K=2 

450 ： S=S+K*Y(I)!NEXT I ： S= 
S*M/3:LPRINT ”： 
LPRINT v F= v ;S:END 
900 ： Y=((X-2)*X-l)*X+2 
910： RETURN 
1000： END 

859 bytes 


変数 

内 容 

A 

積分区間，始点 

巳 

積分区間，終点 

C 


D 


E 


F 


G 


H 

ノ 

1 

ノ 

J 


K 

積分計算時の項の讎 

L 

ノ，丫⑴の最大値 

M 

h 

N 

積分区間内の分割数 

〇 

データ 入力，関数式の組み込 

み選択，フラック 

P 


〇 


R 


S 

人丫⑴最小値,麵 

T 


U 


V 


W $ 

ン 

X 

v /, 関数式 X 

Y 

関数式 Y 

Z 


Y ( N ) 

入カ データ (関数値） 

B $(0) 

ノ 
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PROGRAM 

TITLE 


軟着陸 


燃料が少ない/緊急着陸せよ// 

残り少ない燃料でいかに□ケツトを着陸させるか。□ケツトは自由落下する。それに合 
わせて□ケツトエンジンを点火せよ。点火するのが早かつだり、燃料消費が多週ぎると 
惑星の塵となつてしまい、遅週ぎだりすると惑星面に墜突してしまう。さあ、あな芝の 
腕と度胸でこの□ケツトを無事に着陸させてみよろ。点火時と燃料消費のコント□ール 
が成功させるコツだよ。 

■遊び方 

1 . _ m でプ□ブラムをスタートします。 

2_ CE 〜 S ] までのキーで消費燃料を入力します。 

着陸させる時にはラま<燃料を調整しながら着陸させて< ださい。 成功した時は残 
り燃料、失敗しだ時は 、、 G 〇〇 D BY !!" が表示され、再ゲームをするかどうか 
の入力待ちとなります。まだ、燃料がなくなつだ時は、落下中 「 FALL 丨 NG 」 
の表示が出ます。 


■参考 


重力は 5m/s 2 単位時間 (S) に 5 単位の燃料を消費すると重力を相殺します。 
計算式 


H 二 Ho + V^+ja / 2 

V = Vo+at 
V 2 = V§+2aH 

Ho =500 v V o =-50、 F o =200 


H :高度 
V :速度 
a :重力加速度 
t :時間 
V 。 ：初速度 
H 。 初高度 
F 0 :初燃料 


注）プ□ブラムの30ラインの初高度、初燃料と wait 時間の数値をかえることによって 
面白さをかえることかできます。 


227 




■キー操作手順 


ステ 

ップ 

キー 操作 

表 示 

備 考 

1 

國 CS 

氺氺氺 START 氺氺氺 

ゲーム 開始 

2 

3 D 

500 -50 200 0 

高度•速度 • 残り燃 
料 • 消費燃料の表示 

3 

CE 

452 — 461919 




1 操り返します. 




SEIKO ! ! 

成功の場合 



NENRYO F =10. 

残り燃料の表示 



REPLAY ( Y / N ) ? 

再ゲームするかどう 

か選択 

31 

m 


ステップ1へもどる 


CE 

> 

プ□グラム終了 
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■プ□グラム IJ スト 


■メモリー内容 


10 ： v ft v : MAIT 58: CLEAR : 

USING ! S =-50! A =0： D $= 


20： BEEP 3: PRINT v * ホ * 
START 料 * v 

30：DATA v NAIT=%50j v NEN 
RYOU= v 5 200-. V K0D0=%5 
08 

*0：RESTORE 
58: REM 
6 U:14 AIT 14 


70：IF F=0 IF S<0 PRINT 

using f 

•AllING v ： G0T0 90 
80 s PRINT USING v mt v ?H 
； S ； F；C 

98 ： 3EEP 1 ： D?= VV ： D$= 
INKEYf 

100： IF D?= vv LET C=A: 

GOTO 138 
： 10 ： C=VAL D$ 

120： R=C 

130 ： IF OF LET C=F 
I48 ： F=F-C ： X=C-5 ： H=H+S+X/ 
2 ： S=S+X 

150： IF H>5 GOTO 70 
160： IF H>8 AND hBS S<5 
BEEP 5：PRINT "SEIKO! 
! v ： G0TG 180 

178: BEEP 3:PRINT "GOOD B 

V !! v ： 50Ti] 190 
180:_T 150：PRINT USING 

r; v N£NRY0 F = v ； 

： 90iNAIT 50：PRINT V REPLA 

Y (Y/N) ? V ： Z$=INKEV$ 
200： IF Z$= V Y V OR Z$= V N V 

GOTO 228 
210 ： GOTO 190 
220： IF Z$= V V V GOTO10 
230： END 


461 bytes 


変数 

内容 

A 

V 

巳 $ 

V 

C 

消費燃料 

D $ 

消費燃料 

E 


F 

初燃料、残り燃料 

G 


H 

初高度、高度 

1 


J 


K 


し 


M 


N 


〇 


P 


Q 


R 


S 

速度 

T 


U 


V 


W 

WA 1 T 時間 

X 

ン 

Y 


Z $ 

/ 

V 
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PROGRAM 

TITLE 


タイプ練習 


すばやく、正しく、タイブイン/ 

ボケットコンピュータのキー配列は、タイプライターと同じ。英文タイプを経験してい 
ると比較的なじみやすいものですが、そうでない人はどのキーがどこにあるのやら、す 
ぐに覚えられないものです。そこでこのプロブラムがお手伝い。コンピュータが出題す 
る文字を制限時間内にすばや<キー入力して、得点を競ろゲームです。高得点を出して 
キー入力のテクニックを磨いて<ださい。 

■遊び方 

1 . _ CS でプ□ブラム開始です。ブレード （1.2.3) を選択し入力すると 
4〜6文字のアルファべットが表示されますから、制限時間内にキーボードを操作 
し、入力してください。 

2 . 10問終了後、スコアか表示されます。各問題で、全部正解の場合10点、半分以上正 
解は5点で合計得点に加算されます。制限時間は、ブレード3が最短で、グレード 
1が最長です。 

3ゲームは同じブレード内で得点を競って<ださい。問題は10問、最高得点は100点で 
す0 

a _ m は、ブレードは同じで実行しだいときに使つてください。 
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■キー操作手順 


ステ 

ッフ 

キー 操作 

表 示 

備 考 

1 

圈 cm 

GRADEd, 2, 3)? 

グレー ドの入力待ち 

2 

1 「 ENTER ] 

AZBCD 


3 

m 

AZBCD A 


4 

cs 

AZBCD AZ 


S 


以下、同様に行います。 




丫〇 UR—SC 〇 RE=80 

10 問終了後 

スコア表示 



YOUR SCORE BEST 

自己のスコアが八イ 

スコアより高い場合 

の表示 



> 

終了 

1 

画 CH 

HI GH-SCORE=80. 

同じ グレー ドで実行 

しだい時 



巳 WVS 


2 

团 

BWVS 巳 


5 


以下、同様に行います。 




YOUR-SCORE=60. 




> 

終了 
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■プロク''ラムリスト 


■メモリ内容 


10: v z リ ： clear : dim s$( 5) 
jCf(5)：RANDOM 

15 ： INPUT v GRADE(i? 2,3:»? 
v 515 14 A IT 0 

17：IF (L=l)i*(L=2) + (L=3) 
<>1 THEN 15 

18：GOTO 38 

20 • ノ (T:WAIT 0:P=0:PAUSE 
y HIGH-SCORE= v ；X 

38：FOR S=1 TO10 

40 ： B=RND 4+2 ： Y$= vv ： R= 
INI (B/2) 

58:FOR C=0 TO B-I ： C$(C) 


60 ： D=RND 26 ： B$(C)=CHR$ 
(D+§c48) ： V$=Y$+CHR$ C 
D+&40)：NEXT C ： ft$= vv 
70：BEEP 3:£=8:WAI 了 30: 

using 

8®： FOR 14=1 TO B*10/L ： 
PRINT Y$ ； A$：IF E=B 
LET W=B*20/L:GOTO10 
0 

85 ： C$(E)=INKEY$ ：IF C$( 
E) 二 " THEN 100 
87 ： r$=r$+C$(E) 

98 ： E=E+1 
180： NEXT N ； Q=8 
110：FOR TO B-1：IF B$ 
<N)=C$(14> LET Q=Q+1 
120： NEXT WIF Q<=R THEN 
150 

130： IF Q=B LET P=P+i0: 

GOTO 158 
148 ： P=P+5 

158：NEXT S:USING : BEEP 3 
: PAUSE v YOUR-SCORE= v 
；P 

160 ：IF P>K LET K=P：NAIT 
100: PRINT y Y0UR SCOR 
E 5:EST V 
178：ENIi 

491 bytes 


変数 

内 容 

A $ 

V 

B 

V 

C 

ループカウンター 

D 

ノ 

E 

ン 

F 


G 


H 


1 


J 


K 


し 

クレー ド 

M 


N 


〇 


P 

スコア 

〇 

V 

R 

V 

S 

ループカウンター 

T 


U 


V 


w 

ループカウンター 

X 

八イスコア 

Y $ 

ノ 

Z 


巳$(5) 

V’ 

C $(5) 

V 










232 









































PROGRAM 

TITLE 



伝票集計などにとつても便利な簡易集計プ□ブラムです。コード又は項目名をランダ、乙 
に入力し、各コード（項目）ごとに合計、構成比を求め、最後に総合計をプりントしま 
す。 


■操作方法 

1 • (SS [T] ( 項目名の登録） 

コード番号順に、項目名を登録します。 

2. m CB ( 集計データ入力） 

コード番号を入力すると項目名が表示されます。続けて集計データを入力します。 
コード番号がわからない時は、、木〃の後に項目名を入力すると、コード番号を検索 
します。 

3. _ (3D ( 集計結果のプ IJ ント出力） 

各コード（項目）ごとの集計を行い、集計結果と構成比をフ ij ントします。 

最初に構成比の要，不要を入力します。 


■例題 


コード表 


コード 

項目名 

1 

PC -1245 

2 

PC -1251 

3 

PA-7050 

4 

E し一 331 

5 

EL -332 

6 

WN -1 〇 6 

7 

CT-660 

8 

EL-550 

9 

CS -2302 

10 

EA-1 1 E 

11 

EA— 150 

12 

EA-850C 
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■参考 


必要に廊 じて10 ラインの配列 C $( 木）、 D (*) の大きさはかえてください。 
プ□ブラムリストでは項目数は50に設定してあります。 


■キー操作手順 

〈項目名の登録〉 


ステ 

ップ 

キー操作 

表 示 

備 考 

1 

國 CS 

1 




KOUMOKU =_ 

コード N 0.1の項目 

名入力待ち 

2 

PD —1 V 4 h 1 enter | 

2 




KOUM 〇 KU =_ 

コード N 0 .2 の項 

目名入力待ち 

3 

PC -1251 i enter] 

3 




(以下同様に | 入力します） 


13 

EA -850 C | enter ] 

13 




KOUMOKU =_ 


14 

1 enter ) 

> 

終了 
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〈集計データ入力〉 


ステ 

ップ 

表 示 

表 示 

備 考 

1 

画 

SYUUKE1 

タイトル表示 



CODE= 


2 

4 1 ENTER | 

EL - 331 




data= 


3 

5800 氺 3 1 ENTER | 

CODE=_ 


4 

•i 1 enterI 

PA-7050 




DATA= 


5 

: -?9H()[] I ENTER | 

CODE= 


6 

氺 EL— 5501 ENTERl 

8 

コード番号不明時の 
入力方法 



DATA= 




(以下同様#入力を < り返します。) 


25 

2980 0 木 4 1 ENTERl 

CODE=_ 


26 

1 enterI 

> 

終了 


〈集計結果のフリント出力〉 


ステ 

ッフ 

キー 操作 

表 示 

備 考 

1 

画 cm 

SYUUKEI LIST 

タイトル表示 



KOUSE 1 H 1 (Y/N) 



Y 1 enterI 

> 

* 集計結果プ |J ント 
出力(構成比も含む） 


N 1 enterI 

> 

■集計結果プ |J ント 
出力（構成比は含 
まない） 
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■ブ I 」ント出力 

* 構成比を含む場合 


10 


て•つ 


PC-1245 

0 

PC-2251 

1 J Qv@m 

PA-7850 

636800 

EL-331 

17480 


1*4 1 yt> 

0 

CT- 668 
ITS 000 
f 550 
592008 
CS- 21.02 
396009 
Eft-liE 

0 

EA-150. 

132000 

EA-S50C 

93600 


0.00 


9.804 
8.80 
• 0.68^ 
8 . 22 ^ 
27.34--. 

«» r« 

i *:* ベ •• ••■ 

0.08■: 
6 . 18 'i 
4.323 


TOTAL 2165008 


♦構成比を含まない場合 



119200 

636880 

17488 

@ 

8 

178080 

592000 

396088 

8 

132000 

93688 

2165000 
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■フ□ーチヤート 

項目名の登録 


END 


集計 1 J スト 


集計 



、、 A" 


70 




' ^ 一 ^ 

コード入力 
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■フログラムリスト ■メモリ-内容 


10 ： V 2 M ：CLEAR : DIM C$(59 
)*10,D(50) 

20:1=0 

30 ： I=I+1：PAUSE STR$ I ： 
BEEP 1：INPUT v KO_K 
U= v ;C$(I):GOTO 30 
40 ： N=I-1 
50：END 

60: V A V : PAUSE "SYUUKET 
70:INPUT v CODE= v jC$(0 )： 
GOTO 90 
80：END 

90：IF LEFT! (C$(0> ， 1>= V 
* v GOTO148 

100 ： I=VAL C$(0)：PAUSE C$ 
(I) 

110:1)=0: INPUT W DATA= V ；D 
120:D(I>=D(I)+D:E=E+D 
130：GOTO 70 
140SGOSUB 300 
150 ： IF G=0 PAUSE v f1ITOUR 
0KU v ： G0T0 70 
160: I=G:PAUSE STR$ I 
170:GOTO 110 

380 ： F=LEN C$(0)-l!C$<0)= 
RIGHT$ <C$<0)»F) ： G=0 
3i9 ： F0R 1=1 TO H 
320: IF C$(0)=LEFT$ <C$CI 
〉， F〉LET G=I:I = N 
330： NEXT I 
340： RETURN 

500 ： V S V ：PAUSE V SYUUKEI L 
IST V 

510：INPUT M KOUSEIHI(Y/N) 

V ;C 本 

520： IF 0 ： $= V Y V ) + <C$= V N V ) 
<>1 GOTO 510 
530：FOR 1=1 TO N 
540: し PRINT USING V UVU 
; v V ； C$(I) 

550: IF C$= V N V LPRINT tf 

tf ； USING v « 
ttnttztWfJKUi 
GOTO 530 

560 ： H=D(I>/E*100 ： H= INT 
(H*100+.5)/100 
570：LPRINT v v ; USING 

v ; USING 

rv 

588： NEXT I 

590： LPRINT VV ：LPRINT v TO 
TA し v ； USING v t 

ntnnnviE 

600: END 


変数 

内 容 

A 


B 


C$ 

ノ 

D 

金額 (INPUT DATA) 

E 

総額 (TOTAL) 

F 

y 

G 

y / 

H 

構成比 

1 

V 

J 


K 


し 


M 


N 

項目数 

〇 


P 


Q 


R 


S 


T 


U 


V 


W 


X 


Y 


Z 


C $(50) 

項目名 

D (50) 

各項□の金額 

C $(0) 

コード N 0. 




648 bytes 
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CALCULATION 

TITLE 


割賦計算 


高額商品は、一般の人々にとつては、買いた<ても手が出に<いものです。 
そこで登場するのが割賦計算です。 


P=(P 丁- 

'(1+/) n 


P :割賦金 
PT :定価 
R :頭金 
n :返済回数 
/ :月利 


■例題 


550,000円の工作機械を頭金100,000円、月利1.5%、20回の月賦払いで購入すると、 S 月 
の返済額は、どれほどに見積れば良いでしょうか。 

■解答 


PT 二550,000円 
R =100,000円 
n =20回 

/ =1.5%=0.015 
割賦金を求めます。 

CD 550000 [E] 100000 □□ Cx] 0.015 

CB m 1 CED m 1 CE 0.015 □□ [S 20 S3 CD c=] 


26210.58114 


従つて ffi 月の返済額は約26,210円となります。 
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エラーコードとエラー内容 


エラーコード 

エラー内容 

1 

文法エラー 

♦文法的に実行できない場合のエラー 
例 3 木/ 2 1 enter | 

• プ□グラムのみで実行可能な命令をマニュアル操作で、マニュアル 
操作でのみ実行可能な命令をプ□グラムで実行しようとしだ 
例 PRINT A [^^1 (マニュアル操作） 

2 

演算エラー 

❿計算結果が1 xi ( T ° 以上になつだ 
♦除数が0の除算を実行 

•不合理な演算の実行 （LN — 30、 ASN 1.5 など） 

♦その他 

3 

D 1 M エラー、範囲制限エラー 

• すでに宣言されている配列変数名を再度宣言している。 

D 1 M 命令で宣言していない配列変数を使つている。 

D 1 M 命令で宣言しだ大きさを越えて配列変数を使つている 

など 

• 指定の数値が規定されている範囲から外れている。 

例 DIM B (256) (配列変数の配列要素が) 

1255を越えている。 ) 

10 WAIT 66000 f 停止時間の指定が j 

165535を越えている) 

4 

ラインエラー 

摩 GOTO 、 GOSU 巳、 RUN 、 LIST 、 THEN などの命令で 
指定されだ、ラインやラベルが存在しない。 

• フ□グラム入力時、ラインナン/ X —が65279を越えている。 

5 

深みエラー 

• GOSU 巳 （10 段 )、 FOR — NEXT (5 段)での段数オーバー 
♦ RETURN 文に対する GOSUB 文がない 0 

NEXT 文に対する FOR 文がない 

READ 文に対する D A T A 文がない 
癱データバッファ （8 段）をオーバー 
ファンクションバッファ （16 段）をオーバー 
文字記憶エ 1 J ア （80 文字）をオーバー 
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エラーコード 

エラー 内容 

6 

容置オーバー 

籲フ□クラム及び変数が大きすぎて、ブ□クラム.データエ u ァの容 
量を越えだ 

7 

フォーマツトエラー 

• PRINT 、 PAUSE 、 LPR 1 NT 命令において数値データを 
表ホあるいは印字する際 、 US 丨 NG 命令で指定されだフォーマツ 
卜で表示あるいは印字できない。 

8 

入出カエラー 

ブ 1 J ンタ、 テープレコーダーの入出力におけるエラー 

9 

その他のエラー 

•麵変数に文字を代 A しようとしだ。まだ逆に文字麵に隨を代 
入しよろとした、など変数名の不適合 
例 A $=123 [ ENTER | 

B S = A * 2 [ enter ] 

籲パスワードの不一致など 
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入カミスに関して 


プ□ブラムを実行したとき ゝ ブロブラムの入カミスによりエラ—になることがあります。 
この場合、次のことに留意して<ださい。 

©入カミスを訂正するよろな場合 

(例） LPR I NT を KPR 丨 NT と入力していたとき 
10 ： K PRINT A$ 

E 10 K PR I NT A$ 

L 1 enter i10 : L PR I NT A$ 

* スペースがある 


このよ o な方法での修正では、計算機には1つの命令として判断されません。 
このような場合は KPR 丨 NT を削除して、改めて LPR 丨 NT と入力してくたさい。 


DEL DEL 

[SHiFTl[SHiFTl 

國 [►1-fSHiFTl 
し PR I NT [en?er| 


10 ： K PR I NT A$ 

10 K PR I NT A$ 

10 A$ 

10 ニニニニニニ A$ 

10 ： LPR I NT A$ 

li つの命令と判断されだときは 
スペースは入らない。 


なお、命令が正しく入力されているかどうかは力—ソルでチェックすることができます。 

( 正しい入力の場合） （まちがつだ入力の場合） 


10 ： RADI AN 
E 10 RAD I AN 
fi^l10 RADIAN - 


10 ： RAD AN 
E 10 RAD AN 
r^n 10 RAD AN 
10 RAD AN 
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キヤラクタ • コード表 
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キャラクタコードは次のよ〇に表わします。 
例 、、束 ,, のコード 、' 


、、/""のコード 
16進数 &FC 
10進数252 (240+12) 


16進数& 2 A 
10進数42 (32+10) 


注）表中のコード0 (&00)のキャラクタは（ヌル） NUL を示します。 

まだ、コード32 (& 20) のキャラクタはスペースです。 

注）本機は斜線部分にあだるコード、キャラクタは持つていません。 

CHR $ 命令により、本機か持っていないキャラクタコードを指定しますと、実行 
時 エラーに なります。 
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BAS IC モ-ドで®える瞧•齡（觴形 ） -IJ 


1 . 基本関数 


関 数 

省略形 

備 考 

A 巳 S 

A 巳. 

絶対値(アブソ | J ュート） 

ACS 

AC . 

cos 1 

AHC 


cosh 1 

AHS 

AH . 

sinh 1 

AHT 


tanh 1 

ASN 

AS . 

sin 1 

ATN 

AT . 

tan 1 

COS 


cos 

CUR 

CU . 

3 厂 

DEC 1 


|16 進- >10 進変換 

DEG 


度分秒410進数度変換 

DMS 


10進数度一度分秒変換 

EXP 

EX . 

1 e r 

FACT 

fa . 

n ! 

HCS 

: HC . 

cosh 

HEX 


10進—16進変換 

HSN 

| HS . 

sinh 

HTN 

HT . 

tanh 

1 NT 


整数化(インテジャー） 

し N 


In log,X 

LOG 

LO . i 

log.oX 

PI M 


円周率を指定 （； r 与3.1415926 54) 

POL 

PO . 

直交座標 >極座標変換 

RCP 

RC . 


REC 


極座標—直交座標変換 

ROT 

RO . 

^べき乗根 

SGN 

SG . 

符号関数(シグナム） 

SIN 

SI . 

sin 

SQR (、 厂） 

SQ . 

開平 

S 〇 U 


JT 2 

TAN 

TA . 

tan 

TEN 

TE . 

10" 

へ 1 


y x ベぎ乗 9/ 

















2. BAS I C 命令 


※ ……フ□グラムで実行可能な命令 
★ ……マニュアル操作で実行可能な命令 



叩 -p 

省略形 

一般形 

備 考 

※ 

AREAD 

A . 

AREAD 変数 

定義付け キーに よ 


(オート 



るプ□ヴラム実行 


リード） 

AREA . 


開始時に、表示内 • 





容を指定されだ変 





数に入れる。 

※ 

BEEP 

巳. 

巳 EEP 式 

音発生命令 

★ 

(ビープ） 






BEE . 



※ 

CLEAR 

CL . 

CLEAR 

データ （変数）を 

★ 

(ク 1 J ア） 

5 


すべて消去する命 



C し EA . 


令 。 

※ 

DATA 

DA . 

DATA 式，式，… 

データ 指定 


(データ） 

DAT . 


READ 命令に続 





<変数に与えるデ 





一夕を指定。 

※ 

DEGREE 

DE . 

DEGREE 

角度単位指定 

★ 

(デイヴ 1 J 一） 

S 


w 度〃単位指定〔°〕 



DEGRE . 



※ 

DIM 




★ 

(デイメン 

D . 

(1 )D 1 M 配列名(式） 

変数の定義 


ジョン） 

D 1 . 

(2 )D 1 M 配列名(式）*式 3 

配列変数の配列名 




(3 )D 1 M 配列名(式^，式 2 ) 

大きさなどを定義 




⑷ D 丨 M 配列名(式!，式 2 ) 

し、ブ□ヴラム • 




* 式 3 

データエ ij アに確 




配列名：巳、 C $、 D $ な 

保する。 




ど 





() :配列の大きさ、次 





元指定 





式 3 :桁数指定(文字変勢 

1 




のみ） 


※ 

END 

E . 

END 

プ□クラム終了命 


(エンド） 

EN . 
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命 令 

省略形 

一般形 備考 

^ FOR 

(フォー） 

TO 

(トゥー） 
STEP 

(ステップ） 

F . 

F0. 

STE . 

⑴ FOR 数値変数=式 ； 

T 〇式 2 

(21 F 0 R 数値変数=式 ， TC 
式 2 STEP 式 
式 i :初期値、式“最終 fO 
式3 :增(減)分 

FOR - NEXT 

ルーブの始まり 
)NEXT 命令と対 

3で使用 

I 

• GOSUB 

(ゴーサフ） 

GOS . 

GOSU . 

式 

GO SUB 、、文字" 

文字変数 

暑指定されだラインあるいは 
そこからのプ□グラムをサ 
行 。 

RETURN 命令と対で使 j 

サフルーチンジャ 
ンフ命令 

ラベルへ実行を移し 
フルーチンとして実 

毛。 

GOTO 

(ゴートゥ） 

G . 

GOT . 

式 

GOTO 、、文字" 

文字変数， 

• 指定されだラインあるいはう 
• 指定されだラインからプ□く 

ジャンブ命令 
(ブ□グラム実行 

M 始命令） 

ラベルへ実行を移す 
ブラムを実行する。 

GRAD 

(グラード） 

GR . 

GRA . 

Igrad 

角度単位指定 
v グラード〃単位指 
定 〔 g 〕 

IF 

(イフ） 


i F {，実行文 

判断命令 

与えられた条件を 
判断し、実行を次 
の実行文か、ある 
いは次のラインへ 
移します。 

1 NPUT 

(インフット） 

1 . 

1 NPU . 

(1) 1 NPUT 変数，変数，… 

(2) 1 NPUT ' 文字〃,変数， 

\\文字〃，変数,… 

(3) 1 NPUT ” 文字〃;変数， 

\、文字〃;変数，… 

入力命令 

データを入力 

LET 

(レット） 

し E . 

⑴ LET 数値変数=式 

(2) し日丁文字変数=”文字" 

(3) LET 文字変数=文字変数 

LET は丨 F 文に 
続<場合以外は省 
略可 
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命 令 

省略形 

一般形 

備考 

RADIAN 

(ラディアン） 

RAD . 

RAD 1 A . 

RADIAN 

角度単位指定 
\\ラディアン〃単位 
指定 〔「 ad 〕 

READ 

(リード） 

REA . 

READ 変数，変数，… 

データの読み込み 

叩 ~p 

DATA 命令に続 
いて指定されてい 

るデータを指定の 
変数に入れる。 

REM 

(リマーク） 


REM 注釈 

ブ□クラムの中に 
非実行文（注釈） 

を指定するだめの 

叩" P 〇 

RESTORE 

(U ストァ） 

RES . 

RESTOR . 

(DRESTORE 

(21 REST 0 RE 

式| 

、、立 ゞ" ' 

文字変数 

READ 命令によ 
り読み込まれるデ 
一夕の順番を変え 

る命 -p'o 

RETURN 

(リターン） 

RE . 

RETUR . 

RETURN 

復帰命令 

サブルーチンの復 
帰命令で、 GOS 

U 巳の次のステー 
トメントへ実行が 
復帰します。 

; STOP 

(ストップ） 

S. 

STO . 

STOP 

プ□グラムの実行 
を停止する命令。 

f THEN 

(ゼン） 

T. 

THE . 

1 F 文における実行文として 

定義します。 

式 

THEN 、、文字〃 

，文字変数 

THENIBAS 1 C 命令 1 

1 F 文における実 
行文として定義す 
ることのみ可能。 

1 
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命 令 


※ 


し PR 丨 NT 
(ライン 
ブリント） 


省略形 


し P . 

し PR 丨 N . 


一般形 


(1 )LPR I NT 


式 

、'文字" 
文字変数 


備 


考 


出力命令 
指定された内容を 
印字します。 



式 


式 


(2)LPR 1 NT 

、、文字〃 

. J < 

w 文字" 



文字変数 


文字変数 



式 


式 


(3)LPR 1 NT 

w 文字" 

y \ く 

分文字" 



文字変数, 


文字変数, 



NEXT 

(ネクスト） 


ON 

GOSUB 
(オン 
ゴーサフ） 


N . 

NEX . 


ONGOS . 
〇. GOS . 
O . GOSU . 


ON GOTO 
(オン 

ゴートウー） 


※ 


PAUSE 

(ポーズ） 


〇 NG . 

0. G . 

〇. GOT . 


NEXT 数値変換 
数値変数は FOR 命令に続< 
数値変数と一致していなけれ 
ばならない。 


ON 式 G 0 SU 巳式,， 

式 2 , 式 3 ,… 


F 0 R-NEXT 
ルーブの末端を示 
します。 FOR 文 
と対で使用。 


ON 式 GOT 〇式い 
式 2， 式 3 , ••• 


PAU . 

PAUS . 


一般形は PR 丨 NT 命令と同 
じ形をとります。 


サフルーチンジャ 
ンフ命令。 

〇 N に続く式の値 
によりジャンフ先 
を指定。 


ジャンプ命令 
〇 N に続<式の値 
によりジャンプ先 
を指定する。 


出力命令 

指定されだ内容を 
約 0.85 秒表示しだ 
のちフ□グラムを 
実行。 
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叩 -p 

省略形 

一般形 

備 考 

PRINT 

P . 


( 式 

) 

出力叩 b 


(ブ 1 J ント） 



(DPR 1 NT “文字” 

指定されだ内容 


PR 1 N. 


t 文字変数 1 

を表示します。 





式 j 

式 





(2)PR 1 NT 

“文字’，， 

“文字” 







、文字麵1 

文字変数 







f 式 1 

|式 

1 




(3)PR 1 NT 

“文字”； 

“文字” 

... 

I 






1文字変数1 

1文字変数 

：) 













PR 1NT=LPR 

1 NT 

PR 1 NT 命令を 







LPR 1 NT 命令 







に指定 





PR 

1 NT = PR 1 NT 

PR 1 NT- 

-LP 







R 1 NT を解除 

USING 

U . 

(DUS 1 NG 


フォーマツト指定 

(ユージン 



“右 

社…#ハ 


叩 T 3 


ヴ） 

US 1 N. 

(2)US 1 NG 


数値データ、文字 




“&& …… &&& H 


データの出カフォ 




(3)PR 1 NT USING 

一■マツト指定 




“フオーフツト”； • 







MUSING 


1フォーマツト 




⑸ PRINT USING; … 

1指定解除 


WAIT 

W . 

⑴ WA1T 式 


表示時間指定 

(ゥェ仆） 


S 


(式の値は〇〜 65535) 

PR 1 NT 命令に 


WA 1 . 




よるプ□グラム停 







止時間を指定 




(2)WA 1 T 


指定を解除 







(停止時間無限） 






























3. コマンド 


命令 

省略形 

一般形 

備考 

〇〇 NT 

(コンティ 

ニュー） 

C . 

S 

CON . 

CONT 

一時停止している 
プ□グラムの実行 
を再開する命令 
RUN モードで有 

効。 

LIST 

(リスト） 

L . 

S 

LIS . 

⑴し 1 ST 

(2 )L 1 ST ‘ 

式 

“文字” 

. 文字変数. 


フ□ヴラム U スト 

をおこなろ命令。 
PR 〇モードで有 
効。 

し L 丨 ST 

(ライン 

U スト） 

しし. 

しし丨 S . 

(1) しし 1 ST 

(2) LLI ST 式 

(3) LL 1 ST 式 ^，式 2 

式 ! あるいは式 2 を省略した 
形 

リスト命令 
プリンタによりプ 
□クラムのリスト 
アウトをおこな〇 

命令。 

MEM 

(メム） 

M . 

ME . 

MEM 

プ□グラム • デー 
タエ ij アの中で空 

いている部分のバ 

イト数を表示。 

NEW 

にュー） 


NEW 

PR 〇モードでプ 

□グラムおよび全 
変数をクリア。 

PASS 

(パス） 

PA . 

PAS . 

PASS “文字” 

バスワードの設定 
解除をする命令。 

RUN 

(ラン） 

R . 

RU . 

⑴ RUN 

(2) RUN 

(3) RUN 

式 

“文字” 

文字変数 


ブ□グラム実行開 
始命令。 

RUN モードで有 

効。 

TR OFF 

(トレース 

オフ） 

TROF . 

TR OFF 

デバツグをおこな 
ラモードを解除。 

TR ON 

(ト レー ス 

オン） 

TR . 

TRO . 

TR ON 

デバツグをおこな 
ラモードを指定。 



























4. BAS IC 関数•その他 


% 


※ 


※ 


※ 


※ 


※ 


※ 


※ 

★ 

※ 


口卩 -p 

省略形 

一般形 

備 考 

AND 

(アンド） 

AN . 

式 AND 式 

論理積 

ASC 

(アスキー） 


ASC 「文字’， 1 
°1 文字変数 1 

文字などのキヤラ 

クタをアスキーコ 

ードに変換。 

CHR $ 

(キヤラクタ 

ドル） 

CH . 

CHR . 

CHR $ 式 

アスキーコードを 
文字などのキヤラ 

クタに変換。 

1 NKEY $ 

(イン 
キー ■ドル） 

1 NK . 

1 NKEY . 

文字変数=丨 NKEY $ 

1 NKEY $ 命令 
実行時にキーが押 
されていればその 

内容を読み込む。 

し EFT $ 
(レフトドル） 

LEF . 

LEFT . 

LEFTS (文字変数，式） 
LEFTS ( “文字”，式） 

指定されだ文字列 
の左側から、指定 
されだ桁数の文字 

を取り出す。 

し EN 

(レンクス） 


旧 ㈡ 

指定されだ文字列 
の文字数を求めま 

す。 

M 1 D $ 

(ミッドドル） 

Ml . 

MID . 

Ml 0$(文字変数,式ぃ式 2 ) 
Ml D $ ("文字”,式^，式 2 ) 

指定されだ文字列 
の中間の文字を取 

り出す。 

NOT 

(ノツト） 

NO . 

NOT 式 

否定 

OR 

(オア） 


式〇 R 式 

論理和 

R 1 GHT $ 

(ライトドル) 

R 1 . 

R 1 GHT . 

R 1 GHT $ (文字変数，式） 
R 1 GHT $( “文字”，式） 

指定されだ文字列 
の右側から、指定 
された桁数の文字 
を取り出す。 


252 























命令 

省略形 

一般形 

備 考 

RND 

(ランダム） 

RN . 

RND 式 

乱数を得る命令。 

STR $ 

(スト 1 J ング 
ドル） 

STR . 

STR $ 式 

( A $ = STR $ A ) 

数値を文字列に変 

換。 

VAL 

(バリュー） 

V . 

VA . 

ヒ □ 

文字列を数値に変 
換。 


253 










5. テープレコーダー に関する命令 



叩 T3 

省略形 

一般形 

備 考 

k 

CLOAD 

CL 〇. 

(11 CL 0 AD 

転送命令 


(カセツト 

CLOA . 

(2) CL 0 AD “ファイル名” 

プ□グラムをテー 


□ード） 



プから計算機に転 





送する命令。 

★ 

CLOAD ? 

CLO . ? 

( DCLOAD ? 

照合命令 


(カセツト 

C し〇 A . 7 

(2 CL 0 AD ? “ファイル名” 

計算機内のブロヴ 


□-ド？） 



ラムとテープに記 





録されている内容 





との照合をおこな 





つ叩 - Po 

★ 

CSAVE 

CS . 

⑴ CSAVE 

記録命令 


(カセツト 


0 CSAVE “ファィル名，， 

ブ□グラムをテー 


セイブ） 

CSAV . 


プに記録する命令 




(31 CSAVE 






"ファイル名”，“バスワード” 


>ブ□クラムを秘 




⑷ CSAVE , "バスヮード’， 


密化する。 

※ 

1 NPUT # 

1 . # 

(1)1 NPUT # 変数名， 

データ fe 送叩' -p 

★ 

(インプツト 


変数名,… 

テープに記録され 


ク□ス 

1 NPU . # 

(2)1 N PUT #" ファイル名” 

ているデータを指 


ハッチ） 


;変数名，変数名,…… 

定された変数に転 





达 $ 〇叩 - Po 

※ 

PR 1 NT # 

P . # 

一般形は丨 NPUT # 命令と 

データ記録命令 

★ 

(プ U ント 


同じ形となります。 

計算機に記憶され 


ク□ス 

PR 1 N . # 



ているデータをテ 


ハッチ） 




ーブに記録する命 





令 。 
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ABS. 71 

ACS. 70 

AHC. 70 

AHS. 70 

AHT. 70 
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ATN.70 

BAS 1C.5 

BAS I C モード .14 

BEEP. 137 

CAL モード .14 

CHR$. 147 

CLEAR. 118 

CLOAD. 158 

CLOAD?. 159 

CON 丁 . 133 

COS.70 

CSAVE.156 

CUR.70 

DATA. 130 

DEC 1.71 

DEG.71 

DEGREE.72 

DIM. 110 

DMS.71 

END. 100 

EXP.70 

FACT.70 

FOR. 104 

G 〇 SUB. 122 

GOTO. 100 


(ページ） 


GRAD.72 

HCS.70 

HEX.71 

HSN.70 

HTN.70 

IF. 103 

I NKEY$. 136 

I NPUT.95 

I NPUT#. 162 

I NT.71 

LEFTS. 143 

LEN. 145 

LET. 100 

LIST .86 

し L I ST. 155 

LN.70 

LOG.70 

LPR I NT. 152 

MEM. 138 

Ml D$. 143 

NEXT. 104 

NOT. 139 

ON GOSUB. 132 

ON GOTO. 132 

OR.139 

PASS. 149 

PAUSE. 128 

PI.70 

POL.71 

PR I NT.98 

PR I NT#. 160 

PR 〇モード .14 

RAD I AN.72 

RAM. 5 

RANDOM. 135 
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RCP. 70 

READ. 130 

REC.71 

REM. 133 

RESTORE. 131 

RETURN. 122 

R I GHT$. 143 
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(保証規定) 



本書は、本書記載内容で無料修理をさせて頂<ことをお約束するものです。 

保証期闇中に故障が発生した場合は、製品と本書をご持参、ご提示の上、お買上げの販 
売店にご依頼 <ださい。 

お買上げ年月日、販売店名など記入もれがありますと無効となります。必ずご確認いだ 
だき、記入のない場合はお買上げの販売店にお申し出<ださい。 

ご転居 • ご贈答品などでお買上げ販売店に修理をご依頼できない場合は、製品に同梱し 
ております「シヤーブサービス.お客様ご相談窓□一覧表」をご覧の上、もよりのサー 
ビス会社へご持参<ださい。 

本書は再発行いだしません。だいせつに保管して<ださい。 

〈_料修理規定〉 

1 . 取扱説明書 • 本体注意ラベルなどの注意書にしたがつだ正常な使用状態で、保証期 
間内に故障し；5場合には、お買上げ販売店、まだは当社サービス会社が無料修理い 
だします。 

2. 保証期間内でも次の場合には有料修理となります。 

(イ）本書のご提示がない場合。 

(口）本書にお買上げ年月日.お客様名.販売店名の記入がない場合、または字句を書 
き換えられた場合。 

(ハ）使用上の誤り、まだは不当な修理や改造による故障.損傷。 

(二）お買上げ後に落とされだ場合などによる故障.損傷。 

(ホ）火災.公害および地震.風水害その他天災地変など、外部に要因がある故障•損 
傷 0 

(へ）電池の液もれによる故障 • 損傷。 

(卜）消耗品 0 J チウ△電池）が損耗し取り替えを要する場合。 

3. 本書は日本国内においての.'み有効です。 

(THIS WARRANTY CARD IS ONRY VALID FOR SERVICE IN JAPAN.) 

★この保証書は本書に明示した期間 : • 条件のもとにおいて無料彳 ® 理をお約束するもので 
す。しだがいましてこの保証書によつてお客様の法律上の権利を制限するものではあ 
りませんので、保証期間経過後の修理などにつきましておわかりにならない場合はお 
買上げの販売店、まだはシャープお客様ご相談窓□にお問い合せ<ださい。 


修理メモ 
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シャープ計算機保証書 

(WARRANTY CARD) 


品 

名 

計算機 

形 

名 

PC -1401 

保証期間 

( VALIDITY ) 

お買上げ日より本体1年間 

(FULL 1 YEAR AFTER PURCHASE ) 

お買上げ日 

( PURCHASE ) 

昭和 年月日 


ご芳名 

様 

お 

客 

様 

ご住所 

〒 : 

電話番号 

( ) 


取扱販売店名•住所 • 電話番号 

日本大学頓了，•醉靖舎購買部 

||大藪隆司商店 


淡 tr - y 。 株式会《 

産業機器事業本部 

〒639-11 奈良県大和郡山市美濃庄町492 
電話 (07435)3 - 5521番 
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淡 tr —龙 株式会社 

本 社 ®545 大阪市阿倍野区長池町22—22 

電話 （06) 621-1221( 大代表） 

産業搛器事業本部 ©639-11 奈良県大和都山市美澱庄51492 
電話 (07435)3-5521( 大代表） 

国内産機営業本部#545大阪币阿倍野区長池町22—22 
電話 （06) 621-1221( 大代表） 


プ□クラムや製品、機能についてのお問い合わせは下記へ . 

外_奶/ネス株式会ネ1 

®545 大阪市阿倍野区長池印22—22電話 （06)621 — 1221(大代表） 

札幌支店刪 363礼視市西区こ十四軒1条7丁目3番17号電話(011 )641 -3631 
仙台支店 ¢983仙台市6丁目字本新田栗2番の1 電話 (0222)88 — 9151 

宇都宮支店¢320宇都宮币不動前4 丁目2 番41号 電話 (0286)37 —3576 

東京支店 ¢130栗京都墨田区石原2 丁目12番3号 電話 (03)625-5111 

千葉支店9280千窠市南®1 丁目5 番 20号 1話 (0472)63 — 4043 

檟浜支店取 235桷浜市碑子 区 中原1丁目 2 番23号 電話 (045)751 —3215 

埼玉支店 ¢330埼玉県大宮市宮原町2丁目107番地2 号電話 (0486)63-5159 
新潟支店取 950新潟市上 所 中1 丁目7 番21 号 電話 (0252)83 —1795 

長野支店-380長野 市中御所2了目 11番 3号 電話 (0262)28 —4618 

名古屋支店¢454名古屋市中 川区山 王3丁目5番5 号 電話 (052)332—2631 

金沢支店¢921石 川 頻石川郡野々市町御経塚1096番1 号電話 (0762)49 —1240 


大阪支店 *5^556 大阪市浪速区患美須西1丁目2番9号 
京都支店 *5601京都市南区上馬羽管田町48番地 
神戸支店 w-658 神戸市栗赛区魚崎北®1丁目6番地18号 
広島支店 *5731-01C* 市安<5角区棚脚]大字西原2249番地の1 
高松支店 ^760香川県 a 松市木太町1861番地の3 
福岡支店 ¢816福岡币两多区并相田2丁目12番地の1 
沖繩支店 ¢900沖繩県那朗市曙2丁目10番地の1 


m (06)643 -狐1(代表） 
電話 (075)661-7335 
電話 (078)452-8531 
^(082)874-4925 
電話 (0878)33-4255 
電話 (092)572 - 2611 
電話 (0988)61 —7360(代表） 


修理などアフターサービスについてのお問い合わせは下記へ • 


シャープお客様ご相談窓口 (技術センター) 


札幌技術センター ®(063) ネ市西区二十四軒1条7丁目3番17号 
仙台技術センター ®(983) 仙台市6丁目字本新田東2番地の1 
宇都宮技術センター ®(320) 宇都宮市不動前4丁目2番41号 
新潟技術センター©(950)新潟市上所中1丁目7番21号 
東京第1技術センター©(130)東京都墨田区石原2丁目12番3号 
東京第2技術センター ®(164) 東京都中野区南台3了目45番13号 
東京第3技術センター慕 (143) 東京都大田区南馬込1丁目5番15号 
大宮技術センター暴 (330) 大宮市宮原町2丁目107番2号 
横浜技術センター ®(235) 横浜市磯子区中原1丁目2番23号 
名古屋技術センター ®C454) 名古屋市中川区山王3丁目5番5号 
金沢技術センター ®(921) 石川県石川郡野々市町字御経調1096の1 
大阪第1技術センター<©(556)大阪市浪速区恵美須西1丁目2番9号 
大阪第2技術センター<©(567)茨木市貼川5丁目15番3号 
神戸按術センター嫌 (658) 神戶市東濺区魚崎北町1丁目6番18号 
京都技術センター暴 (601) 京都市南区上馬羽菅田®48番地 
高松技術センター ®(761-01) 高松市®松513009番地の4 
岡山技術センター ®(700) 岡山市米唐字東ノ町66の2 
広島技術センター ® (731 -01) 広唐市安佐南区紙 0® 大^ 2M9M)1 
福岡技術センター ®(816) 福岡市稱多区井相田2丁目12香1号 
鹿児 ft 技術センター ®(890) 鹿兒島市鴨池新町12番1号 


電話 (011)641 -0751 
電話 (0222)88-9161 
電話 (0286)34 - 0256 
電話 (0252)84 - 6023 
電話 (03)624-7475 
電話 (03)382-9161 
電話 (03)777 - 8851 
電話(讓 )66-7220 
電話 (045)753 - 9583 
電話 (052)332-2671 
電話 (0762)49-9033 
電話 (06)644-1191 
電話 (0726)34 - 4683 
電話 (078)452-1762 
電話 (075)681 -9551 
電話 (0878)43 - 3711 
電話 (0862)43-5660 
電話 (082)874 - 6100 
電話 (092)572 - 2617 
電話 (0992)59 - 0628 


© 1984 SHARP CORPORATIO 
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全国を くまなくめぐるシャープのサービス 網 

このたびはシャープ製品をお黄上げいただきましてありがとうございます。 

シャープ斛品のアフターサービスはお買上げ販売店、または下記シャープシステムサービス ㈱ 
がさせていただきます。 

なお、アフターサービスについておわかりにならないことは、もよりの技術センターへお問 合 
せください。その他ご相8炎、お間合せは各地のお客椹ご相談窓口をご利用ください。 

この一 K 表は取极説明害、保証書などと共に保存してください。 

シャープサービス.お客様ご相談窓口一覧表 


Cii 符 
県 名 

サ_ t •ス 》 点 名 

笛姑 i 号 

15 

# *i 

所在 推 


礼«技術センター 

(01 1)641-0751 

063 

♦L 钱 m 西 E 二十四 W 1条 7 丁目3働17号 


fL 蠼技術センター幕広 

(0155)35-4068 

080 

幕広市西11条用丨丁 312#域1 


a«t 技 i«t ! ン姐川 

(0166)22-8284 

070 

旭川市一条 通 4 T 目左 U) 号 

卿 

fL 幘技術 t ! ンタ ••兩 « 

(0138)52-5190 

040 

ffiBWEttflin 丨暑17 号 


♦L 蠼技讲 tr ンタ ー W 路 

(0154)24-8191 

085 

M 路市光隨町 8響!! の 13 


扎枝技術センター北兑 

(01 57)36-68)4 

090 

牝 見 市三 格町 435#地 


IL« 技術 t! ンター苫小妗 

(0144)74-8070 

053 

落小牡市有明 U1 丁目516号 

S 域 

仙台技術センター 

(0222)88-916! 

983 

讪台市六丁目: F 木 R 田！！ 2 •推の1 


讪台技術センター®山 

(0249)46-0196 

969-05 

K 山市安怕町萣共字方八丁 33■域の1 


1山台技蝌センターいわき 

(0246)28-2487 

970 

いわ8市自由ケ£37#地の10 


沾台技術センター«闳 

(0196)38-6085 

028-36 

班李 i«tt •波 B 矢 ft 丨町； Xiitr ンター阑3 丁目丨#1号 


«|台枝 4it ! ンターホ沢 

(01972)4-1710 

023 

水沢市和酊3暑 m 号 

«田 

仙台枝術 tr ンタ ーH 田 

(0188)65-1250 

010 

«田細 IR 町字大川反170壽地 の 56 


仙台技術センター s 

(0177)38-7778 

030 - 0) 

爾《市 大字 ff 尻字兮田 


仙台技術 c ンター八戸 

(0178)45-2631 

031 

八戸市小中 K 2 T 目8 #16号 


仙台技蝌センター山形 

(0236)31-6634 

990-23 

山形市戴王飯田227#堆1 


シャープ學筏懺山形 板光翁 

(0236)33-3215 

990-22 

山形市;*逢センター丨 TS 鳩の？ 


宇嵇宮技術センター 

(0286)34-0256 

320 

字《筘市不》的4丁目2#41号 


T « 筘技砌 センタ 小山 

(0285)25-6532 

323 

小山 HMTB 口暑10号 


宇 bs 技術 t ンタ_ n » 

(0272)23-131 1 

371 

莉幟市表町丨 T 目4 の 1 


芊技術 tr ン ター太田 

(0276)46-41 10 

373 

太田 m 東畏闳1788 


宇©茗技術センター水戸 

(0292)43-0909 

310 

水戸市千波町〗 9Wii 金 


宇肪茁技欢 センター 土滿 

(0298)23-7673 

300 

土; i 市! IU 町 6T 目 20W 2256il 會 


新 « 技術センター 

(0252)84-6023 

950 

舫海市上所中丨丁目7#の号 

^ M 

舫渴技 ili センター畏岡 

(0258)23-1850 

940 -H 

畏岡市摂田®町字 《 2600# 


粍渴技術センター上1¢ 

(0255)22-3360 

943 

上«市大字土 蠘竽 大押1905 番地の 1 


路渴技術センター松本 

(0263)27-1636-7 

399-65 

松本市芳 R 8 #14号 


新渴技術 tr ンター長 W 

(0262)26-6208 

380 

長 好市中 《 所2 丁目1113号 


新«技術センタ 上田 

(0268)27-9395 

386 

上田市住吉 67—16 


第 1技决挞 •犋 2技抝部 

(03) 260-丨16丨（大代表） 

1 62 

断搭区市谷八糴町8髻坨シャープ聚京ヒルの 


東京第 1 技術センター 

(03) 624-7475 

130 

«田区石» 2 T 目12# 3号シ，-ブ江1ヒル内 


東京* is* センタ_中央 

(03) 436-0814 

105 

邊区虎ノ H5 丁目114号 

1京 

東京*1技術センター城東 

(03) 606-4330 

120 

足立区》漏7 丁目22 番 11号 


東京第 2 技術センター 

(03) 382-9161 

164 

中 ff 区闲台3 丁目45 番 13号シ t - ブ域西ビル内 


東京 第 2 B 術センター城北 

(03) 973-5120 

174 

板蠘区東新町丨丁目 33*11 号 


東京* 2S 讲センター itttff 

(03) 328-2181 

157 

世田谷区給田町5 丁目 19- 1 


東京»2«沿センター日 ff 

(0425)85-1656 

191 

日 K 市日 W 台5丁自5#4 婦 


東京第 3 技術センター 

(03) 777-8851 

143 

大田2南馬込丨丁目5 §15咢シ r プ城朗ヒル内 


大宮技術センター 

(0486)66-7220 

330 

大宮? ffg 用町2 丁目107 壽 2号 

埼玉 

大客技術 t ! ンター W 谷 

(0485)54-5140 

361 

行田市門井町2丁目5#地 


大 S 技術セン？一戸田 

(0484)43-2788 

335 

戸田市上戸田3 丁目26# 6号 


東京*1技術センター千 S 

(0472)65-6 110 

280 

千霣市胡町丨丁目 Si20§ 

千* 

東京第1技術センタ*^松戸 

(0473)68-5166 

271 

松戸市访台295# 1 


東京第〗技術センタ 船幟 

(0474)23-7170 

273 

HfiMI 市市場 4T 目16番2号 

山ね 

東京纂 2 IJ 術センター申 ffl 

(0552)28-1320 

400 

甲府市窗竹 2 T 目1 眷 17号 


横 浜技術センター 

(045)753-9583 

235 

HI 浜市礮子区中棟〗丁目2番23号 

神事川 

憤浜技斯センター瀨阑 

(0463)55-7600 

254 

平圬市田"字;«向〗381 


情浜技術センター怕幘揉 

10427;59-4398 

22 d 

怕1赛棟 m ； 対野边3 — tl 


锚袅技術センタ -W 0 

(0542)83-9497 

422 

ME) 市曲金6 丁目8番44号 

H 頃 

«浜技術センター；召 it 

(0559)24-1028 

410 

泊漳市當«町彳 1-4 


名古屋技術センター浜松 

(0534)65-0735 

430 

点松市«松町 M 76 — 2 


名古屋技術センター 

(052)332-2671 

454 

名古屋市中川区山王3 丁目5暑5号シ” ー プ名古«匕ル内 


名古8技術センター譬 f 意 

(0532)54-1830 

440 

蠢欉市下地町幟口けの1 

2 HI 

名古*技術センター半田 

(0569)21-1369 

475 

半田市住吉町2 —109 


名古 s 技術センター m m 

(0564)25-061 1 

444 

网崎市怫田 《n •地的 


名古 s 技磡センター« • 

(0582)74-7996 

500 

«離洧六条阑3 丁目1219号 

«申 

名古蜃技期センター 1 H 

(0574)25-8418 

509-02 

可汜市土田宇下切3832 - 1 

.. 

名古*技術センター ；f 

(0592)31-1573 

514-01 

ン曹市*靡町《町字篇池328醤堍 


名古 M 技衲センター四日市 

(0593)51-9434 

510 

四日 mmtt の淼丨丁目 t5ft 地9 

石川 

金沢技術センタ 

(0782)49-9033 

921 

石川 f 石川肪91々市717«11琢崎1096の1 

苗山 

金沢技術センター富山 

(0764)51-3933 

930 

富山市金泉吞7丨番1号 


金沢技術センター a 幷 

(0776)53-6050 

910 

m 共 市牝四ツ居町625#培 

ネ a # 

シャープ寧枝徴 a 并《光尊 

(0776)27-1800 

910 

播并市《田塚1丁目70# 26号 


» 4技術® •第5技决部 

(06) 621—1221(大代*) | 

545 

大阪市 R 伯 W 区長;也町22#22号 


大阪第 1 技術センター 

(06) 644-1191 

556 

大阪市淇通区9美通西1丁目2暑9号 

大 K 

大阪? PU 技说センタ_東大阪 

(0729)93-2001 

581 

八冰市跡部北の町3丁目2番 U 号 


大»«丨枝術センター m 大阪 

(0722)45-5855 

590 

老松町1丁目29壽堆 


大阪第 2 技術センター 

(0726)34-4683 

567 

茨木市祕川5丁目巧番3号 


大®第1技術センター杂良 

(07435)3-2023-4 

639-11 

大和 e 山 m 榮澹庄町492暑 m 


大阪氰1技術センター山 

(0734)45-6298 

641 

扣歌山市西小二里2 丁目4番91号 

’..い… 

大阪第1技術センター田辺 

(0739)24-4092 

646 

田汨市描戍町 441-1 


神戸技術センター 

(078)452-1762 

658 

料戸市東*区魚峡牝町1丁目6醬18号 


神戸技術センター®路 

(0792)66-8295 

671-22 

始路市胄山芊坩之内10061の1 

兵 

裨戸技術センター阪神 

(06) 422-6250 

661 

尼崎市祕名寺西田187番 m 


袢戸技術センター 1 闳 

(07962)2-6174 

668 

•岡市九日市上町下畑77の1 

•-卜. 

京都技術センター 

(075)681-955! 

601 

京*5市闹区上烏：? HT 田町48番推 


京 B 技術センタ- s n 

(0773)76-6069 

624 

AD 市裼来間觼町785 — 47 


京 B 技術センター大瀵 

(0775)43-2331 

520-21 

大瀆市乘林町 H-35 

A * 

京©枝梢センター 8 悄 

(0749)23-8688 

522 

彥攸市古沢町 4061 地の 1 

番川 

寓松技術センター 

(0878)43-37) 1 

761-01 

惠松市褢松町3009 1 地4 


»松《榭 tr ンター松山 

(0899)73-012! 

791-41 

松山市高网>1口8 籌 1 

费松 

裏松技術センター新居浜 

(0807)43-8854 

792 

»届浜市®»丨丁目甲1799番地の4 


高松技術センター芊扣軀 

(0895)24-1975 

798 

宇扣鳥市中沢町丨丁目丨#20考 

it ft 

高松技術センクー« JR 

(0886)25-8840 

770 

论島市中常三*町3 丁011髻地14 

* » 

高松技術 t: ンター高知 

(0888)83-7039 

780 

高知市驀須 T 高泊埴田西の丸 960髻1 


岡山技術センター 

(0862)43-5660 

700 

岡山市米窗罕聚ノ町66の2 


«山技術センター漕山 

(08682)2-6296 

708 

it 山市;召6番地の8 


闳山技蝌センター 舄® 

(0857)26-4227 

680 

鳧取市两*町2 丁目204#地 


因山技術センター櫓山 

(0849)52-0736 

720 

椹山 m;t 之蠅町大字浲之霉 T 上 W 垅 

広典 

広 島 技術センター 

(082)874-6100 

731-01 

広 A 市安佐阑区紙 UVI 大字西)*2249の1 


広鳥技術センター聚広島 

(0824)28-3061 

739-01 

聚広廨市八本松町大字米肩字论 tt 36 — 3 


広梟技斯センター进山 

(0834)32-3839 

745 

论山市断地1番地 

山 □ 

広烏技術センター下 W 

(0832)56-6699 

751 

下«布秋相承町2 丁目 S 働 2号 


広鳥技術センター小 C 

(08397)2-4525 

754 

吉敷抵小«町大字下鑤 2255 - 39 

ft nt 

広 A 技術センタ-松辽 

(0852)21-61 10 

690 

松 a 市西 J 田3 丁目1 Bm 


a 岡技術センター 

(092)572-2617 

816 

播«市 t « 多 E 并相田2 丁目12番地1号 


纽闰技術センター北九州 

(093)592-6510 

803 

北九州市小會北 B 大手町6番〗2号 


椹闳技術センター久 W 米 

(0942)21-7858 

830 

久»米市上漳町1682—2 


»«技術センター a ■ 

(0948)24-9283 

820 

飯蠓市大字川 it 字 S の15272 - 2 

大分 

技術センター大分 

(0975)32-0518 

870 

大分市中*日町16番20号 

■ 

«罔技術せンター*鴆 

(0958)45-8481 

852 

&鑷市宝町号 


»«技術センター佐世 保 

(0956)33-7288 

857-11 

佐世保市白岳町107— 5 

佐霣 

播闼技術センター佐* 

(0952)25-0983 

840 

佐霣市縞裊可大字八戸字五本松!12043 — 2 

鹿龙烏 

庙児島技術センター 

(0992)59-0628 

890 

麂圯廨市韉池飫町12麝1号 

T 

«光島技術センター E 崎 

(0985)28-8371 

880 

市應町4 #12号 


臁児鳥技術センター«岡 

(0982)21-7744 

882 

这岡市浜砂町1158番地 

胙本 

*宠島技蜗センター抑本 

(0963)72-1251 

862 

W 本市 W®«n 丁目15番丨7号 

冲« 

椹 H 技術センター沖縳 

(0988)66-5562 

900 

昶顥市 SI 2 丁目10番地の1 


' -mi-i ^ ^ ^ rr こ リ s り、卜 J り•こ V C i M ) 

十上 K の所在地. «Ji* 号 UK わることがあり s すので.その Eu こ容《|*い S す 84.丨 KT し STS1006CCZZ. 

































































